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　　　第一章







　　　１




　肉まんが一皿、僕の目の前に置かれていた。

　それは手のひらに収まらないくらいに大きく、お皿からはほんわかとした湯気が立っていて、出来立て熱々であることがはっきりと分かる一品だった。

　口に入れただけで美味おいしさのあまり昇しよう天てん間違いなしであろうその肉まんを、どうしても食べてみたくて、僕は手を伸のばそうとする。

　しかし、身体からだが動かない。

　まるで金かな縛しばりにでも遭あったかのように、全身は強こわ張ばったままで、脳からの命令を受け付けてくれないんだ。

　動け、動いてくれ！　僕は、あの肉まんを食べたいんだよ！

　食欲に支配された僕は無我夢中で、無理やり身体を動かそうとする。

　すると、右手がわずかに反応した。

　いいぞ、その調子だ。

　僕は右手に意識を集中させ、少しずつ指を広げていく。

　そして、気合の声を上げるために口を開けて、

「肉まんっ！」

　叫さけびと共に右手を前に伸ばし、肉まんを摑つかみ、

「……あれ？」

　──そこで、目が覚めた。

　一いつ瞬しゆん、何がなんだか分からなくなったものの、次第に事態が飲み込めてくる。

　今のは、夢、だったのか。

　気持ちが落ち着いた僕は、ほっと一息。そうだよな、なんの前まえ触ぶれもなく目の前に肉まんが置かれているだなんて、おかしいもんな。あれは夢の中で見た、幻まぼろしだったということだ。

　当然、右手には肉まんのふかふかとした手応えなんてあるはずがなく、代わりにスカスカとした、それでいてほのかに柔やわらかい感覚が……。

　って、じゃあ、これは、なんだ？

　意識の覚かく醒せいに伴ともない、視界がはっきりしてくる。

　手の中にある感かん触しよくの正体を確かめるため、僕は視線を真正面に動かし、

「……」

　絶句した。

　目の前には一人の少女がいて、息がかかるくらいの距離で、僕を見ていた。

　長い黒髪を頭の両りよう端はしで束ねた、僕と同い年くらいの、つまり中学生くらいの女の子。

　丸く大きな瞳ひとみは透すき通っていて、僕は呆ぼう然ぜんとその顔を見つめる。

　何も言えなかった。言葉なんて、出てくるはずがなかった。

　だって、僕の頭の中は真っ白で、ただ単純に、

『可愛かわいいな』

　なんてことを思っていたのだから。

　つまり、見み惚とれていた。

　寝ねぼけていたせいもあるだろうけど、相手が誰だれかなんてことは考えたりもせず、その大きな瞳に、吸い込まれそうになっていたんだ。

　そう。僕はこの子のことを、まったく知らない。

　僕の記き憶おくが確かなら、見たことも会ったこともない、赤の他人、だと思う。

　そんな子が、どうして僕の寝起きに、こんな間近で、こっちを見つめているんだろう？

　見つめている？　いや、実際には、彼女は僕の方を見ていない。

　彼女はなぜだか顔を赤らめ、驚おどろきに目を見開き、その視線は僕の右手に注がれているようだ。

「？」

　疑問に思いつつも、つられて僕も、同じ方向に目を動かす。

　その子は春らしいピンク色の柄がらの服を着ていて、僕の右手は、そんな彼女の胸元に押し当てられていた。

　つまり、僕は彼女の胸を、しっかりと摑つかんでいたのだ。

「──っ！」

「きゃあ────っ！」

　僕が手を離はなすのと、その子が悲鳴を上げるのは、ほとんど同時だった。

　彼女は近くにあった目覚まし時計を手に取ると、僕に向かって投げつける。

　至近距離で投げられたそれを避けられるはずもなく、目覚まし時計は僕の顔面に直ちよく撃げき。

「んがっ！」

　苦く悶もんの声を漏もらし、勢いのままに倒れ込む。

「い、いきなり、なんてことするのよ！」

　彼女は怒いかりと恥ずかしさの混ざったような声で叫ぶ。

「いや、肉まんが……」

　痛みをこらえつつ身体を起こすと、顔を真っ赤にしてこちらをにらむ彼女の姿が見えた。

「何よ、肉まんって！」

「あ、えっと、違うんだ。だから、その、ん……」

　弁解しようとして、僕は声を詰つまらせる。

　僕が見た夢のことなんて、この子には関係ないんだ。そんなのはなんの言い訳にもならない。

　それにどう言い繕つくろったところで、僕が彼女にとてもひどいことをしたという事実は、変わらないんだ。

　僕は布ふ団とんから這はい出でて畳たたみの上でヒザを曲げ、正座になって姿勢を正し、頭を下げる。

「本当に、ごめん！　謝って許してもらえることではないと思うけど、それでも、ごめん、としか言えない。申し訳ない！」

　どんな制裁でも受ける覚かく悟ごで、僕は固く目を閉じた。

「……」

　彼女は何も言わず、じっとこちらを見ているようだ。

　しばしの間、沈ちん黙もくが続いたが、

「……なの？」

　目の前の女の子が、小さくつぶやいた。

「えっ？」

　聞き返すと、再び彼女は口を開く。

「わざと、なの？」

「ち、違うよ！　わざとじゃない！」

　慌あわてて顔を上げ、彼女の顔をまっすぐに見つめる。

「これは、事故なんだ。寝ねぼけてて、つい……。いや、そんなこと言っても言い訳になるけど、とにかく、本当に、わざとなんかじゃない。これだけは、信じて欲しい」

「……」

　彼女は恥ずかしそうにうつむきつつ、上うわ目め遣づかいでこちらに視線を向けていた。

　言えることは言った。僕は再び頭を下げ、彼女の言葉を待つ。

　すると、

「……いいわよ、もう」

　頭の上から、そんな声が聞こえた。
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「悪気がなかったっていうのは分かったから。だから、もう顔を上げて」

「あ、うん」

　うながされて、僕はゆっくりと、身体を起こす。

「わたしも、いきなり物を投げつけたりして、ごめんなさい。ケガ、してない？」

「ん、それは大だい丈じよう夫ぶ」

「そっか。よかった」

　僕の返事に、彼女は安あん堵どのため息を漏もらす。

　突とつ然ぜんの事態にどうなることかと思ったけど、なんとか許してもらえたみたいだ。僕も彼女と同じように、小さく息を吐はく。

　気持ちが落ち着いたところで、僕の頭には、さっきの疑問が再び浮かび上がってくる。

「ところで、君は、誰だれ？」

「え？」

　その問いかけに、彼女はキョトンと首を傾かしげる。

「多分、初対面だと思うんだけど、どうして君は、僕の寝ね起おきに居合わせてるのかな？」

　僕は当たり前な質問をしたつもりだったけど、しかし彼女の口からは、予期せぬ言葉が返ってきた。

「えっと、それは、こちらが聞きたいこと、なんだけど……」

「へっ？」

「あなた、誰なの？」

「誰って、僕は……」

　答えようとして、言葉を失う。

　少し冷静になれたことで、周囲の風景が目に入ってきて、気付いたのだ。

　ここが、自分の部屋じゃないことに。

　全体的に質素で大人びた感じの内装をしており、目に映る調度品の数々はどれも高価そうで、そして見覚えの無い物ばかり。

　そもそも、僕の部屋にあるのはベッドで、布団じゃないし。

　ここは、どこなんだ？　どうして僕は、この部屋で寝ていたんだ？

　こちらの疑問に答えるかのように、目の前の女の子は口を開く。

「あのね、ここはわたしの家で、あなたは玄げん関かんの前で倒れてたの。何も覚えてないの？」

「……あっ」

　そうだ、そうだよ。彼女に言われて、ようやく僕は、自分の置かれている状じよう況きようを思い出した。

　ここは僕が暮らしていた街から遠く離れた、異郷の地。

　一人でこの街までやってきた僕は、二日前に路銀が尽つきてから、何も口にしてないんだ。

　ちょっとした事情により、僕がここにいることは家族に知らせてないし、知られるわけにもいかない。頼たよれる人もいないまま、空腹を抱かかえて辺りをさまよい続け、意識が朦もう朧ろうとなって道みち端ばたで倒れ、気が付いたらここにいた、というわけなんだ。

　辺りを見回してみたら、足元には僕の手荷物が入ったバッグが置かれており、部屋に掛けられていた時計の針は、一時を差していた。

　窓の外は明るいから、今はお昼時か。陽が昇のぼってからもそこらを歩き続けていた記き憶おくはあるので、二、三時間はぶっ倒れていたことになるのかな。

　なんとも情けない話だけど、とにかく、現状は把は握あくできたぞ。

「……あれ？　それじゃあ、もしかして、君は助けてくれたのか？　見ず知らずの、僕を？」

「助けただなんて大げさなものじゃないけど、放ほおっておくわけにもいかないでしょ。ケガはしてないみたいだから、救急車は呼んでないけどさ」

「そう、だったんだ……」

　自分の身体に目をやると、ところどころ、引きずられたような跡あとがある。おそらく彼女が、玄関からこの部屋まで、僕を運んでくれたのだろう。

　不用心だなあ、と思わないでもないけれど、僕がそんなことを考えるのは失礼というもの。その親切な心遣いには、素直に感謝すべきだ。

「それはまた、とんだご迷めい惑わくをおかけしてしまったようで……」

「まったくよ。しかも、ずっと起きてこないから気になって見にきたら、いきなりあんな……」

　途と中ちゆうまで言いかけて、彼女は頰ほおを染めて、わずかにうつむく。

　あああ、そういうことだったのか。それであんな、とんでもない事態に陥おちいった、と。それは本当に、ひたすら申し訳ない。

「……救急車よりも、パトカーだったかしら」

　ジト目でこちらをにらみ、彼女は穏おだやかではないセリフをつぶやく。

　いや、待ってくれ。君から見れば、確かに僕は、不ふ審しん人物かもしれない。だけど、そういうつもりなんてないんだ。あれは本当に、事故だったんだ。いや、ほんとに。

「あ、あの……」

　こちらの真意を伝えるため、もう一度謝ろうと思った僕は、再び正座を組んで、彼女の顔をまっすぐに見つめる。

　──途と端たん、お腹なかの音が盛大に鳴なり響ひびいた。

「……もしかして、お腹空いてる？」

「……恥ずかしながら」

　気まずさのあまり目をそらしながら答えると、女の子は軽く息を吐はいて苦笑した。

「何か食べる？　冷れい凍とう食品くらいしかないけど」

「えっ、いいの？」

「嫌いやなら別に、このまま出ていってもらって構わないわよ？」

「喜んでいただきます」

　即そく答とうした僕の顔が面白かったのか、彼女は小さく噴ふき出だした。

「まあ、困ったときはお互い様だし、遠えん慮りよせずに食べていきなさいよ」

「ん、そうするよ」

　意地を張れるような立場じゃないし、ここはご厚意に甘あまえておこう。

「何から何まで、ありがたい」

　感謝の気持ちで胸がいっぱいな僕は、ただ、頭を下げるしかない。

　そんな僕に向かって、彼女は口元を緩ゆるめながら言う。

「宮みや野の佳か奈な、だよ」

「えっ？」

「わたしの名前。佳奈でいいわ。あなたは？」

「あ、ああ、うん」

　その自然な笑顔が少しまぶしくて、僕は頰ほおをかきながら、答えた。

「進しん藤どうマコト、十五歳。この春から高校生になる、ごく普ふ通つうの男の子、です」







「いただきます！」

　キッチンへと案内された僕は、佳奈の用意してくれた料理をたっぷりごちそうになった。

　用意、とはいっても、レンジで温めただけなんだけど、冷凍食品だって立派な料理だ。

　餃子ギヨーザに唐から揚あげ、ミニハンバーグ、そして、肉まん！

　そのどれもが美味おいしく、絶品だった。

　空腹という調味料を抜きにしても、大変な美味だ。冷凍食品、侮あなどりがたし。

　ただひたすらに、差し出された料理を、次々と口に運ぶ。

　そんな僕を、佳奈はテーブルの向かい側から、呆あきれたような、それでいて少し楽しそうな顔で見ていた。

「ごちそうさま、でした……」

　二日ぶりとなる食事を残さず平らげてから、手を合わせて、ゆっくりと頭を下げる。

　満ち足りた気持ちが、全身を支配していた。

　行き倒れていたところを助けてもらった上に、こんなに美味おいしい物を食べさせてもらえて、僕はなんて幸せ者なのだろう。

　ありがたい、ありがたい。

「はい、どうぞ」

　感激のあまり涙まで出そうになっていた僕の前に、佳か奈なは熱いお茶を置いてくれた。

「ありがとう」

　湯ゆ吞のみを傾かたむけ、その温ぬくもりに、ほっとため息をつく。

　生きているという実感って、こういう気分のことなんだろうな。

「いや、本当に、助かったよ。心から感謝している」

「いえいえ、どういたしまして」

「できれば佳奈のご家族にも、ちゃんとお礼をしておきたいんだけど、いいかな？」

「ん」

　僕の言葉に、佳奈は一いつ瞬しゆん、目を伏せたように見えた。

　ちょっと無ぶ遠えん慮りよすぎるだろうか。

　でも、僕は僕なりに、誠意を伝えたいんだ。

　大げさでもなんでもなく、佳奈は命の恩人なのだから。

「別に構わないけど、お母さんは今、買い物に出かけてるから、もうちょっとしないと帰ってこないわよ」

　僕の懸け念ねんを余所よそに、佳奈はあっさりそう答えてくれた。

「分かった、待つよ。って、お母さんだけ？」

「えっ？」

「あっ」

　言ってから、僕は自分の失言に気付く。

　しかし彼女は、わずかに苦笑するだけだ。

「ああ、お父さんはね、修行中なの」

「修行？」

「うん。来て」

　佳奈は立ち上がると、僕を先導するようにキッチンから出ていった。

　首を傾かしげつつも、僕はうながされるまま、黙だまって彼女の後を歩いていく。

　案内された先にあったのは、小さな道場だった。

「へえ」

　周囲を眺ながめてみて、感かん嘆たんの声を漏もらす。

　小じんまりとしているけど、隅すみ々ずみまで綺き麗れいに整備されていて、見ているだけで清潔感、清せい涼りよう感が伝わってくる。

　管理する人の愛情が感じられる、いい道場だと思う。

「お父さんはね、剣道をやってるの」

　僕の隣となりで、佳か奈なが口を開く。

「それで、剣の腕を磨みがくために、全国を歩き回ってるらしいのよ。だから、修行中」

「はあ、そうなんだ。それは、なんというか、すごいね」

　どう答えればいいか分からず曖あい昧まいな返事をすると、彼女は軽く肩をすくめた。

「すごくなんかないわよ。お父さんがどこかに行っちゃって、もう七年も経つのよ？　修行だかなんだか知らないけど、一回くらい家に帰ってきてもいいと思わない？」

「ん、それは、そうだね」

「お母さんは『そのうち帰ってくるわよ』なんて気楽に言うけどさ、わたしなんか、顔もほとんど覚えてないのよね。家族ってなんだろうって、どうしても考えちゃうわよ。まあ、時々、仕送りがあるから元気にしてるんだろうけどさ。本当に、何をやってるんだか」

「ま、まあ、落ち着いて、落ち着いて」

「えっ、ああ、うん。ごめんね、急に」

　一気にまくしたてる佳奈をなだめると、彼女は我に返ったのか、大きく息を吐はいた。

　話題を変えようと思い、僕はふと思いついたことを口にする。

「じゃあ、佳奈も剣道をやってたりするの？」

　すると彼女は、キョトンとした顔でこちらを見つめた。

「わたし？　わたしは全然。運動音おん痴ちだし、小さい頃ころは竹刀しないを振ってたことがあるはずなんだけどね、もうほとんど覚えてないわ」

「ふうん、そうなんだ。じゃあこの道場は、お父さんだけが使ってたってこと？」

「ん」

　尋たずねると、佳奈はキッチンで見たときと同じように目を伏ふせ、すぐに表情を戻す。

「あのね、わたし自身は剣道なんて全然ダメダメなんだけど、でも──」

　佳奈が何かを言いかけたそのとき、

「宮みや野の優ゆうはいるか！」

　道場の外、おそらく玄げん関かんの方向から、大きな声が聞こえた。

　何事かと思っていると、突とつ然ぜん、道場の入り口の扉とびらが外から開けられ、声の主らしき人が、僕たちの前まで姿を現す。

　目つきの鋭するどい女の人だった。

　前髪が少し長めのショートヘアで、背は僕よりも少し低いが、年ねん齢れいはおそらく一、二歳くらい上。

　彼女はなぜだか袴はかま姿すがたをしていて、その上に無地の羽織を着ている。そしてその手には布で包まれた、長い棒のような物が握にぎられていた。

「だ、誰だれですか、あなたは」

　佳か奈なは戸と惑まどいの表情を浮かべている。おそらく、顔見知りではないのだろう。

　そんなことには構わず、訪問者はさらに声を荒あららげる。

「私の名前は、桐きり山やま京きよう華か！　宮みや野の優ゆうに、決けつ闘とうを申し込みにきた！」

　言いながら、彼女はズカズカと道場の中にまで踏ふみ込んできた。

「け、決闘、ですか？」

「そうだ！　今日こそ、我らの因いん縁ねんにケリをつける時なのだ！」

　そう言って桐山京華と名乗るその人は、手に持った布の中から、何かを取り出す。

　それは、一振りの木刀だった。

「……なるほど、そういうことですか」

　いきなり物ぶつ騒そうな物を取り出した相手に少し気け圧おされつつも、佳奈はようやく合点がいったのか、小さなため息をつく。

　何がなんだか、事態についていけない僕は、彼女に聞いてみるしかない。

「あの、佳奈？　これはいったい……？」

　佳奈にそっと耳打ちすると、彼女は少し寂さみしげな表情で、口を開いた。

「さっきも言いかけたんだけど、わたしには、姉がいるのよ」

「そ、そうなのか」

「まあその、ちょっと普ふ通つうじゃないというか、説明しにくいんだけど、とにかく色んな方面に迷めい惑わくをかけてる姉なの」

　ため息をつきながら、彼女は言葉を続ける。

「お姉ちゃんは剣道の世界で、とても有名な人なの。高校の全国大会で三連れん覇ぱを成なし遂とげた、と言えば、分かってもらえるかな？」

「それは、すごいね」

　僕は素直に感かん嘆たんの声を漏もらす。

　なるほど、かつてはお父さんが使っていたこの道場を、今はお姉さんである宮野優が使っている、ということか。

「……剣道の世界でも有名、と言うべきかな？　まあ、そんな姉だから、腕に覚えのある人がこうして勝負を挑みに来ることって、時々あるのよ」

　そう言いつつ、佳奈は小さく息を吐はき、京華の方へと向き直る。

「わたしは宮野優の妹、宮野佳奈です。残念ながら、姉は今、ここにはいません。ですので、どうかお引き取りください」

「何？　では、奴やつはどこにいるのだ？」

「知りません。一週間前から、行方不明なんです」

「えっ、そうなんだ？」

　突とつ然ぜんの言葉に、僕はびっくりして会話に割り込んでしまう。

「うん。『ちょっと自分を探してくる』なんて書き置きを残して、それっきり音おと沙さ汰たなし」

　佳か奈なは呆あきれた顔で腰に手を当てる。

「お母さんも、『お姉ちゃんの好きにさせておきなさい』なんてのんびりしてるし、だからもう、そのままほっといてるの」

「はあ」

　それはまた、なんとも自由なお姉さんだなあ。

「……貴様、その話は本当か？　隠かくし立だてをすると、許さんぞ！」

「本当です！　どこにいるのか知ってたら、わたしが探しに行ってますよ！」

　疑いの目を向ける京きよう華かに、佳奈は怒おこった口調で言い返した。

「まったく、残された方の身にもなってよね。高校を卒業したからって、突然家を出ていかなくてもいいじゃない……」

　頰ほおを膨ふくらませて、彼女はブツブツと不満を口にする。

　なんだか佳奈の家は、複雑な家庭環かん境きようにあるみたいだな。お父さんは修行の旅とやらに出かけていて、お姉さんは自分探しの真っ最中。そしてお母さんは大らかなのか、何も考えてないのか、そんな二人を咎とがめる様子も見せない、という感じか。

　まあ、僕の家だって決して『平へい凡ぼんな家庭』だなんて呼べないわけだし、他人ひと様さまの家のことをどうこう言うつもりはないさ。

「そういうわけですから、どうか今日のところは、帰ってください」

「ふむ……」

　佳奈の話をどう受け止めたのか、京華は何かを考え込むような表情を見せていた。

　しかしすぐにこちらへ目を向けると、

「いいだろう！　では、貴様が相手をしろ！」

　佳奈に向かって、そんなことを言った。

「……は？」

　予想外の返事に、佳奈は言葉を失う。

「宮みや野の佳奈、だったかな。貴様が私と戦え、と言っているのだ」

「い、いやいや、そんなの無理です。そもそも、戦う理由がありませんし」

「貴様に理由など求めていない。私がそうしたいから、そうするだけだ」

　言いつつ、京華は羽織を脱ぎ捨て、まっすぐに佳奈をにらむ。

　な、なんだ、この人は。いくらなんでも、言ってることが無茶苦茶すぎないか。

　だいたい、剣道っていうのは、竹刀しないで戦うものだろ？　なんで木刀なんだ？

　見たところ、防具の類たぐいも持ってきてないみたいだし、色々おかしいぞ、この人。

「いや、ですから、わたしは剣道とか、そういうの、全然ダメなので……」

　佳か奈なもかなり戸と惑まどっているようだが、なんとか冷静に対応しようとしているのか、その顔には愛想笑いを浮かべている。

「ふっ、だろうな。だからこそ、だ。骨の一本でも折れてくれれば、それでいい」

「──えっ」

　しかし、京きよう華かの口から不ふ穏おんなセリフが出てきた途と端たん、その表情が凍こおりついた。

「妹である貴様を傷つけたとあれば、奴やつも黙だまってはいないだろう！　今どこにいるのかは知らぬが、きっと私の前に姿を現すはずだ！」

「あ、あの、ちょっと……」

「私と奴との勝負のために、犠ぎ牲せいになってくれ！」

　大おお仰ぎような仕草と共に言い放つと、京華は手に持っていた木刀を上段に構えた。

　おい、おいおい、ちょっと待てよ。無茶苦茶どころじゃないだろ、この人。

　ここまでくると、狂きよう気きの沙さ汰ただ。そこまでして、佳奈のお姉さんと戦いたいっていうのか？

「あのさ、いくらなんでも、それは無いんじゃないか？」

　見かねた僕は、二人の間に割って入る。

「ここはひとつ、冷静になって、話し合った方が──」

　だけど僕は、最後までセリフを続けることができなかった。

　京華が、なんの前まえ触ぶれもなく木刀を振り下ろしてきたからだ。

「──っ！」

　僕はとっさに身体からだをそらすが、彼女の斬ざん撃げきが肩に当たる。

　かすった程度なので痛みは無いが、バランスを崩くずしたせいで、その場に尻しり餅もちをついてしまった。

「さっきからゴチャゴチャと鬱うつ陶とうしい奴だな！　余所よそ者ものは口出しをするな！」

　京華はそう言って、こちらを冷たく見下ろす。

　そして手で髪をかき上げると、彼女は唐とう突とつに語り出した。

「……宮みや野の優ゆうと出会ったのは二年前。高校一年生のときの、県大会準決勝でのことだ」

　まるで遠くを見るように、京華は目を細める。

「完敗だった。かつては『双海ふたみ中ちゆうの狼おおかみ』と呼ばれた私だったが、まるで手も足も出せなかった。しかも奴は、高校に入ってから剣道を始めたというではないか。そんな相手に負けたことが、悔くやしかった。悔しくて、毎日死に物狂いで剣を振った。それでも奴には、宮野優には、一度も勝てなかった」

　苦い記き憶おくを思い出したのか、彼女は顔をしかめた。

「そしてそのまま、宮みや野の優ゆうは高校を卒業してしまった。奴やつと戦う機会は、もう無いのだと思う。このままでは、私は自分を許せない。人としての、剣道家としての誇ほこりを捨てても構わない。なんとしてでも奴と戦い、決着をつけなければならないのだ！」

　悲痛な面おも持もちで、京きよう華かは佳奈に目を向ける。

　佳奈は彼女の気持ちが少しは分かるのか、居心地が悪そうに視線をキョロキョロさせていた。

「……なるほど、ね」

　つぶやきつつ、僕はゆっくりと立ち上がる。

　僕は宮野優という人がどういう人物なのか、詳くわしくは分からない。

　だから、彼女に関わってきた人たちが、どんな心境でいるのかも、理解できているとは言い難い。

　それでも京華が、彼女なりに強い思いを抱いだいているっていうことくらいは、まあ、想像できる。

　けれど、それがどうしたっていうんだ。

「だからって、佳奈を傷つけていい理由にはならないだろう」

　僕は京華をまっすぐに見つめる。

　戦う気のない相手に、ケガをさせる目的で剣を振るのは、勝負とは言わない。

　それは、一方的な暴力だ。

　そんなものに、佳奈を巻き込ませるわけにはいかない。

　京華の都合がどうであろうとも、佳奈を傷つけるつもりなら、僕は絶対に許さない。

　彼女は、僕を助けてくれた、命の恩人なのだから。

　こちらの視線を真っ向から受け止め、京華は口を開いた。

「余所よそ者ものは口出しをするな、と言ったはずだ！　これ以上邪じや魔まをするのなら、今度こそ容よう赦しやせんぞ！」

「やってみろよ」

「……」

　僕の言葉に、京華は目を細めると、ゆっくりと木刀を上段に構える。

　そして、

「はあっ！」

　叫びと共に、彼女は再び、斬ざん撃げきを繰くり出だした。

「くっ！」

　振り下ろされた木刀を、僕は後ろに下がって避よける。

　しかし京華の攻こう撃げきは、そこで終わらなかった。

「ふん！」

　彼女は一歩踏ふみ込むと、僕の胴どう体たいを目がけて横よこ薙なぎに一いつ閃せん。

「んぐっ！」

　脇わき腹ばらに、彼女の木刀がめり込む。

　途と端たんに、鈍にぶい痛みが全身に広がっていく。

「っ！」

　呆ぼう然ぜんと成り行きを見守っていた佳か奈なは、その一いち撃げきで我に返ったのか、ビクリと身体からだを震ふるわせた。

　そしてすぐさま背を向けると、逃げるようにして家の奥へと消えていく。

　そうだ、それでいい。僕のことなんて、気にする必要ないんだ。

「どこへ行く、宮みや野の佳奈！」

　京きよう華かは佳奈の後を追おうとするが、

「ま、待て……」

　僕は彼女の袴はかまを摑つかみ、身動きを封じる。

「貴様、離せ！」

　引ひき剝はがそうとして、彼女は僕の頭を踏みつけてくる。

「ぐあっ、くうっ……！」

　僕は何度も何度も蹴けられるが、決して手は離さない。

　佳奈はきっと、警察に電話をしに行ったんだと思う。

　だとしたら、警官が駆かけ付つけるまで、時間を稼かせぐ。

　それが今、僕にできることなんだ。

「進しん藤どう君！」

　──なんてことを考えていたら、佳奈はすぐに戻ってきた。

　な、何してるんだ！　戻ってきちゃダメだろ！

　狙ねらわれてるのは、佳奈なんだから！

「これを！」

　僕の焦あせりを余所よそに、佳奈は何かを放り投げる。

「えっ？」

　反射的に腕を伸ばし、僕はその何かを受け取った。

「っと」

　そのせいで京華の袴から手を離してしまうが、すぐに起き上がって、佳奈をかばうようにして彼女の前に立つ。

「進藤君、それを使って」

「それ？」

　佳か奈なに言われて、僕は自分の手に目をやる。

　彼女が僕に放り投げた物。

　それは、木刀だった。

「お父さんの部屋にあった物なの」

　背中から聞こえる佳奈の声に、僕は戸と惑まどう。

　もしかして、これで戦えと、そういうこと、なのか？

「あ、あの、佳奈？　それよりも、警察に──」

「だって、進しん藤どう君、明らかに訳アリじゃない！」

　振り向こうとした僕に向かって、彼女は叫さけぶ。

「騒さわぎになったら、困るんでしょ？　違う？」

「……」

　言われて、僕は言葉に詰つまる。

　図星だった。

　正直なところ、今この場に警官が来たとして、一番困るのは京華ではなく、僕の方だと思う。

　それでも、やっぱり今は、君自身の安全の方が大事なんだ。

　訳アリだと分かった上で、僕の身の上を案じてくれる佳奈の心意気には感謝してるけれど、すぐにこの場から逃げて──、

「そこをどけ」

　と、僕の思考は、京華の言葉で中断される。

「これ以上、痛い目には遭あいたくないだろう？」

「……」

　冷ややかな目を向ける彼女を、僕はまっすぐに見つめる。

　……やるしか、ないのか。

「いいか、一度しか言わないぞ」

　僕は諦あきらめにも似た心境で、言葉を発した。

「これはお願いじゃない。警告だ。今すぐ、この場から立ち去れ」

「──何？」

　そのセリフに、京華の眉まゆがピクリと動いた。

「……武器があれば、女になど負けないとでも思っているのか？」

　そうつぶやく彼女の全身からは、じわりじわりと殺気が立ち上ってくる。その迫はく力りよくは今までと比べ物にならないくらいに大きく、激しい。全国三連れん覇ぱの王者に決けつ闘とうを申し込もうとするだけはある、ということなのだろう。

「その認識が間違いだと、分からせてくれるわ！」

　京華は叫さけびと共に、素早く足を踏ふみ出だす。

　道場全体が揺ゆれるのではないかと思わせるほどの、強く、重い踏み込みだ。

「きえああぁぁっ！」

　気合の声を上げて、彼女は鋭するどい突きを繰くり出す。

　武道に関わったことのない、まったくの素人なら、かわせるはずがないであろう強きよう烈れつな突きを、しかし僕は紙一重で避よける。

　そしてそのまま自分の持つ木刀を振り切り、彼女の脇わきを駆かけ抜ぬけた。

　──できれば、穏おん便びんに済ませたかったんだけどな。

　後こう悔かいの念が浮かぶが、僕は頭を軽く振って、その思いを追い払う。

「……ふん、なかなかやるな」

　背後からの声に振り向くと、京きよう華かがかすかに笑みを浮かべていた。

　僕が思わぬ反応を見せたことに驚おどろき、なおかつ喜んでいるのかもしれない。

　京華の身体からだには傷一つ、ついていない。

　当然だ。僕は彼女を、傷つけるつもりなんてなかったのだから。

「だが、今度こそ外さんぞ」

　京華はまっすぐにこちらを見つめ、一歩、足を踏み出し、

「……えっ？」

　バランスを崩くずしてその場にヒザをつく。

「な、なんだ？」

　何がなんだか分からないといった顔で、彼女は自分の足元に視線を向ける。

「っ！」

　刹せつ那な、京華は大きく目を見開いた。

　それもそうだろう。何しろ、彼女の履はいていた袴はかまが、床ゆかに落ちていたのだから。

　袴の紐ひもはバッサリと切断されている。そのせいで袴がずり落ちて、足を取られ、転んだのだ。

　そして袴がずり落ちたということは、つまり彼女は今、下着が丸見えになっている、ということなんだ。

「ひゃん！」

　純白の輝かがやきを目にした京華は、高い声を上げ、落ちている袴に手を伸ばす。

　次の瞬間、今度は彼女の上着が、引ひき裂さかれるようにして弾はじけ飛とんだ。

「きゃあっ！」

　京華を覆おおっていた衣服が、バラバラと床に舞まい散ちり、彼女は今、完全に下着だけの状態に陥おちいっていた。

「な、な、何、何これ!?」

　あまりにも突とつ然ぜんの事態に、京華はパニックになり、自分の身体を抱だくようにして身を縮こまらせる。

「できれば、この技だけは使いたくなかったのだが……」

　僕は自然と、そんな言葉を漏もらす。

　そう。これは全すべて、僕がやったことなんだ。

　僕はなるべく彼女の身体からだを見ないように心がけつつも、それでも伝えるべきことを口にする。

「まだ戦うつもりなら、今度はその下着を斬きる。さあ、どうする？」

「──っ！」

　京きよう華かは顔を真っ赤にさせ、羞しゆう恥ちと怒りが混ざった瞳ひとみで、僕をにらんだ。

「う、ぐ、くぅ……」

　彼女は苦く悶もんの声を漏もらし、目に涙を浮かべると、

「お、お、覚えてろよ────っ！」

　叫さけびと共に、脱ぎ捨ててあった羽織を手に取り、一目散に道場の外へと駆かけ出す。

　京華の姿はすぐに見えなくなり、そして、そのままいつまで経っても、戻ってくる気配はなさそうだった。

「ふう……」

　大きく息を吐はき、気持ちを弛し緩かんさせる。

　なんとか一段落、かな。

「進しん藤どう、君……？」

「へっ？」

　呼ばれて振り向くと、佳か奈なが呆ぼう然ぜんとこちらを見つめていた。

　頰ほおを紅潮させたまま、彼女は僕に問いかける。

「今のは、いったい……」

「え、えーっと、その……」

　どう答えればいいのか迷っていると、

「ただいまー」

　不意に、道場の外から誰だれかの声が聞こえた。

　その声に振り返ると、一人の女性が玄げん関かんの方から歩いてくるのが見えた。

　少しウェーブがかったセミロングの髪が特とく徴ちよう的てきな、穏おだやかそうな淑しゆく女じよ。その手には、中身が詰つまったスーパーのレジ袋ぶくろが握にぎられている。

「あら、お客さん？」

　彼女は糸のように細められた目で、こちらを見つめた。

「お母さん！」

　その女性の姿を見るなり、佳奈が声を上げ、ようやく緊きん張ちようが解けたのか、その場にしゃがみ込む。

　ということは、この人が、佳奈の……。

「あらあら、ずいぶんと散らかってるわね。何かあったの？」

　佳か奈なのお母さんは僕たちの方へと歩いてくると、道場の方を眺ながめながら、のんびりとした口調で尋たずねる。

「進しん藤どう君……」

　佳奈も僕を見上げ、説明を求めている。

　──見られてしまった以上、話すしかないよな。

　もとより、そのことを承知の上で、あの技を使ったんだ。今いま更さらごまかすことなんて、できるはずがない。

「……あれが、僕の持つ力だ。忌いまわしき運命に翻ほん弄ろうされた、悲劇の刃」

　僕は覚かく悟ごを決めると、二人をまっすぐに見つめ、きっぱりと答えた。

「脱だつ衣い剣けん」




　　　２




　脱衣剣の起源は五百年前とも千年前とも言われているが、正確な年代は不明である。

　口承で伝えられてきたため、文ぶん献けんらしき物がほとんど残ってないからだ。

　故に、歴史の表おもて舞ぶ台たいに上がったことは一度もなく、脱衣剣はごく一部の人間だけが知る、幻まぼろしの技なんだ。

　脱衣剣がどんな技なのかを、簡単に説明すると、

『人体には傷つけず、衣服だけを斬きる』

　とまあ、それだけのものだ。

　剣速と摩ま擦さつを利用して斬るため、使用するのは、真しん剣けんなどの『刃がある武器』である必要はない。さっきみたいに木刀でもいいし、たとえば角材だって鉄パイプだって、できないことはないんだ。

　もちろん、口で言うのは簡単でも、実際にやってみるのは難しかったりするんだけど。

　そもそも脱衣剣は、『脱衣術』と呼ばれる技を扱あつかう流派の一つで、その中でも、

『剣で斬る』

　ことに特化した、脱衣術の使い手だとも言える。

　脱衣術の理念は、

『相手を傷つけることなく戦いに勝つ』

　であり、根底にあるのは、

『丸まる裸はだかになってまで、争いを続ける人なんていない』

　という考え方だ。

　その是ぜ非ひはともかくとして、脱衣剣も当然、同じ理念を受うけ継ついでいる。

　つまり、脱だつ衣い剣けんはいわゆる活人剣の一種で、今風に言うならば、護身術なんだ。

　僕の家は、その脱衣剣を代々継けい承しようしてきた一族であり、『進しん藤どう流脱衣剣術』というのが正式な名めい称しようである。

「そして僕もまた、その技を身に付けた者の一人、ということです」

　──と、いうようなことを、僕は佳か奈なと、佳奈のお母さんに説明した。

　陽が沈もうとする夕暮れ時、キッチンにて。テーブルの向かい側に座った二人は、静かに僕の話に耳を傾かたむけていたが、

「なるほど」

　佳奈のお母さんは小さくうなずくと、隣となりの席へと顔を向けた。

「佳奈は、その、脱衣剣っていうのを、自分の目で、見たのよね？」

「え、うん」

「進藤君、だっけ？　彼の話を、信じられる？」

「んー、まあ、ウソはついてない、と思う」

「だったら、お母さんも信じるわ」

　そう言って、彼女は僕を見ると、にっこりと微笑ほほえむ。

　彼女の名前は、宮みや野の亜あ沙さ子こ。

　あまりにも物分かりの良すぎるその言動に、なんだか得え体たいの知れない感情を抱いだかずにはいられないが、ともあれ、信じてくれるのはありがたい。

　だいたい、脱衣剣は見よう見まねでどうにかなる技じゃないんだ。

　僕の話したことが全部ウソやハッタリだとしても、佳奈が見た光景は真実なわけだし、ならば、信じるしかない、というのが本当のところなのかもしれない。

「それで、進藤君」

　亜沙子さんは僕をまっすぐに見み据すえ、口元に笑みを浮かべたまま、言葉を続けた。

「あなたはどうして、ここにいるの？」

「うっ」

　彼女の問いに、僕は声を詰つまらせる。

「家の前で行き倒れていたということだけど、そうなった経緯を説明してもらえると、とても助かるのだけど」

　そう、だよな。そこを話さないわけにはいかないよな。

「……脱だつ衣い術じゆつの使い手は、鍛たん錬れんの成果を披ひ露ろうするため、定期的に、ある競技を行っています」

　気持ちを整え、僕は言葉を続けた。

「脱衣演えん舞ぶ、と呼ばれています」

　脱衣術の使い手同士が戦う、真しん剣けん勝負の場。それが、脱衣演舞だ。

　ルールは簡単。一対一で戦い、先に相手を全ぜん裸らにさせた方が勝ち。

　戦いを通して、お互いの技を競い、高め合う。

　勝利の報ほう酬しゆうは、名めい誉よのみ。

　そんな伝統と誇ほこりを受うけ継つぐ、尊い競技なんだと教えられて育った僕は、脱だつ衣い演えん舞ぶで勝つため、毎日のように剣を振るだけの生活を送ってきたんだ。

　幼い頃ころからずっと、なんの疑問も持たずに。

「だけど、ある日、気が付いたんです。自分が、ものすごく恥ずかしいことをしてるんじゃないかって」

「恥ずかしい？」

「は、恥ずかしいですよ！」

　首を傾かしげる亜あ沙さ子こさんに、僕はつい大きな声で言い返してしまう。

「だ、だって、裸にするんですよ？　対戦相手には、当然、女性もいるわけです。お、女の子を裸にするって、そんなの、ダメでしょ！　僕、もう、十五歳ですよ!?　今年からは十六歳です！　小さい頃は何も考えずに戦ってたけど、こんな年にもなって、女の子を裸にするために剣を振るなんて、ただの変態じゃないですか！」

「まあまあ、落ち着いて」

「えっ!?　あ、は、はい……」

　自分で自分が情けなくなりながら、僕は一気にまくし立てていたが、亜沙子さんになだめられ、我に返る。

　そのとき、ふと、佳か奈なと目が合った。

「あっ……」

　彼女は小さく声を漏もらすと、すぐに僕から目をそらす。

「う……」

　その反応に、僕の胸はチクリと痛んだ。

　──二年前の、脱衣演舞に参加したときのことを思い出す。

　僕にとって、その日は普ふ段だんと変わらぬ、なんでもない一日だと思っていた。

　幸か不幸か、僕には脱衣剣士としての才能がそれなりにあったらしく、両親の厳しい特訓のおかげもあってか、脱衣演舞では一度も負けたことがなかったんだ。

　まあ、試合を組むのは大人たちの役目だから、多分、実力が拮きつ抗こうした相手と戦い続けていたんだとは思う。

　ずっと年上の人にだって勝ったことはあるけど、自惚うぬぼれるつもりなんてなくて、それどころか、何も考えてさえいなかった。

　僕にとって脱衣剣と脱衣演舞は、当たり前のように存在する、日常の出来事でしかなかったのだから。

　だからこの日も、いつも通りに戦い、いつも通りに勝つ。それだけのはずだったんだ。

　対戦相手は、僕と同い年くらいの女の子。

　今から思えば、まだあまり脱だつ衣い演えん舞ぶに慣れていない様子だったし、もしかしたら、あのときが初参加だったのかもしれない。

　だけど、当時の僕がそんなことに気付けるはずなんてない。

　僕はその子の衣服を全すべて切きり裂さき、勝負はあっさりと決着。

　そして、なんの配はい慮りよもなく全ぜん裸らの彼女を見下ろしたとき、言われたんだ。

「怖こわい」

　と。

　僕は動どう揺ようした。だってそんなことを言われたのは、初めてだったから。

　きっと別の言葉を言い間違えたのだろう。あるいは僕が勘かん違ちがいしてるだけで、そのセリフは全く関係のないことについての発言なのだろう。

　そう思って、僕は彼女の次の言葉を待ち続けた。

　でも、その子は目をそらし、自分で自分の肩を抱だいて、必死に僕の視線から逃のがれようとするのみ。

　やがてその子の関係者が側まで来て、彼女を隠かくすようにして、一いつ緒しよに帰っていったんだ。

　結局、その子が発言を撤てつ回かいも訂てい正せいもすることはなかった。

　それっきり、彼女とは会っていない。

　もちろん、その子がどうしてそんなことを言ったのか、今なら分かる。

　年とし頃ごろの女の子が、男の子にジロジロと裸はだかを見られたら、そりゃあ、怖いよな。

　佳か奈なの反応を見ていると、どうしてもそのときのことを思い出してしまい、心が重くなる。

　そんな反応をさせてしまった自分が、嫌いやになってくるんだ。

「……進しん藤どう君、大だい丈じよう夫ぶ？」

　僕が急に黙り込んだからか、亜あ沙さ子こさんは眉まゆをひそめてこちらを見つめてくる。

「は、はい、気にしないでください」

　いけない、いけない。話が脱だつ線せんしそうになったな。

　今はとにかく、会話を続けないと。

　僕はなるべく亜沙子さんの方に視線を向けながら、軽くセキ払いをして、姿勢を整える。

　また目をそらされるかも、と考えると、どうしても佳奈の方を見ることができないんだ。

「……それでまあ、自分の人生、というやつを、色々と考えるようになりまして。悩なやんだ結果、逃げることにしたんです」

　二年前の『事件』以降も、僕は剣を振り続けた。

　親が僕に期待してるんだろうなっていうのは分かってたから、自分が抱いた気持ちを、打ち明けることができなかったんだ。

　脱だつ衣い剣けんの腕は、日に日に上達していった。

　けれど、心の限界は、どんどん近付いていた。

　僕はこのままでいいのか？

　勝負に勝っても、怖こわがられるだけ。そんな競技を、一生続けるつもりなのか？

　特技は脱だつ衣い剣けんです、なんて、胸を張って言えることなのか？

　そんな思いで頭の中がいっぱいになり、

『よし、辞めよう』

　と決意したのが去年のことだ。

「で、考えたのが、とにかく家から離れるしかない、ということです。本当なら地元の高校に入学するはずだったんですけど、親には内ない緒しよで別の学校を受験して、入学手続きも勝手に進めたりしてたんです」

　決して褒ほめられるような行為じゃないとは分かっているけど、そうする以外のやり方が、僕には思い浮かばなかったんだ。

「でも、本来受けるはずだった試験を受けてないんですから、バレるのは時間の問題ですよね。結局、両親と大ゲンカして、そのまま家を飛び出して、そこから先は佳か奈なさんにも話した通り、というわけです」

　家出したときは、先のことなんて全く考えてなかった。高校の制服やら、ちょっとした生活用品やらをバッグに詰つめ込んで、逃げるようにして実家を後にしたんだ。

　で、その結果が、現在の状じよう況きようというわけである。

「…………」

　僕の話を聞き終えた亜あ沙さ子こさんは、何かを考え込むようにアゴに手を当て、黙だまったままテーブルの一点を見つめていた。

　その沈ちん黙もくに耐えられなくなった僕は、さらに言葉を続ける。

「他に何もなければ、僕はもうこれで、失礼します」

　そう言って立ち上がったとき、

「えっ？」

　佳奈が顔を上げ、こちらを見上げた。

「行っちゃうの？」

「うん。だって、迷めい惑わくだろ？　こんな得体の知れない技を使う奴やつが側にいたら、佳奈も、怖いよね？」

「そんな、怖くなんてないよ。むしろ、かっこい──」

「えっ？」

「あっ、う、ううん、な、なんでもない！」

　佳奈は何かを言おうとするが、視線をさまよわせ、そのまま口を閉じてしまう。

「？」

　その態度をいぶかしく思いつつも、僕は亜あ沙さ子こさんにも目を向けた。

「一つだけ、お願いがあります。脱だつ衣い剣けんのこと、他の人には秘密にしていてもらえませんか？」

「秘密？」

　その言葉に、亜沙子さんは眉まゆをしかめる。

「脱衣剣は秘中の技。本来なら、部外者に知られてはいけないことになっているんです」

「じゃあ、どうして……」

「お二人のことを信しん頼らいしたからです。ですから、どうか、内ない緒しよにしていてください」

　もうこれで話すことは何もない。僕は二人に背中を向け、

「ちょっと聞いてもいい？」

　亜沙子さんに問われ、顔だけをそちらに動かす。

「進しん藤どう君が受験したのって、このあたりにある高校？」

「ええ。確か、一文字高校っていう名前だったはずです」

「えっ」

　その返答に、なぜか佳か奈なが驚おどろきの声を上げた。

「それって、わたしの通う学校と一いつ緒しよ……」

「へ？」

「わたしも、今年から高校生なの」

「へえ、そうだったんだ」

　ということは、佳奈とは学校で顔を合わせる可能性があるってことか。

　それは、なんだか、気まずいな。

「だったら、なおさら好都合ね」

　居心地の悪さに頰ほおをかいていると、亜沙子さんが軽く手を叩たたいて、にっこりと微笑ほほえんだ。

　そして、

「進藤君。あなた、しばらくの間、ここに泊まっていきなさい」

　僕には理解しがたい、そんな提案を口にした。

「…………はい？」

　しばしの時間を置いてから、僕は素すっ頓とん狂きような声を出す。

「お、お母さん……？」

　目の前では、佳か奈なも口をポカンと開けて、亜沙子さんをマジマジと見つめていた。

　そんな僕たちの反応には構わず、亜沙子さんは言葉を続ける。

「この家を出ていくのは構わないけど、下宿先は決まってるの？」

「いえ、全然です。ですから、この街をさまようハメになったわけですけど……。でも、なんとか探してみます」

「この時期に空いてる物件なんて、あるかどうか分からないわよ。だって、入学式は明日なのよ？」

「えっ？　もう、そんな時期なんですか？」

　佳か奈なに目を向けると、彼女は静かにうなずく。

　そう、だったのか……。

　僕がそこらをうろついてる間に、そんなに時間が経たっていたのか。

「それに、お金はどうするの？」

　動どう揺ようする僕に、亜あ沙さ子こさんはさらなる言葉を投げかけてくる。

「ご両親とケンカして、ここに来たんでしょ？　学費、生活費、その他諸もろ々もろ、工面できるの？」

「そ、それは、アルバイトでもして、なんとか──」

「路ろ銀ぎんが尽きて行き倒れるような人が、やりくりしていけるの？」

「ぐはぁっ！」

　その問いかけは、僕の心臓をザックリと切きり裂さいた。

　た、確かにその通りだけど、僕も心配していたことだけど、笑顔で言われると、なかなか、きついものがあるな……。

「誤解があると困るから言っておくけど、進しん藤どう君のことを同情してるわけじゃないのよ？」

　ショックのあまり、胸を押さえる僕に、亜沙子さんは優しく声をかけてくれた。

「進藤君は、佳奈がケガをさせられそうになったところを、助けてくれたのよね？」

「え、ええ、結果的には、そうですけど」

「佳奈の親としては、また今日みたいなことがあったら、と思うと、不安で仕方がないわけよ。だからしばらくの間、進藤君にボディーガードを頼たのめないかな、と思ってるわけ」

「ボディーガード、ですか？」

「ええ。進藤君って、とっても強いんでしょ？」

「……」

　言われて、僕は腕を組み、考える。

　確か、佳奈の姉である宮みや野の優ゆうは、多くの人に迷めい惑わくをかけている人物、とのことだよな。

　そのあたりの事情は詳くわしく分からないけれど、とにかく、宮野優を恨うらんでいる人はたくさんいる、と考えて間違いないのだろう。となると、妹である佳奈が、再びなんらかの理由で危険にさらされるという可能性も、ゼロではないというわけだ。

　それこそ、今日みたいに。

「下宿先が決まるまででいいわ。お互いの利害は一いつ致ちしていると思うけど、どうかしら？」

　含みのある笑みを浮かべて、亜沙子さんは僕をしっかりと見み据すえる。

　……佳奈は亜沙子さんのことを『のんびりしてる』だなんて言ってたけど、とんでもない。

　なかなかどうして、したたかな人だよ。

　まあでも、その提案で僕が助かるのは間違いない。お金にしても、住む場所にしても、困っていたのは確かなわけだし。

　そしてそれ以上に、恩人である佳か奈なを守る立場になれるっていうのは、とても嬉うれしく、ありがたいことなんだよな。

　だけど、一番大事なのは、僕のことじゃない。

「佳奈は、それでいいのか？」

「……えっと」

　僕の問いに、彼女はうつむき、モジモジと指を動かす。

「わたしは、別に、ボディーガードなんて……」

　曖あい昧まいな返事をして、彼女は僕と目を合わそうとしない。

「でも」

　と、佳奈は言葉を続け、顔を上げてこちらを見つめた。

「進しん藤どう君が、それでいいのなら、いいんじゃない、かな」

　たどたどしく言ってから、彼女は再び目をそらし、頰ほおを染める。

「……そっか」

　その反応に、僕は大きく息を吐はく。

　彼女の心の内までは分からない。だけど、少なくとも、僕を嫌いやがっているわけではない、と考えていいんだよな？

　だったら、断る理由なんて、これっぽっちもなかった。

「分かりました。僕なんかでよければ、しばらくの間、よろしくお願いします」

　こうして、僕たちの不思議な同居生活は、幕を開けたのだった。

　当然、この先に何が待ち受けているのかなんて、そのときの僕には、知るよしもなかった。
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　昨日までとは違い、今朝けさの目覚めはとんでもなく爽さわやかだった。

　夢を見たかどうかも覚えてないくらいにぐっすりとした眠ねむりを経て、僕は布ふ団とんから抜け出す。

　視界はクリアで、意識もはっきりしてる。

　窓の外には、晴れた空。

　新生活の始まりを感じさせてくれる、そんな朝だ。

　今日からは、いよいよ高校生、なんだよな。

　新しん鮮せんな気持ちで、僕は部屋の中を見回す。

　ここは昨日、佳か奈なが僕を介かい抱ほうしてくれた場所で、そして、彼女のお父さんの部屋でもある、らしい。

　──あなたの娘さんのおかげで、僕は今、生きています。

　この部屋、しばらくお借りします。

　改めて心の中で一礼して、僕はキッチンへと向かった。

「おはようございます」

「おはよう。早いのね」

　僕が朝の挨あい拶さつをすると、流し台と向き合っていた亜あ沙さ子こさんは、顔だけをこちらに動かして、にっこりと微笑ほほえむ。

「男の子って、みんな遅ち刻こくギリギリまで寝ねてるっていうイメージだったんだけど」

「なんですか、そのイメージは。まあ、規則正しい生活が続いてましたから、これくらいは」

　家にいたときは、毎日朝早くから、脱だつ衣い剣けんの特訓だったからなあ。早起きの習慣が、嫌いやでも身に付くってものだよ。

「そうだ、進しん藤どう君。佳奈に声をかけてきてくれるかしら？」

「え？」

「あの子、まだ寝てるかもしれないし、そのときは起こしてやってくれる？」

「あ、はい、分かりました」

　僕はうなずき、すぐに佳奈の部屋へと向かう。

　こっちは居候の身だし、それくらいは引き受けるのが筋ってものだよな。

　もちろんその他のこと、たとえば炊すい事じ、洗せん濯たく、買い物等々、僕に出来ることならなんでも、積極的にお手伝いさせてもらおう。

　そんなことを考えながら、僕は佳か奈なの部屋のドアノブに手をかけ、

「佳奈、起きてる？　もう朝だよ」

　言葉と共に、ドアを開ける。

「あっ」

　──その瞬しゆん間かん、僕は身体からだの動きを完全に停止させた。

　結論から述べると、佳奈はすでに目を覚ましていた。

　目を覚ましていたどころか、ベッドから起き出して、制服に着替えようとしていたんだ。

　つまり、彼女は寝ね間ま着きを脱ぎ、下着だけの状態になっていて、そのまばゆさに、僕は身動きが取れなくなっていた。

　純白のブラジャーはその慎つつましい胸元を包み込み、クマさんがプリントされたパンツは、実際の年ねん齢れいよりも幼い印象を抱いだかせるのに一役買っている。

　何も考えられず、ぼんやりとそんな分ぶん析せきをする僕の前で、佳奈はしばらくの間キョトンとしていたが、
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　やがて顔を真っ赤にさせて、

「ノックくらいしなさいよ、バカ────ッ！」

　手元にあった目覚まし時計を、投げつけてきたのだった。







「いただきます」

「い、いただきます……」

「……」

　亜あ沙さ子こさんと僕は声に出して、佳か奈なは無言で、手を合わせて食事の挨あい拶さつをする。

　目の前に並ぶのは、トーストと目玉焼き、そしてサラダに牛乳。

　僕はそれらを、黙だまって口の中に運んでいく。

　料理はどれも美味おいしかった。

　ありきたりと言えばありきたりな朝食だけど、だからこそ、いいことだってある。

　何事もシンプルが一番。

　いやー、これでこそ爽さわやかな朝というものだよな、ははは。

「……」

　自分で自分に言い聞かせる僕の前で、佳奈はじっとりとこちらをにらんでいた。

　うーん、気まずいなあ。

　居心地が悪くて、僕はなんとなく、頭にできた大きなタンコブを手でさする。

　いや、さっきのは完全に僕が悪いんだけど、でも、あんなに硬かたい物を投げてこなくてもいいのになあ、とは思う。

　なんか、昨日も目覚まし時計をぶつけられたよな、うん。

　逃げたりしたらもっと怒おこられそうだったから、あえて避よけなかったけど、覚かく悟ごを決めていても、痛いものは痛いんだ。

　僕が心の中で愚ぐ痴ちをつぶやいていると、

「昨日のあれも、わざとだったんじゃ……」

　彼女はポツリと、そんなことを口にする。

「んぶっ！」

　思わず僕は飲んでいた牛乳を噴ふき出しそうになり、無理やりノドの奥おくに押し込んだ。

「い、い、いや、違うって！　あれは本当に、事故で……」

　息が詰つまりそうになりながらも弁解しようとする僕に向かって、亜沙子さんが笑顔で尋たずねる。

「昨日、何かあったの？」

「な、ななな、何も！　何もありません！」

　何もなかった、というのはさすがに噓うそだけど、

『あなたの娘さんの胸を触さわりました』

　なんて言えるわけがない。

　そうなったら家を追い出されるどころか、しかるべきところに通報されても仕方がないわけで、いや、でもあれは本当に事故なんだし、後ろめたく思う必要は無い、のか……？

「というか、今日だってわざとじゃないし！」

「信じられない。信じたくない」

「信じてくださいお願いします」

　僕はテーブルに手をつき、頭を下げるが、佳か奈なはまるで取り合ってくれそうもない。

　そんな僕たちを見て、亜あ沙さ子こさんはクスリと笑った。

「なんだか、こういう朝もいいわね、にぎやかで」

　は、はあ。そういうもの、ですか。

　依い然ぜんとして戸と惑まどう僕に構わず、彼女は視線を佳奈へと向ける。

「まるでお姉ちゃんが戻ってきたみたいね」

「……」

　その言葉に、佳奈は無言でトーストに口をつける。

「佳奈ったらね、お姉ちゃんがいなくなってから、ずっと寂さびしそうだったの。でも、進しん藤どう君が来てからは、なんだかちょっとだけ、元気になったみたい」

「……お姉ちゃんと進藤君は、違うわよ」

　口を『ヘ』の字に曲げたまま、彼女は牛乳を一気に飲み干す。

「ごちそうさま」

「あら、もういいの？　もっとちゃんと食べないと」

「今日はお昼までだし、大だい丈じよう夫ぶだって」

　亜沙子さんの心配を余所よそに、佳奈はほとんど食しよく卓たくに手を付けず、自分の部屋へと戻っていった。

　どうやら、僕は彼女を、かなり怒おこらせてしまったみたいだ。

　そのことを大いに反省しつつも、それにしても、と考える。

　寂さびしい、か。

　やっぱり、家族が一人減ると、寂しいものなのかな。

　まあ、そりゃあ、そうだよな。特に宮みや野の家はお父さんが家にいないわけだし、その上、お姉さんまで出ていったとなると、寂しくなって当然か。

　……僕の家族も、寂しい思いをしているのだろうか。

「あの、僕って、今からでも家に帰るべきでしょうか？」

　少しだけ不安になった僕は、思わず亜沙子さんに声をかけてしまう。

「常識で考えれば、そうでしょうね」

　その問いに、彼女は即そく答とうする。

「でも、私が『帰れ』って言ったら、進藤君はその言葉に従うの？」

「それは、ん……」

　逆に問い返されて、僕は言葉を詰つまらせた。

「決めるのは、進しん藤どう君よ。私の方からは、『出ていけ』だなんて言わないから、ゆっくり考えなさいな。もちろん、よっぽどのことがない限りは、だけどね、ふふっ」

「……はい」

　優しく諭さとされ、僕はただ、うなずくしかなかった。







「それじゃあ、いってらっしゃい」

「はい、いってきます」

「いってきまーす」

　亜あ沙さ子こさんに見送られ、僕たちは宮みや野の家けを後にした。

　入学式当日の、晴れやかな朝。

　輝かがやく太陽を背に、僕と佳奈は、二人並んで通学路を歩く。

　僕が通うことになった『私立一文字高校』は、宮野家から歩いて十分のところにある。

　僕も佳奈も水色のブレザー服を着ており、同じ制服を着た人たちが何人か、同じ方向に歩いているのが見える。

　新しい生活が、ついに始まる。

　そんな記念すべき一日だというのに、佳奈は相変わらず不ふ機き嫌げんそうだった。

「……」

　彼女は顔をうつむかせ、僕と目を合わそうともしない。

　まだ、今朝けさのことを怒おこっているのかな。

　いや、それ以上に、周囲の反応が気になっているのかもしれない。さっきから彼女は無言のまま、チラチラと辺りに視線を送っているんだ。

　その理由は、僕にも察しがつく。

　なぜなら、すれ違う人たちが皆、僕たちの方を見てくるからだ。

　確かに、男女が並んで歩いてるんだから、変に勘かん繰ぐる人は出てきて当然なんだけどね。

　でも、僕はあくまで、佳奈のボディーガード。それ以上でも、それ以下でもない。

　僕は宮野家を出てからずっと、周囲に目を向け、不測の事態を警けい戒かいしながら歩いていた。

　さすがにこんな朝っぱらから、公おおやけの場で、何かをしようとする人はいないと思うけど、それでも、用心するに越したことはない。ほとんど成り行きで決まったこととはいえ、引き受けた以上は、全力を尽くすのみ。

　宮野佳奈のボディーガードとして、僕は何があっても、彼女を守る。守ってみせる。

「……わたし、やっぱり離れて歩くね」

　そんな決意を余所よそに、佳奈は一人、先へ急ごうとする。

「ちょ、ちょっと、佳か奈な」

「だって、恥ずかしいもん」

「いや、その気持ちは分かるけど──」

「そんなに心配しなくても大だい丈じよう夫ぶよ。いくらなんでも、こんなところで物ぶつ騒そうなことをしてくる人なんて、いないってば」

　それは僕も思ったけど、でもそうじゃなくて、単純に、走ったら危ないだろう。

　佳奈はこっちに視線を向けつつ、駆かけ足あしで僕から離れようとする。

　そして前方不注意のまま、彼女は曲がり角に差しかかり、

「きゃっ！」

「わっ」

　横から飛び出してきた誰だれかとぶつかった。

　佳奈はその人ともつれて、その場に転ぶ。

　ああ、やっぱりこうなったか。

　僕は慌あわてて二人の元へ駆け寄り、様子を確かめる。

　相手も一文字高校の制服を着た女の子で、佳奈はその子を押し倒すような体勢で、その顔を彼女の胸に埋うずめていた。

「あの、大丈夫？」

「ん……」

　僕が声をかけると、その子は軽くうめき声を上げる。

　その声に応えるかのように、佳奈は顔を上げ、すぐさま立ち上がると、深々と頭を下げた。

「ご、ごめんなさい！　余所よそ見みしてました！」

「いや、こっちもぼーっとしてたし、気にしないで」

　苦笑いを浮かべるその子に僕が手を差し伸べると、彼女はその手を取って身体からだを起こす。

「どうも、ありがと──」

　立ち上がった彼女はそう言いかけて、

「あっ」

　突とつ然ぜん、その目を大きく見開いた。

「？」

　僕はその反応を疑問に思いつつ、彼女を眺ながめる。

　長いポニーテールが特とく徴ちよう的てきな、スラリとした女の子だった。

　背は僕よりもやや低いくらいで、同年代の女の子の中では、かなり高い方かもしれない。

「どうかしたの？」

「えっ!?　い、いや、なんでもないんだ！」

　何やら驚おどろいているらしいその子に尋たずねると、彼女はさらに慌てふためく。

「本当に大だい丈じよう夫ぶ？　どこか強く打ったとか、痛い場所でもある？」

「いや、だいじょーぶ！　平気、平気！　どこも痛くないよ！」

　パタパタと手を振ると、彼女は落ち着きなく視線をさまよわせる。

「それじゃあ、あたし、急ぐから！　君たちも、遅ち刻こくしないように気を付けて！」

　親指をぐっと突き出してから、彼女は全速力でその場を後にした。

　な、なんだったんだ、今の子は。

　頭でも打ったんじゃないか、なんて思いながらその後ろ姿を見送りつつも、僕は佳か奈なに声をかける。

「佳奈も、ケガしてない？」

「……」

　しかし、佳奈からの返事はない。

　見ると、彼女は無言で、自分の頰ほおに手を当てていた。

　そして今度は胸元にそっと両手を当て、つぶやく。

「肉まん、か……」

「どうかしたの？」

「……進しん藤どう君って、肉まん、好き？」

「えっ？　まあ、好きな方だけど」

　そういや、昨日食べさせてもらった肉まん、美味おいしかったなあ。

　あの味はきっと、一生忘れないと思う。

「じゃ、じゃあ、大きい肉まんと、小さい肉まん、どっちが好き？」

「えっと、そりゃあ、大きい方が好き、かな」

　僕だって育ち盛りの男の子だ。

　ボリュームたっぷりで、食べ応えのある方がいいに決まってる。

「そう、だよね……」

　なんだか哀あい愁しゆうの漂ただよう声を漏もらし、佳奈は歩みを再開させた。

　そしてそれ以上、何かを聞いてこようとはしない。

　うーん、今の質問にはどんな意図があったんだろう？　単純に、食べ物の好みを聞いただけ？

　詳くわしいことは分からないけど、こちらから無理に詮せん索さくすることでもないだろうし、結局僕たちは二人して黙だまったまま、通学路を歩き続けた。







「ん？」

　もうそろそろ学校に着くのかな、なんて考えていた頃ころ、なんだか異様にざわつく声が聞こえてきて、僕は首を傾かしげる。

　前方には、たくさんの人だかりができていた。校門の前を取り囲むようにして、一文字高校の生徒たちが、ある一点に視線を注いでいるんだ。

　いったい、なんだろう？

　僕と佳か奈なは疑問に顔を見合わせ、共に輪の中を覗のぞき込こむ。

　そして、

「……あっ」

　目の前の光景を見て、僕は思わず声を漏もらした。

　見知った顔が、そこにあったからだ。

「──来たか」

　校門の柱に背を預けていたその人は、僕たちの姿を目に留めると、ゆっくりとこちらに近づいてくる。

　桐きり山やま京きよう華か。

　昨日、宮みや野の家で騒そう動どうを起こした張本人だ。

　彼女は一文字高校とは違う制服を着ており、その周囲には同じ格好をした女性が六人、付き従うようにして並んでいた。

　彼女たちは皆、手に木刀を持っていて、無言のまま僕と佳奈を取り囲む。

　また、佳奈を狙ねらいに来たのか？　しかも今度は仲間を引き連れて、わざわざ学校まで？

「宮野佳奈。お前が、宮野優と同じ高校に通うことになったと聞いてな。ここで待たせてもらった」

「ん……」

　京華の言葉に、佳奈はわずかに肩を揺ゆらせた。

　その反応を見て、僕は彼女をかばうようにして、一歩前に出る。

　しかし僕が何かを言う前に、京華はさらに口を開いた。

「宮野佳奈に危害を加えるつもりはない」

「えっ？」

　彼女は木刀の切っ先を僕に向けて、きつい目つきでこちらをにらむ。

「進しん藤どう、とか言ったな。私の狙いは、貴様だ！」

「ぼ、僕？」

「そうだ、貴様だ！」

　僕が自分の顔を指差すと、京華は固く拳こぶしを握にぎり締しめる。

「昨日の一件、忘れたとは言わさんぞ！」

　……なるほど、そういうことか。

　京華にとって、宮野優との決けつ闘とうは、とても大事なことなんだと思う。

　だけどそれはひとまず置いといて、今日のところは僕に仕返しをしにきた、というわけなのだろう。

　まあ、そうだよな。

　あんなことされたら、怒おこって当然か。

　でも、だからって、こんな白昼堂々と、学校に押し掛けてこなくてもいいのに。

　彼女は宮みや野の優ゆうと戦うためだけに、妹である佳か奈なにケガをさせようともしたし、あんまり後先を考えない人なのかもしれないな。

『こんな朝っぱらから警けい戒かいしなくてもいいだろう』なんてさっきは思ってたけど、その考えは改めなきゃいけない。

　そういう人もいるんだ、と。

「悪いけど、僕はあなたと戦うつもりなんてない」

　僕はゆっくりと、静かな声でそう伝える。

「少なくとも、今ここで、だなんて無理だよ。他の人の迷めい惑わくになるから、帰ってくれないか？」

「ならば、さっさと終わらせればいいだけのことだ。さあ、早く構えろ！」

　……無茶苦茶だな、この人。

「そもそも、こんなに大勢で取り囲むなんて、卑ひ怯きようだろ。やるなら一対一で、じゃないのか？」

　僕は武を志す者としての誇ほこりに訴うつたえかけつつ、多少の妥だ協きよう案あんを提示してみる。もちろん、戦わずに済むのなら、それに越したことはないのだけれど。

「これは決けつ闘とうではない、復ふく讐しゆうだ！　貴様を叩たたきのめすことができれば、それでいい！」

　しかし、相手は聞く耳を持たなかった。

「先せん輩ぱい、こんな奴やつさっさとやっつけちゃいましょうよ」

「そうですよ。女の子の服を引ひき裂さく、最低な奴なんですから」

「女の敵ですよ、女の敵！」

　京きよう華かの連れが口々にはやし立てる。彼女たちはおそらく、京華を慕したう後こう輩はいなのだろう。

　桐きり山やま京華は常識外れな言動が目立つ人だけど、人望はある、ということか。

　しかしまあ、僕のことが彼女たちにどう伝わってるのか、考えたくもないけど、その発言によって、見物人のざわめきは一層大きくなったみたいだ。

　皆が何を囁ささやいているのか、正確なところは分からないが、

『どうやら彼女たちが怒ってるのは、輪の中心にいるあの男がひどいことをしたせいらしい』

『つまり、悪いのはあの男の方なのか』

　みたいな空気になりかけてるのは、間違いない。

　嫌いやだなあ、こういうの。

　なんとか誤解を解きたいけど、とはいえ、昨日のことを説明するにしても、脱だつ衣い剣けんのことを話すわけにはいかないし、どうしたものか。

「……」

　対応に困り、何も言えないでいる僕の横で、佳か奈なが小刻みに肩を震ふるわせていた。

　この不ふ穏おんなムードに怖こわがっているのかもしれない。せめて彼女だけでも、輪の外に出すべきではないか。

　そう思った僕は、京華にそのことを伝えようとして、

「いい加減にしなさいよ！」

　突とつ然ぜん、佳奈が大きな声で叫さけんだ。

「先に仕掛けてきたのは、そっちでしょ！　逆さか恨うらみもいいところじゃない！」

　彼女は京華を指差し、まっすぐに見み据すえる。

「……佳奈？」

　戸と惑まどう僕に構わず、彼女は言葉を続ける。

「進しん藤どう君はわたしを助けてくれただけ！　わたしに大ケガをさせようとした、あなたからね！」

　──そのセリフで、周囲の空気がまた少し、変化した。

　非難から動どう揺ようへ。

　どっちが正しいのか、どう判断すればいいのか、みんな迷っている様子だ。

「──あっ」

　言いたいことを言い終えてから、佳奈は我に返ったのか、途と端たんに顔を赤く染める。

　大声を出したことが、今いま更さらながら恥ずかしくなってきたのかもしれない。

「佳奈、ありがとう」

　僕の口からは、自然とそんな言葉が漏もれる。

　佳奈が今、この状じよう況きようを、なんとも感じていないはずはない。

　怖こわいに決まってる。

　それでも、叫さけんでくれたんだ。

　芯しんの強い子なんだと思う。

「べ、別に、お礼なんて……。誤解があったらいけないから、ちょっと言ってやっただけよ」

　佳奈は顔を背けてそんなことを言うが、その態度すらも微笑ほほえましかったりする。

「……先せん輩ぱい、今のは本当ですか？」

　佳奈の言葉は、京華の後こう輩はいにも影えい響きようを及およぼしているようだ。彼女たちは皆、不安げな表情で京華を見つめている。

　そんな後輩たちに、京華は静かに告げた。

「だとしたら、なんだ？」

「え？」

「進しん藤どうが私に屈くつ辱じよくを与えたのは事実。それ以外のことなど、どうでもいいではないか！」

　そう言って彼女は、木刀を中段に構える。

　あー、開き直っちゃったよ、この人。面めん倒どうくさいなあ、もう。

　後輩たちはまだ戸と惑まどっていたようだが、いまさら後には引けないのか、京きよう華かと同じように木刀を構える。

　もう、どうにもならないのか？

　……いや、まだ間に合う。

　京華はともかく、彼女の後輩たちが剣を収めてくれる余地は、残されているはずだ。

「あ、あのさ、みんな、聞いて欲しいんだ」

　緊きん迫ぱくした空気の中、僕はどうにか説得の言葉を絞しぼり出だそうとする。

「僕は、君たちが思っているような人間じゃあ……」

　そのとき突とつ然ぜん、視界の隅すみに、影かげが走った。

　ギャラリーの外側から、何かが投げ込まれたんだ。

　放物線上に僕の方へと飛んでくるその何かを、反射的に手で摑つかむ。

　見ると、それは長さ一メートル程度の、木の切きれ端はしだった。

　手に持って振り回すにはちょうどいいサイズで、少しくらいの衝しよう撃げきなら耐たえられそうな、それなりの硬かたさがある棒である。

　そう。それはもはや武器と言ってもよくて、僕がそれを手にしたことで、京華はこちらが、

『戦せん闘とう態勢に入った』

　と判断したのだろう。

「いくぞ！」

　気合の声と共に、一気に間合いを詰つめてきた。

　迷いを見せていた後輩たちも、京華につられるようにして、僕に襲おそいかかってくる。

　ああ、もう、なんだよ、くそっ！

　こうなったら、やるしかない！

「佳か奈な、伏ふせて！」

「っ！」

　僕が叫さけぶと、佳奈は両手で頭を押さえて、その場にしゃがみ込んだ。

　同時に僕は木の棒をしっかりと持ち直し、腰を落として左足を引く。

　そして瞬しゆん時じに敵との距離を見極め、狙ねらいを定める。

「いやああああぁぁっ！」

　京華たちが間近へと迫せまり、木刀を振りかぶったそのとき、

「はあっ！」

　僕は肺の奥おくから息を吐はき出し、木の棒を振り切った。

　同時に、自分自身を起点として一いち陣じんの風が舞い、京きよう華かたちに吹き乱れる。

「なっ!?」

　その風に反応して、全員が足を止め、武器を振り上げたまま、こちらをマジマジと見つめた。

　皆が僕に視線を向けたまま、わずかな静せい寂じやくが訪れる。

　僕はゆっくりと腕の力を緩ゆるめると、木の棒をその場に投げ捨て、小さくつぶやいた。

「円えん環かんの舞まい」

　刹せつ那な、パサッ、という音が、周囲に響ひびき渡わたった。

「あっ……？」

　京華は口を開け、自分の足元を見下ろす。

「──っ！」

　途と端たんに木刀を放り投げ、その場にへたり込んだ。

　その行動は正解だった。何しろさっきの音は、京華の履はいていたスカートが、地面に落ちた音だったのだから。

　つまり彼女は、履いている下着を公衆の面前に晒さらす格好になっているのだ。

　京華だけじゃない。僕たちを取り囲んでいた全員が、スカートを地面に落としており、恥じらいの表情を浮かべたまま、地面にお尻しりをつけている。
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　言うまでもなく、僕の仕業だ。

　──脱だつ衣い剣けんには、複数の敵に囲まれた状じよう況きようを想定した技も存在する。

　今、僕が見せた技は、その中の一種である『円えん環かんの舞まい』と呼ばれるものだ。

　僕は京きよう華かたち全員のスカートの留め具となっている部分を、切きり裂さいたのだ。

　一いつ瞬しゆんで彼女たちとの間合いを測り、一太刀で、だ。

　一対一が原則の脱だつ衣い演えん舞ぶでは、使われることの少ない技ではある。

　が、ともあれ結果として、彼女たちは自らの下着を無理やり披ひ露ろうさせられることになった、というわけだ。

　周囲にはどよめきが広がっている。

　おそらく、僕が見せた技を、技として認識できた人はいないだろう。それよりも、京華たちのスカートがいきなり落ちて、下着を晒さらされることになったという現象そのものに、心を惹ひかれているんだと思う。

　好奇の目を向けられた京華たちは、みんな顔を赤らめ、戸と惑まどいと恥じらいが混じり合ったような表情を浮かべている。

　中には目に涙を溜ためている人もいて、その光景に僕は胸を痛めた。

　……だから、こんな場所で戦うのは嫌いやだったんだ。

　見物人がこんなにもいるのだから、こういう事態になることは充じゆう分ぶんに予想できた。

　なのに、戦いを避さけることができなかった。

　そのことが悔くやしく、後ろめたいんだ。

　京華にとっても、彼女の後こう輩はいたちにとっても、この結果は、昨日以上の屈くつ辱じよくなのではないだろうか。

「また、つまらぬ物を斬きってしまった……」

　悔かい恨こんの言葉を漏もらし、僕は拳こぶしを握にぎり締しめる。

　衣服だけを斬る。

　そんな力を僕が持っているから、彼女たちの心は傷ついたんだ……！

「……進しん藤どう」

　顔を伏ふせ、唇くちびるを嚙かむ僕の前で、京華はゆっくりと立ち上がる。

　下着が露あらわになることも厭いとわず、彼女は僕に、強きよう烈れつな敵意の視線を向けた。

　右手には木刀を、左手には切り裂かれたスカートを持ち、彼女は口を開く。

「このままでは、終わらせんぞ……っ！」

　言ってから彼女は背を向け、自分の後輩たちに声をかける。

「みんな、すまなかった。帰るぞ」

　京華は振り向かず、校門から遠ざかっていく。

　後輩たちもスカートと木刀を手に、京華の後に続く。

　小さくなっていく彼女たちを見送りつつ、僕は大きくため息をついた。

　どうなることかと思ったけど、なんとか、収まったか。

　でもあの様子だと、また何かやってきそうな感じだったよなあ。

　もう勘かん弁べんして欲しいよ、ほんと。

「……進しん藤どう君、終わった？」

「ん、まあ、ひとまずは……」

　恐おそる恐おそる顔を上げる佳か奈なに、僕が答えたそのとき、

「こら──っ！　何を騒さわいどるか──っ！」

　誰だれかの叫びが、耳に飛び込んだ。

　声の方を見ると、教師らしき人がこちらに向かって走ってきてるじゃないか。

　まずい。これはまずい。

　騒そう動どうの原因が僕たちにあることは明白、目もく撃げき者しやも多数で言い逃のがれはできない。

　もちろんこっちは被ひ害がい者しやなんだけど、ケンカに応じた時点でどっちもどっち、と言われればそれまでだ。

　せっかく新しい生活が始まったと思ったのに、入学初日から教師に目を付けられるなんて、洒落しやれになってない。できればすぐさま逃げ出したい。

　だけど、ここには佳奈もいる。

　彼女も僕と同じように、動どう揺ようした表情を浮かべている。

　僕が一人で逃げたら、佳奈だけが責められることになるかもしれない。かといって、彼女の手を引いて走ったら転んでケガをするかもしれないし、そんなのボディーガード失格だ。

　ああ、もう、どうすればいいんだ！

「佳奈！」

　頭の中がグチャグチャになり、僕は混乱したまま、佳奈の側そばに腰を落とす。

　そして、同意を得る暇ひまも与えず、

「ごめん！」

「えっ？」

　彼女を両腕で抱だきかかえた。

　俗に言う、お姫ひめ様だっこ、である。

「ちょ、ちょっと！」

　耳元に飛び込んできた声と、周囲からの視線は、全力でスルーだ。

　見物人の隙すき間まをすり抜ぬけて、とにかく人のいない方角を目指し、僕は一気に走り抜けた。
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　そんなわけで、たどり着いた先が校舎裏だった。

　辺りに人ひと影かげはなく、誰だれかが追ってくる気配もない。

　どうやら、危機は回かい避ひできたと考えていいようだ。

「ふう……」

「ふう……、じゃないわよ！　は、早く降ろして！」

　僕が安あん堵どのため息を漏もらすと、佳か奈なが非難の声を上げた。

「あっ、ご、ごめん！」

　そうだった、走るのに夢中ですっかり意識から外れていたけど、僕は佳奈を、抱だきかかえたままだったんだ。

　ゆっくりと彼女を下ろすと、佳奈はジト目でこちらを見上げた。

「もう。人前であんなことされると、恥ずかしいんだからね！」

「本当に、ごめん……。でも、こうするしかないと思って」

　言い訳をしつつも、深く考えずにやったことだし、説得力は無いなと自分でも思う。

「あ、でも、その、怒おこってるわけじゃないから。いきなりだったから、びっくりしたっていうだけで、結果的には、面めん倒どうなことを避さけられたわけだし」

　顔をうつむかせる僕を見て、佳奈は慌あわてて言い足した。

　そうやってフォローされると、逆につらいんだけどね、うん。

　なんか、ダメダメだなあ、僕。

　剣を振るばかりの毎日を送ってきたから、その他のことでは、色々と無む頓とん着ちやくな面があることは自覚している。

　それでも、もうちょっと上手うまいこと立ち回れないものかなあ。

　そもそも、誰かが木の切きれ端はしなんて投げ込まなければ、まだどうにかなる可能性はあったんだけどな。

　誰だよ、あんなことした奴やつは。

　自分の手際の悪さを脇わきに置いて、さっきの出来事に憤いきどおっていると、

「やあやあ、君たち。また会ったね」

「──えっ!?」

　不意に背後から声が聞こえて、僕は慌てて振り返る。

　見ると、女子生徒が一人、こちらに向かって歩いてきていた。

　それは、今朝けさ出会った、ポニーテールのあの子だった。

　……どういうことだ。

　さっきまでこの辺りに、人ひと影かげは無かったはずだ。

　自じ慢まんするわけじゃないけど、幼い頃ころから戦いの場に身を置いて育ってきた僕は、殺気や闘とう気きといったものには敏びん感かんだ。少なくとも、人が近くにいれば、大たい抵ていは気付けるものなんだ。

　そんな僕に、なんの気配も感じさせずにここまで近付くなんて、この子、何者なんだ？

　警けい戒かいの念を強くする僕に構わず、彼女は軽快な口調で言葉を続ける。

「さっきの騒さわぎ、見てたよ。あたしのアシストが役に立ったみたいで、嬉うれしいよ」

「アシスト？」

「あたしの投げた木の棒を使って、あの不良たちを撃げき退たいしてたじゃないか」

「……お前だったのか」

『犯人』の正体が分かり、僕は大きなため息をつく。

　善意のつもりだったのかもしれないが、余計なことをしてくれたものだよ。

　この子が何者なのかは分からないけど、ちょっと何か言ってやろうと思い、僕は口を開こうとして、

「さすがは進しん藤どうマコト、といったところかな」

「っ！」

　そのセリフに、言葉を失う。

「……なぜ、僕の名前を知っている？」

「今朝、出会ったときには自信がなかったけどね。クラス分けの掲けい示じ板ばんで君の名前を見つけて、確信が持てたよ。進藤流脱だつ衣い剣けん術じゆつの後継者・進藤マコト、だろ？」

「……」

　彼女の発言に、僕の全身に緊きん張ちようが走る。

「進藤君……」

　緊きん迫ぱくした空気が伝わったのか、佳か奈なは不安な眼まな差ざしでこちらを見つめている。

「ん、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　僕は彼女を安心させるため、ぎこちない笑みを浮かべる。

　そしてすぐにポニーテールの子へ視線を移し、表情を元に戻した。

「脱衣剣を知っているということは、もしかして、君も？」

「うん。あたしの名前は村むら雨さめ一いち羽は。脱衣術に携たずさわる者の一人さ」

「へえ、こんなところで脱衣術士と出会うなんて、珍めずらしいこともあるものだね」

　相手の素性を聞き、僕の中でますます緊張感が高まる。

「それで、まだ疑問には答えてないぞ。なぜ、僕の名前を知ってるんだ？　もしかして、僕を追ってここまでやってきた、とか？」

「そんなに警戒しないでってば。あたしも本当にびっくりしたけど、ここで出会ったのは単なる偶ぐう然ぜんだよ。脱衣術士は惹ひかれ合うもの。それが世の理ことわりだろ？」

「いや、そんな理は知らないけどさ」

「というか、あたしらの世界で、進しん藤どうマコトを知らない人なんていないよ。『天才剣士の失しつ踪そう』がちょっとした話題になってるくらいだし」

「えっ、そ、そう、なんだ……」

　そうか、僕ってこの世界で、そんなに有名だったのか。

　そんでもって、そんな僕が家を飛び出したものだから、そのせいで大おお騒さわぎになっている、と。

　なんだかその現状にこそばゆいものを感じつつも、僕は質問を続ける。

「それで、君は僕に、何か用なのか？」

　すると、村むら雨さめ一いち羽はと名乗るその子は、嬉き々きとした顔で言った。

「もちろん。あたしと手合わせ願いたいんだ」

　即そく答とうだった。

「ずっと憧あこがれてたんだ、進藤マコトに。君と戦う日を夢見て、この世界で腕を磨みがき続けてきたんだ。だから、あたしと勝負してよ」

　どこから取り出したのか、一羽はまたもや木の切きれ端はしを僕に向かって投げて渡してくる。

　そして自分は、学校の備品らしき箒ほうきを構え、目をキラキラさせていた。

　……いや、あの、いきなり何を言ってるんだ、この子は。

「あのさ、君も脱だつ衣い術じゆつの世界に身を置く人なら、知ってるだろう？　私し闘とう禁止の戒かい律りつを」

　──脱衣術士たるもの、やむを得ない場合を除き、私闘を禁ずる。

　それは、この世界に関わる者なら誰だれもが知っている、脱衣術大原則の一つだ。

　そのルールの重要性は、この子だって分かってるはずだろうに、なぜか彼女は平然とした顔で問い返してくる。

「その戒律って、そんなに大事かな？」

「当然だよ。危険すぎる」

　脱衣術を扱あつかう者にとって、そのルールは何よりも大事なものなんだ。

　心の在り方とか、そういう精神的なことは問題じゃない。

　法に触ふれるからだ。

　脱衣術っていうのは、結局のところ、人を全ぜん裸らにする技だ。

　正当防衛ならまだしも、ケンカでそんなものを使ったら、それは暴力と同じになる。

　そんなのは護身術でもなんでもない。ただの、犯罪だ。

「戦うのなら、脱衣演舞の場で。それが僕たちのやり方だろ？」

「うん。でも、君って、家出中なんだろ？　脱衣演舞に参加できるの？」

「うっ」

　それは、確かに、そうだけど。

　脱衣演舞の参加資格は、脱衣術を習得しているかどうか、のみ。

　家いえ柄がらなどは関係なく、個人としての参加は決して不可能ではない。

　だけど、僕が今、脱だつ衣い演えん舞ぶに参加すれば、おそらくちょっとした騒さわぎになるだろう。何しろ、僕はこの世界で有名人らしいし。

　そうなると、両親に僕の居場所がバレるのも時間の問題だと思う。

　というか、そもそも僕は、もう脱衣演舞に参加するつもりなんてないし。

　いずれにせよ、一いち羽はとの公式試合なんて、無理な話というわけだ。

　だとしたら、彼女がこの場での勝負を望む気持ちも、理解できないではない。

「それに、ここなら誰だれも見てないから問題はないんじゃない？　どうやらそっちの君も、事情を知ってる人みたいだし」

　そう言って一羽は、佳か奈なに目を向ける。

　まっすぐに見つめられた佳奈は少したじろいだが、そんな反応には構わず、一羽はまた僕に視線を戻した。

「だからさ、早く戦おうよ！　あたし、ワクワクしすぎて、もう我が慢まんできそうにないんだよ！　ほら、ほら、早く、早く！」

　彼女は無む邪じや気きに笑い、僕との勝負を促うながす。

　なんだか、ややこしいことになってきたなあ。

　一難去ってまた一難とは、このことか。

　まあでも、少なくともこの子の場合は、佳奈に危害を加えるつもりがないみたいだし、それなら、なんとかなるかもしれない。

「佳奈、悪いけど、先に行っててくれないか？」

「進しん藤どう君……」

　僕たちのやり取りを心配そうに見守っていた佳奈は、眉まゆをひそめて、口を開く。

「あの、その、平気？」

「大だい丈じよう夫ぶだって。どうやら、入学式をすっぽかすことにはなりそうだけどね、ははっ」

　僕のヤケクソ気味な笑みを見て、佳奈は小さくうなずくと、

「……気を付けてね」

　それだけを言って、ゆっくりと後ずさっていく。

　そしてかなり遠く離れてから背を向けて、校庭の方へと走っていった。

「ようやく二人っきりになれたね」

　佳奈の姿が見えなくなってから、一羽は改めて、手に持った箒ほうきを僕に向かって突つき出だす。

「さあ、準備はいい？　いいよね？　やれるよね？」

「……はあ」

　楽しげな表情の彼女を見て、僕の口からは大きなため息が漏れた。

　箒と、木の切きれ端はしで、勝負、か。

　どちらも武器とは呼べない代物だけど、脱だつ衣い術じゆつの使い手が扱あつかうのなら、これでもちゃんとした戦いにはなる。

　しかし、だ。

「いいのか？　君も、入学式には出席できなくなるかもしれないんだぞ」

　脱衣術の使い手同士が戦うということは、負ければ裸はだかになるということ。そんな状態になれば当然、入学式どころではない。

　そのことをちゃんと理解しているのかどうか、一いち羽ははずっと笑みを浮かべたままだ。

「いいんだ。あたしにとって、進しん藤どうマコトと戦う以上に大切なことなんてないからね」

「……それはまた、光栄なことで」

「それに、負けるつもりなんてないし」

　一羽がそう言った途と端たん、彼女の周囲で、空気が張はり詰つめる。

　風の流れが変わったような気がした。

「……仕方ないな」

　一いつ触しよく即そく発はつのムードが漂う中、僕は覚かく悟ごを決めて、ゆっくりと息を吸い込む。

　そして、

「あっ！　あんなところに小さな子猫ちゃんが！」

　一羽の背後を指差して、叫さけんだ。

　彼女の気を少しでもそらすのが目的だけど、さすがにこんな手には引っかからないか。

「えっ、子猫!?　どこ!?　猫ちゃんどこにいるの!?」

　引っかかるのかよ！

「おい進藤、猫ちゃんはどこにいるんだ？　猫ちゃ──ん、出てこ────い！」

　ずっこけそうになる僕を余所よそに、一羽はいるはずもない猫の姿を求めて、キョロキョロと辺りを探し回っている。

　ああ、そっか。

　一羽って、アホな子なんだ……。

　彼女が背を向けている間に、僕は踵きびすを返し、一気に駆かけ出だした。

「あっ、進藤！」

　その背中に、一羽の驚おどろいた声が届く。

　やばい、もう気付かれたか。

　いや、引っかかる時点でおかしいんだけど、とにかく今は逃げるしかない。彼女との戦いを、避さけるためには。

　僕は今、男らしくないことをしているのかもしれない。

　けれど、たとえ一羽がどんな気持ちを抱いだいて『進藤マコトとの勝負』を楽しみにしていたのだとしても、僕はその想いを受け止めることができない。

　僕は、脱だつ衣い剣けんを捨てたのだから。

「進しん藤どう、逃げるなんてずるいぞ！」

　なんてことを考えてるうちに、一いち羽はと僕の距離はどんどん縮まっていく。

　あの子、足、速いな！

　このまま逃げ切って、入学式にこっそり紛まぎれ込こもうかな、なんて思っていたんだけど、これは本当に、すっぽかすことになりそうだな。

　後で先生に怒おこられるんだろうなあ。嫌いやだなあ。

　でも、今はそんなことを言ってられない。

　目の前の問題を解決するため、僕は走る速度を上げて、一羽を突き放そうとする。

　しかし、彼女との距離はなかなか開かない。

　一羽も相当鍛きたえているのだろう。その身体能力の高さには敬意を表したいところだけど、今はただただ、憎にくらしい。

　色んな思いを抱えたまま、僕はひたすらに走る。

　そうやって、どれくらい逃げ続けただろうか。

　なるべく人のいない場所を選んで走っていたつもりだけど、ふと、そんな僕の視界に、人ひと影かげが映る。

　それは、体育館から出てきた、生徒たちの姿だった。

　もう、入学式が終わったのだろう。

　よし、それなら──。

　僕は速度を落とさず、針路を校庭の方へと向ける。

　そしてクラス分けの掲けい示じ板ばんの前まで来たとき、即そく座ざに自分の名前を探す。

　進藤マコト、進藤マコト、と……。

　あった！　三組か！

　自分のクラスを確認した僕は、その足を校舎へと向け、全速力で走り抜ける。

　校舎の中に入り、階段を駆かけ上がり、一年三組の教室へ。

　僕は後ろの扉とびらを勢いよく開けると、その中に転がり込んだ。

　三組の教室にはすでにクラスメイトのみんながいて、いきなり姿を現した僕を、マジマジと見つめている。

　ものすごく目立っているが、しかし、これでよし。

　さすがに一羽も、教室の中までは追ってこないだろう。

　脱だつ衣い術じゆつは秘中の技。人前で披ひ露ろうすることは固く禁じられているのだから。

　仮に勢い余ってここまで追ってきたとしても、そのときは担任の先生に、

『教室を間違えてる人がいます』

　とかなんとか言って、出ていってもらえばいいわけだ。

　完かん璧ぺきだ。完璧すぎる。

　臨機応変なその手際を自画自賛していると、

「残念！　あたしも三組なのでした！」

　一いち羽はがそう言って、僕に続いて教室に飛び込んできた。

　僕の策略は、あっさり陥かん落らくした。

「はあ……」

　床に両手両りよう膝ひざをつき、落ち込む僕に、一羽はさらなる追い打ちをかける。

「さあ、進しん藤どう！　もう逃げられないよ！　校門の前で披ひ露ろうした、あの華か麗れいな技を、もう一度ここで、あたしに見せてくれよ！」

　ああ、バカ！　言っちゃダメだって！

「あ、あの」

　一羽の発言に動どう揺ようする僕へ、クラスメイトの一人が声をかけてくる。

「えっ、な、何？」

「もしかして、さっきのあれ、君だったのか？」

「いや、それは、その……」

　僕は必死に言い訳の言葉を探すが、

「そうそう、この人だよ。近くで見てたから、覚えてるよ。輪の中心にいた人だろ、君」

　そんなことを言ってくる人まで出てくる。

　ああああ、もうダメだ、おしまいだ。

　僕が女の子を裸はだかにした、まさにその瞬しゆん間かんを見てる人が、同じクラスにいたんだ。

　そんな奴やつがクラスメイトだなんて、気味が悪くて仕方ないんだろうな。

　きっと、いじめられて、村八分にされて、灰色の三年間を送るんだろうな。

　僕の高校生活は、始まる前から終わってしまったんだ……。

　これからのことを想像し、絶望感に打ちひしがれていると、

「じゃあ、やっぱり、君があの不良たちを追い払ってくれたのか？」

「…………え？」

　追い払ってくれた？

　思わぬ言葉に顔を上げると、

「進藤君」

　と、僕を呼ぶ声が聞こえた。

　顔を向けると、窓際の辺りにいた佳か奈なが、こちらに心配そうな表情を浮かべているのが見えた。

　そっか、佳奈も同じクラスだったのか。

　と、そのとき周囲から、大きな拍はく手しゆの音が聞こえてくる。

　な、なんだろう？　いきなりどうしたんだ、みんな。

　戸と惑まどう僕に、皆は口々に言葉を投げかけてくる。

「やるじゃん！」

「入学初日から、すごいな、お前！」

「ヒーローだね！　かっこいいよ！」

「へ？　な、何？」

　こっちはただ、混乱するばかりだ。

　そんな僕に、佳か奈ながそっと耳打ちする。

「わたしが、ちゃんと話しておいたから」

「え？」

「もちろん、『あのこと』は言ってないよ」

　それだけを伝えると、佳奈はまた僕から離れ、皆に合わせるかのように、パチパチと手を叩たたいたりしてる。

　ということは、なんだ？

　佳奈がみんなに事情を説明してくれて、そんでもってこの拍はく手しゆは、僕に対してのもの、ということか？

　……もしかして、クラスのみんなにとって、あのときの出来事は、

『他校の生徒がイチャモンをつけにきて、それを僕が撃げき退たいした』

　ということになっているのかもしれない。

　もちろん、本当のところはちょっとだけ違っていたりするんだけど、その解釈が僕にとって、都合がいいことは確かだった。

　拍手喝かつ采さいのクラスの中で、僕と同じように呆ぼう然ぜんとしていた一いち羽はに、囁ささやく。

「脱衣術のことは、部外者に知られてはならない。だろ？」

　言われて彼女は首をひねり、

「ああ、そういやそうだったね。忘れてたよ、あはは」

　合点がいったという感じで手を叩き、軽快に笑った。

「あはは、じゃないよ、まったく」

「まあ、いっか。今日のところはここまで。勝負はおあずけ、また後日ってことで」

「いや、後日なんて無いから。勝負を受けるつもりなんて無いから」

「あっはっは、そう照れなくてもいいってば」

「いや、照れてるとかじゃなくてだな……」

　どこまでもあっけらかんとした一羽に、僕は心底からうんざりする。

　しかし、それでも今日はひとまず、戦いを回かい避ひできたと考えていいんだよな。

　明日以降はまたどうなるか分からないけど、とりあえずはピンチを切り抜けたわけだ。

「進しん藤どう、村むら雨さめ」

　と、そのとき、教室の前の扉とびらから誰だれかが入ってきて、僕たちの名前を呼ぶ。

　その人は僕たちよりもずっと大人の女性で、その姿を見た瞬しゆん間かん、彼女がこのクラスの担任なんだと、理解できた。

　彼女はこちらに目を向けると、にっこりと微笑ほほえんで、言った。

「お前ら、ちょっと来い」

　──あ、やばい。

　これは、もしかして……。

「は、はい……」

「？」

　僕は言われるがままに、一いち羽はは何も分かってない感じで、二人して先生に続いて廊ろう下かに出る。

　そして、入学式をすっぽかしたことについて、それはもう、こっぴどく叱しかられた。

　うん、まあ、当然、そうなるよね、うん。

　分かってたよ、こうなることは。

　分かってたけど、でも、つらいなあ。

　そんなわけで、クラスのみんなに見守られながら、むしろ晒さらされながら、僕たちはしばらくの間、担任の説教を聞き続けたのだった。

　隣となりに立っている一羽は、全然こたえてないみたい、というか頭の中を素通りしてるみたいで、それがまた腹立たしかったりしたんだけどね、うん。

　入学初日からこんなにも騒そう動どうが続いて、はたして真っ当な学生生活を送れるのだろうか。

　決して明るいとは言えない未来を想像して、僕は大きなため息をつくのだった。

　はあ…………。
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「はあ…………」

　道場の縁えん側がわで、僕は大きなため息をついた。

　時刻は正午のちょっと前。

　学校から帰ってきて、なんとなくここに腰掛けた途と端たん、さっきまでのあれこれを思い出して、疲れが噴ふき出したんだ。

　たった半日の間に、色んなことがあったなあ。

　できることなら時間を戻してやり直したいところだけど、それは叶かなわぬ願いというものだ。

　校門前での騒そう動どうが、先生たちに詳しくは伝わってない、というのが不幸中の幸いなのかもしれないな。

　佳か奈なが言うには、『他校の不良を追い払った英えい雄ゆう』である僕のことを、あの場にいたみんながかばって、名前を伏せていてくれてるらしいんだ。

　だから先生は、詳しよう細さいを把は握あくできないでいる、とのことだ。

　みんな面白がってるだけだとは思うけど、おかげで僕が助かってるのは間違いない。そこは素直に感謝したい。

「お疲れ様」

　物思いにふけっていると、背後から労ねぎらいの言葉が聞こえた。

　見ると、佳奈がすぐ側に立っている。彼女は僕の隣となりに座ると、熱いお茶が入った湯ゆ吞のみを手渡してくれた。

「ありがとう」

　湯吞みを受け取り、僕は微笑ほほえむ。

「佳奈の方こそ、お疲れ様。なんだか、余計な騒動に関わらせちゃったみたいで、本当に申し訳ないよ。僕は君のボディーガードなのに、迷めい惑わくかけてるね、ははっ」

　苦笑いを浮かべて頭をかくと、佳奈はパタパタと手を振った。

「これくらい、気にしてないわよ。お姉ちゃんがいた頃ころより、ずっとマシだもん」

「えっ？」

　その言葉に、僕はちょっと驚おどろく。

　迷惑ではないのなら、それはそれで精神的に救われるのだけど、でも、あれだけの騒さわぎがあったのに、お姉さんがいた頃より、マシ？

「佳か奈なのお姉さんって、どんな人なの？」

　思わず僕は、そんな質問を投げかけていた。

　すると彼女は、眉まゆを八の字に曲げて、口を開く。

「どんなって言われても困るんだけど、ね。とにかく、騒さわがしい人なの。学校で何をやってたのか、詳くわしくは知らないけどさ、先生が家庭訪問してきた回数は、毎年五回や六回じゃ済まなかったし、昨日みたいに、勝負を挑いどみに来る人は毎日のように現れたし」

「そう、なんだ」

「まあ、生徒会長をしてたくらいだから、人望はあったんだと思うけどね」

　佳奈は呆あきれたような口調で話し、空を見上げる。

「お姉ちゃんも一文字高校の生徒だったんだけどね、わたしと入れ替わりで卒業したの。中学のときもそう。小学生のときは同じ学校に通ってたけど、そんな昔のことまでは、さすがに覚えてないもん。だから、何をやってたのかは全然知らないの」

　そう言って彼女は目を細め、少しだけ口元を緩ゆるめた。

「知ってるのは、ただ、騒がしくて忙いそがしそうな毎日を送っていたってことと、わたしが持ってないものを、たくさん持ってるっていうことだけ」

「あっ、いや、別に、僕もなんとなく聞いてみただけだから、そんなに気にしないで」

　その表情がなんだか寂さみしそうに見えて、僕は慌あわててフォローするような言葉を述べる。

「その、単なる好こう奇き心しんというか、深い意味はないというか、世間話の一いつ環かん、みたいな」

　でも正直なところ、それは本心だ。

　話を聞きながら、僕は、

（お姉さんよりも、佳奈自身のことを、もっと知りたいなあ）

　なんて思っていたのだから。

　こんなこと、恥ずかしくて口には出せないけどね、うん。……うん。

　うっかり変なことを言ってしまわないよう、僕は両腕を胸の前で組んで、何度も深くうなずく。

　そんな僕を見て、彼女はクスリと笑った。

「進しん藤どう君って、面白い人ね」

「えっ？　面白い？」

「うん。すごく、面白い人」

　佳奈は満面に笑みを浮かべて、そんなセリフを口にする。

　お、面白い人、かあ。

　それはまた、どう受け止めればいいのか判断に困る言い方だなあ。

　年とし頃ごろの男の子としては、もっと、こう、かっこいいとか、男らしいとかさ、そういう分かりやすい言葉で表現してくれると、非常にありがたいんだけどなあ。もちろん、そんな言葉とは程遠い人間だってことは、理解してるんだけど、はは、ははは……。

「ん？　どうかしたの？」

　そんなことを考えながら、つい、佳か奈なを眺ながめていると、彼女は首を傾かしげて僕を見つめた。

「い、いや、なんでも！」

　心の中を覗のぞかれたような気がして、僕は慌あわてて話題を変える。

「そ、そういえばさ、今日は村むら雨さめ一いち羽はっていう子が、とても目立っていたね」

「えっ？　うん、進しん藤どう君に、勝負を挑いどんできた人よね」

「そうそう。クラスの中では、僕よりも注目を浴びてたんじゃないかな。担任の先生に説教されても、平然としてたし」

「んー、それは確かに、そうかも」

「僕なんか、入学初日から説教されてすっかり参っちゃったんだけど、あの心の強さは、ある意味、尊敬に値するね。憧あこがれるよ」

「……」

「一羽は背も高くて、スタイルもいいし、そんな人に目を付けられたんだから、僕も結構大変だなー、はははっ」

「…………」

　乾かわいた笑みを浮かべ、適当なことを述べる僕の隣となりで、佳奈はなぜだか、急に機き嫌げんを悪くしたみたいだった。

　いきなり無言になったかと思えば、じっとりとした目でこちらをにらんでくる。

「あ、あれ？　佳奈、どうかしたの？」

「……別に、なんでも」

　尋たずねると、彼女は顔を背け、素早く腰を上げる。

　そして、

「進藤君は、おっきい肉まんが好きなんだもんね！」

　そんなセリフを僕に投げつけると、頰ほおを膨ふくらませて自分の部屋へと戻っていった。

　ど、どうしたんだろう、いきなり。

　何か、彼女を怒おこらせるようなこと、言ったっけ？

　佳奈が態度を急変させた原因がさっぱり分からなかったけど、でも、わざわざ追いかけていくのも失礼、だよな。

　結局、僕は何がなんだかさっぱりのまま、その場で頭をひねらせるしかなかった。

　女の子の考えていることは、よく分からないや。







　そんなこんなで、僕の高校生活は慌ただしくスタートしたわけだけど、こんなものはただの始まりに過ぎなかった。

「やあ、君たち！　今日もいい朝だね！」

　翌朝、佳か奈なと並んで登校しているとき、前方から聞き覚えのある声がした。

　嫌いやな予感と共にそちらに顔を向けると、そこには村むら雨さめ一いち羽はの姿がある。

　初めて出会った、あの曲がり角で、彼女は僕たちを待っていたんだ。

「げっ」

　その姿を見るなり、僕は思わずそんな声を漏もらす。

「おいおい、その反応はひどいぞー。あたしと進しん藤どうの仲じゃないか」

「どんな仲だよ、いったい……」

　構わず先を急ごうとすると、一羽は目を輝かがやかせながら追いかけてくる。

「進藤、今、暇ひまか？　暇だよな？」

「えっ？　全然、暇じゃないけど」

　登校途と中ちゆうだっていうのに、何を言ってるんだ、この子は。

「そっか、暇か！　それは良かった！」

「……いや、暇じゃないって言っただろ」

「実は、あたしも暇なんだ！　というわけで、勝負しようぜ！」

　……本当に人の話を聞かないなあ、この子は。

「あのさ、昨日も言ったけど、人前では脱だつ衣い術じゆつを披ひ露ろうしちゃいけないっていうルール、知ってるんだろ？」

「ん？　ああ、うん、あったね、そういうの」

「こんなところで勝負なんてしたら、思いっきりみんなに見られちゃうだろ」

「それもそうか。進藤、お前、頭いいな！」

　僕の言葉に、彼女は手を叩たたくと、あははー、と笑う。

　もしかしなくても、一羽は何も考えてないのかもしれない。

「じゃあ、昨日みたいに校舎裏へ行こう。あそこなら、誰だれもいないだろ？」

「だから、そんな暇ないってば。今から僕たちは、教室へ行くの。サボりたいのなら、一人でどうぞ」

「大だい丈じよう夫ぶ、すぐ済むって。ホームルームまでには間に合うんじゃないかな」

　これだけ言っても、一羽はまるで聞く耳を持たない。

　それどころか、彼女は僕の腕に、自分の腕を絡からませて、

「ほら、行こう、行こう」

　と強引に引っ張っていこうとする。

　しつこいなあ、もう。

　どう言えば引き下がってくれるのだろうか、と考えていると、

「あの、村むら雨さめさん」

　佳か奈なが会話に割り込んできた。

「ん？　君は、昨日も進しん藤どうと一いつ緒しよにいた……」

「宮みや野のです。宮野佳奈」

「そっか、宮野か。で、何か用？」

「進藤君、困ってるみたいだから、手を離してあげて欲しいの。わたしは、『そっちの世界』の決まりごととか、詳くわしくは知らないけど、無理やりって、よくないことだと思うし」

　おお、これは思わぬ助け舟だ。

　ここまで言われたら、さすがに一いち羽はも諦あきらめてくれるだろう。

　そんな楽観的な思考を思い浮かべていると、

「そういや、進藤と宮野って、どういう関係？」

　彼女は突とつ然ぜん、そう切り返してきた。

「昨日も一緒にいたし、もしかして宮野も、脱だつ衣い術じゆつの関係者？」

　一羽は興味津しん々しんな様子で、僕と佳奈へ、交互に目を向ける。

　あー、まずいな、これは。

　この子、佳奈も脱衣術を使えるんじゃないかって、勘かん違ちがいしてるんじゃないか？

　もしそうなら、やけに好戦的な彼女のことだ。ひょっとしたら、佳奈にまで勝負を挑いどもうとするかもしれない。

　そんな危険な事態は、さすがに避さけたいぞ。

「そ、そうじゃないよ。ちょっとした訳があって、僕は佳奈のボディーガードみたいなことを引き受けていて……。説明すると長くなるんだけど、ようするに、僕たちの世界とは、無む縁えんな子だってこと」

「なるほど」

　僕がなんとか言葉を紡つむぐと、一羽はあっさりとうなずく。

　そして佳奈に顔を向けて、言った。

「じゃあ、部外者だね」

「……え」

　そのセリフに、佳奈は声を詰つまらせる。

「悪いけど、これはあたしと進藤の問題なんだ。できれば、口を挟はさまないで欲しい」

　笑顔でそう言うなり、一羽はさらに強い力で、僕を引っ張っていこうとする。

「……」

　そんな一羽に、佳奈は無言で視線を注いでいたが、

「……ダメ」

　そそくさと僕の側に寄より添そうと、空いた方の腕に、自分の腕を絡からめてきた。

「進しん藤どう君は、わたしと一いつ緒しよに登校するの！」

　途と端たん、僕の鼓こ動どうが跳はね上がる。

　戸と惑まどいと恥ずかしさで、頰ほおが熱くなるのを感じた。

「あ、ああ、あの、か、佳か奈な？」

　なんとか言葉を絞しぼり出すと、佳奈は僕から目をそらして、小さくつぶやく。

「だ、だって、進藤君はわたしのボディーガードなんだもん……。勝手に離れられたら、困るんだからね」

　そ、そっか、ボディーガードかー。そうだよな、それなら仕方ないよなー。

　頭の中がグチャグチャになりながら、僕は現状を理解しようと努める。

「なんだよ、少しくらい別にいいじゃん」

　一方、一いち羽はも引き下がる様子はなく、組んだ腕の力をさらに強めてきた。

　そんな二人に挟はさまれたまま、僕たちは通学路を進んでいく。

　当然、周囲からは注目されまくりだ。

　右腕には、ふっくらとした感かん触しよく。

　左腕には、わずかながらも確かな弾だん力りよく。

　そのアンバランスさに、僕の理性は限界寸前だ。

「ちょ、ちょっと！　一羽、佳奈、は、離して欲しいんだけど……っ！」

[image: ]

「村むら雨さめさん、早く離してよ」

「宮みや野のこそ、離したらどうだ？」

　僕の懇願が聞こえてるのか聞こえてないのか、二人はまるで競うように、腕を絡からめてくる。

　ダメだ、何も考えるな。考えたら、負けだ。

　そう、僕は石だ。道みち端ばたに転がっている、ただの石ころ。

　動くことも、考えることもできない。だから二人の言い争いも、頭に入ってこなくて当然だ。

　──そうやって思考を完全に停止させたまま、僕は二人に引っ張られて、教室まで到とう着ちやくする。

　そうして、佳か奈なと一いち羽はが同時に扉とびらへ手をかけ、開いた瞬しゆん間かん、

「…………」

　クラスメイトたちの突つき刺ささるような視線が、僕たちに降り注いだ。

「……あっ」

　皆の眼まな差ざしを受けて、僕はようやく我に返る。

　そして慌あわてて二人の手を振りほどくが、時すでに遅おそし。

「今、三人で腕組んでなかった……？」

「こんな朝早くから、両手に花、だと……？」

「進しん藤どうめ、なんて羨うらやましい奴やつ……」

　こちらを見ながら、クラスのみんなは、特に男子連中は、口々に言葉を漏もらす。

　いや、待ってくれ、違うんだ。

　これは決して、みんなが想像してるような状じよう況きようじゃないんだ。

　頼たのむ、信じてくれ。いや、信じてください。

　心の中で弁解しつつも、申し開きが許されないような空気に気圧され、僕は口をパクパクさせるしかない。

「さすが『一文字の英えい雄ゆう』は格が違うな……」

　なんか、変な肩書きまで付いてるし。

「んー、まあいっか」

　さすがに教室まで来たら諦あきらめがついたのか、一羽は何事もなかったかのように自分の席へと向かう。周囲の視線や雰ふん囲い気きなど、お構いなしだ。

「あ、う、うう……」

　一方、佳奈はようやく冷静になったのか、頰ほおを真っ赤に染め、顔をうつむかせる。

　そして、そそくさと着席すると、机に顔を伏ふせて足をジタバタさせた。

　そんな二人にみんなが注目している間に、僕もこっそりと、自分の席へと向かう。

　と、そのとき朝のチャイムが鳴り、ほぼ同時に担任が教室へと入ってきた。

　助かった、と一いつ瞬しゆん思ったものの、もちろんそんな甘い話はない。みんなが無言でチラチラと僕に目を向けてきたりして、ものすごく気まずいんだ。

　そうして、異様な空気に包まれたまま、僕たちは朝のホームルームを迎むかえるのだった。

　胃が痛い。







　その日は授業らしいものはなく、部活の紹しよう介かいだとか、各種施設の見学だとか、そういった行事に半日を費やして、午前中で解散となった。

　ホームルームが終わって、担任が教室を出ていく姿を見ながら、僕は小さく息を吐はく。

　今日も朝から色々あったなあ、なんて思いつつ、席を立とうとすると、

「進しん藤どうー」

　一いち羽はがこちらに近づいてきた。

　僕の前に立つと、彼女は机に両手をつき、口を開く。

「あれから、ちょっと考えたんだけど」

　また、勝負しようぜ、か？

　一羽の行動にもだいぶ慣れてきた僕は、彼女の次の発言を予想して、身構える。

　そんな僕に向かって、しかし一羽は無む邪じや気きな笑みを浮かべて、言った。

「今度の日曜日、二人っきりで会おう！」

　と。

　刹せつ那な、教室全体が激しい緊きん張ちよう感かんに包まれ、皆の視線が一いつ斉せいにこちらへ向けられる。

　もちろん、一羽はそんなものどこ吹く風といった感じだ。

「その方が、手っ取り早いだろ？」

　白い歯を見せてそう続け、僕からの返事を待つ。

　だけど僕は、突とつ然ぜんの言葉に身体からだを固まらせるしかない。

　……まあ、待て、考えよう。

　ちょっと冷静に考えてみよう。

　思考停止しかけた頭を、無理やり働かせる。

　一羽は昨日からずっと、僕と勝負をしたいと言っていた。

　だけど、その機会は一向に訪れない。

　このままでは埒らちが明かないと思った彼女は、邪じや魔まが入らない状じよう況きようを求めたのだろう。

　だから、休日に二人っきりになりたいと、そういうわけだ。

　よし、一羽の思考はだいだい把は握あくできたぞ。

　同じ脱だつ衣い術じゆつの使い手として、そして彼女に勝負を挑いどまれた身として、この理解に大きな間違いはないと確信できる。

　けれど一羽のその発言は、何も事情を知らない人が聞けば、まるでデートの申し込みにしか思えないような、そんなセリフなんだ。

　だから、その全くの部外者であるクラスメイトの一人が、恐る恐るといった感じで一いち羽はに声をかけるのも当然だった。

「村むら雨さめさん、もしかして、進しん藤どう君のことを……？」

　その問いに、彼女は笑顔で答える。

「ああ。今、一番、気になってる人なんだ」

　途と端たん、周囲からは大きな歓かん声せいが上がった。

「頑がん張ばって、村雨さん！　応おう援えんしてるわよ！」

「すごいな、村雨！　こんなに堂々とした奴やつは、初めて見たぜ！」

「進藤、お前、いい加減な返事なんかするなよ！」

　い、いや、お前ら、そんな勝手に盛り上がられても、困るんだけど。

　戸と惑まどう僕とは違い、一羽は周囲の声を、まさに応援として受け止めたようだ。

　彼女は眼を輝かがやかせて、言葉を続ける。

「なるべく人のいない場所に行きたいな！」

　クラスメイトは再びどよめく。

「誰だれにも邪じや魔まされたくないんだ！」

　ますますヒートアップ。

　い、一羽、頼たのむから、みんなを煽あおるようなことは言わないでくれ。というか、もう何も言わないでくれ。ややこしいことになりそうだから。

　……これ、僕、返事しなきゃいけないんだよね？

　これ以上の騒さわぎになったら、他のクラスの迷めい惑わくにもなるよな。

　となると、ひとまずここは、彼女の申し出を承しよう諾だくしておくべきかもしれない。

「分かった、分かったから。みんな、少し落ち着いて」

　僕が両手を上げて、皆を制止するように声をかけると、一羽は目をキラキラさせて、こちらへ顔を近づけた。

「えっ？　じゃあ、オッケーなのか？」

「う、うん」

　うなずくと、周囲からは「おおおお……っ！」と感かん嘆たんの声が漏もれる。

　しかしそれ以上騒ぎ立てる様子はなく、皆は温かい目で僕たちを見守っていた。

　なんだか思いっきり誤解されてそうだけど、今日のところは仕方ないか。

　どうにか一段落したことにほっとしていると、

「……」

　佳か奈なが無言で、僕たちの前に立っていた。

　その顔は怒おこっているような、拗すねているような、なんとも形容しがたい表情だ。

「佳奈？」

「……だったら」

　佳か奈なは肩を震ふるわせると、僕をまっすぐに見つめて、言った。

「だったら、わたしも一いつ緒しよに行く！」

「…………は？」

　えーっと、宮みや野の佳奈さん？

　あなたは何を、言ってるのかな？

　表情を強張らせた僕を見て、彼女は耳元に口を寄せてくる。

「だ、だって、二人っきりにさせちゃったら、ケンカになっちゃうんでしょ？」

　佳奈は小さな声で、そんなことを囁ささやいた。

　ケンカって、僕と一いち羽はとの、勝負のことだよな？

　話の内容が内容だけに、僕も小声で答える。

「ま、まあ、それは、なんとかするよ」

「無理よ。進しん藤どう君、押しに弱いもん」

「う、ぐ……」

　反論しようとして、しかし図星だったので、何も言えない。

　僕は今まさに、流されるままに、一羽の申し出を受け入れたばかりなわけだし。

　先のことを考えてないという意味では、僕も一羽と、大して変わらないのかもしれない。

　落ち込む僕を見て、佳奈は言葉を付け足す。

「そ、それに、進藤君はわたしのボディーガードなんだから」

「えっ？」

「だから、わたしも一緒にいなきゃ、ダメなの」

　ボディーガード、か。

　今朝も佳奈は、そんなことを言ってたな。

　そう、だよな。僕は宮野家に、お世話になっている立場なんだ。

　ついつい忘れそうになるけど、もっとその自覚を持つべきかもしれない。

「……うん」

　僕は気持ちを引ひき締しめ、顔を上げる。

　そして、返事を待つ一羽と佳奈へ交互に目を向け、はっきりと声に出して、言った。

「じゃあ、三人で行くか」

　心の中が整理できたことで、僕はなんとか冷静になり、辺りを見回す余よ裕ゆうが生まれる。

　しかし、

「ん？」

　周囲に顔を巡めぐらせてみると、さっきまでの喧けん騒そうはどこかへ吹き飛んでしまったのかのように、すっかり静まり返っている。

　みんな、どうしたんだろう？

　いぶかしむ僕の耳に、ひそひそとした声が聞こえてきた。

「やっぱり、今朝けさのあれって、『そういうこと』だったのね……」

「これが、修しゆ羅ら場ばってやつか……」

「『英えい雄ゆう、色を好む』って言うしな」

　……えっ？

「進しん藤どうマコト、すごい男だ……」

「なんだか、とんでもない奴やつと同じクラスになっちゃったなあ……」

「……不潔」

　あ、あの、ちょっと……。

「み、みんな……」

　何か言い訳でもしようと思い、僕が席から立ち上がると、皆は一いつ斉せいに後ずさる。

　そのまま彼らは遠巻きにこちらを見つめ、小声で話を続けるだけだ。

　や、やめてくれ。

　まるで別の世界の住人みたいな目で、こっちを見ないでくれ。

　僕はただ、ごく普ふ通つうの高校生活を送りたいだけなんだ。

「なるほど、宮みや野のはあくまでも邪じや魔まをするってわけだね」

「そんなんじゃないわよ。村むら雨さめさんが強引すぎるから、見てられないだけ」

「できれば、関係ない人には引っ込んでいてもらいたいんだけどね」

「村雨さんこそ、もう諦あきらめた方がいいわよ」

　周囲の空気に気付いた様子もなく、一いち羽はと佳か奈なは何やら口論を繰くり広ひろげていた。

　き、君たちも、何か、もう少しちゃんと、説明してくれないかな……。

　手に負えない現状に、僕は頭を抱かかえるしかなかった。

　日常が遠い。




　　　２




「はあ…………」

　この街に来てから何度目になったのか分からない、大きなため息が、僕の口から漏もれる。

「朝、起きてからずっとね、そのため息」

　佳奈が僕の顔を覗のぞき込こみながら、そんなことを言った。

「まあ、ね」

　つぶやき、空を見上げる。

　日曜日のお昼前。僕たちは目的地へと向けて、二人並んで歩いていた。

　佳か奈なは青いブラウスに白のミニスカート、僕は黒のパーカーに紺こん色いろのジーンズ、といった格好だ。

　──僕が実家から持ち出した物は、学校の制服を含めた最低限の衣服と、ちょっとした生活用品くらいで、私服も二着ほどしか持ってきていない。この服だって、適当にバッグの中に詰つめ込んだだけの物だったりする。

　だから、この格好が普通の高校生らしい姿なのかはいまいち分からないけど、そこは大目に見てもらいたいものである。

　まあ、それはさておき。

　結局、今日は僕と佳奈、そして一いち羽はの三人で、最寄りの駅前広場に集まることになったんだよな。

　何をするのかは決めてない。

　あの日は思考の処理能力が限界を超えてしまって、詳しよう細さいを話し合う余よ裕ゆうが、まるでなかったんだ。

　もっと詳細を詰めておくべきだとは思ったんだけど、あれ以来、教室では僕に対するみんなの視線が痛いというか、非常に居心地が悪くて、口を開く勇気すら持てなかったんだよ。

　一羽の方も、予定を取り付けた時点で満足したのか、特に何も言ってこないし、そんなわけで、こうなったらもう、なるようにしかならない、という状じよう況きようなのである。

　そりゃあ、ため息も出るってものだよ。

「ほんと、ごめんね。貴重な休日を、無む駄だにさせちゃって」

　先日の事件を思い出して落ち込みつつも、僕は佳奈に頭を下げる。

　元はと言えば、僕が一羽の申し出をはっきり断っておけば、こんな事態には陥おちいってなかったんだよな。

　今の状況って、言ってみれば個人的な用事に雇やとい主ぬしを付き合わせているわけで、そんなのはボディーガードとして失格だよ。

　だけど、佳奈はゆっくりと首を振ふり、

「そのことはもういいって言ったでしょ。わたしが好きで付いてきてるんだから」

　にっこりと微笑ほほえむ。

　その笑顔に、僕の心はちょっとだけ、救われたような気がした。

「それに、無駄じゃないもん」

「えっ？」

「なんでもない。ほら、行こっ」

　よく聞こえなかったので聞き返すと、彼女は駆かけ足あしで僕の脇わきを抜ぬけていく。

「急がないと、待ち合わせの時間に遅おくれるよ」

　そう言って振り返った佳奈の頰ほおは、ほんのりとした赤みを帯びているように見えた。

「……また、誰だれかとぶつかっちゃうよ」

　前方不注意な彼女に、僕は小さく息を吐はきながらも、その後ろ姿を追って、歩く速度を少し早めるのだった。







「おー、進しん藤どう、宮みや野の。おはよー」

　約束した時間の五分前に、駅前の広場に着いたとき、前方からそんな声が聞こえてきた。

　見ると、一羽がこっちに向かって手を振っている。

　どうやらここに到とう着ちやくしたのは、彼女の方が先だったようだ。

「ん、おはよ──」

　一いち羽はの姿を目に留めて、挨あい拶さつをしようとした瞬しゆん間かん、僕は足を止める。

　布に包まれた、異様に細長い何かを、彼女が背負っていたからだ。

「あ、あの、一羽、それは、何？」

「ん？　武器だけど？」

　僕の問いに、彼女はあっさりと答える。

「ぶ、武器、ですか」

「うん。だって、進藤と勝負するわけだし、得物は必要だろ？」

　うん、まあ、そう考えるよな、一羽なら。

　僕と勝負するつもりで、ここに来たのだから。

　服装もＴシャツの上に赤のフリースジャケット、黒のショートスラックスといった、非常に動きやすい格好をしており、すでに臨戦態勢といった感じである。

「それで、どうする？　よく考えたら、宮野はあたしたちの事情を知ってるんだろ？　だったら一いつ緒しよにいても全然問題ないわけだし、早速、どこか人のいない場所にでも行くか？　路地裏でもなんでも……、っていうか、進藤、お前、何も持ってきてないじゃん！」

　一羽は楽しげな口調でまくし立てていたが、僕が手ぶらであることに気付くと、驚おどろきに目を丸くする。

「えっと、その、一羽」

　僕はここに来るまで、何をすべきか全く考えていなかった。

　だけど、一つだけ確かなことは、ある。

　小さくセキ払いして、僕は決意の言葉を述べた。

「はっきり言っておこう。僕は一羽と、勝負をするつもりはない」

　そう宣言すると、彼女は露ろ骨こつに眉まゆをしかめる。

「ええっ？　なんだよ、それ。じゃあ、今日はなんのために集まったんだよ」

　不満たらたらといった表情で、彼女は僕に詰つめ寄よる。

「ああ、うん、それは、だな」

　何をすべきかは、考えてない。考えてないけど、一いち羽はとの勝負は避さけたい。

　となると、適当に言い訳をでっちあげるしかない。

　僕は視線を横に向け、話を合わせてくれと、佳か奈なに目配せをする。

　佳奈がうなずいたのを見て、僕は口を開いた。

「僕は一羽のことを、もっと知りたいと思ってるんだ」

「えっ？」

「ええっ!?」

　その一言に、一羽と佳奈が、同時に声を上げた。

　あ、あれ？　どうして佳奈まで驚おどろいてるんだ？

　疑問が浮かびつつも、僕は言葉を続ける。

「敵を知り、己おのれを知らば、百戦危うからずって言うだろ？　つまり、これから戦う相手の情報を得ることで、勝負を優位に進めたいなと思ったわけさ。まあ、こんなこと言ってる時点で、手の内をさらしてるようなものだけど」

　僕がそう言った途と端たん、一羽の瞳ひとみは輝かがやきを増す。

「じゃ、じゃあ、あたしと戦う気はあるってことだな？」

「そ、そう、だね。君のことを、もっと教えてくれたら、ね。もちろん、僕のことも教えるよ。お互いに情報交換して、その上で、戦う。それじゃあ、ダメ、かな？」

　恐おそる恐おそるそう提案すると、彼女は僕の両肩に手を置き、喜びに満みち溢あふれた顔を作った。

「ううん！　それでいこう！　ようやく、やる気になってくれたんだね！」

　一羽は固く拳こぶしを握にぎり、にっこりと笑う。

「そういうわけだから、今日は一羽の行きたいところに、行ってみたいな、と」

「オッケー、分かった。じゃあ、そこらを勝手に歩き回ってみるよ！」

　僕の提案に、彼女は親指を立てる。

「あたしのこと、ちゃんと見ててね！」

　そしてそう告げると、彼女は僕たちの前をさっさと歩いていった。

　よし、なんとか穏おん便びんに済みそうだな。少なくとも、今日のところは。

　単なる時間稼かせぎにしかならないかもしれないけど、この場はなんとかしのげたってことで、良しとしておくべきだろう。

「じゃあ、佳奈。行こうか？」

　額の汗あせを拭ぬぐいつつ、顔を横に向ける。

　すると、佳奈はなぜだか、じっとりとした目で僕を見上げていた。

「ど、どうかしたの？」

「……剣は捨てたって、はっきり言えばいいじゃない」

「あ、ああ、うん、それは、そうなんだけど、ね。でも、そんなこと言ったら、一羽が残念に思うかもしれないし……」

「だけど、いつかは伝えなきゃいけないことでしょ？」

「……うん」

　そう、だよな。佳か奈なの言う通りだ。

　こちらの態度を曖あい昧まいにしておくのは、一いち羽はに失礼だ。

　僕は脱だつ衣い剣けんを捨てるために、この街へやってきたんだ。そのことを彼女にはっきり伝えるのが、礼れい儀ぎというものだろう。

「分かった。いつか必ず、ちゃんと話すよ」

「うん」

　僕の言葉に、佳奈は小さく笑う。

「……まあ、今日のところはどうも、そういう雰ふん囲い気きじゃないけどさ」

　何しろ、一羽はあれだけ楽しそうにしてるんだ。

　その気分を、今すぐぶち壊こわすこともないと思うし、それに僕の方も、心の準備がまだ出来てないんだよな。

「……」

　自分の情けなさに苦笑すると、佳奈はさっきよりも不ふ機き嫌げんそうな目でこちらをにらんできた。

「な、何？」

「……本当に村むら雨さめさんに興味がある、とか？」

「えっ？」

　小さくつぶやいた、その一言を聞き返そうとすると、

「進しん藤どう、宮みや野の、何してるんだー？　置いてっちゃうぞー」

　前方から、一羽の大きな声がした。

「──行こっか」

　佳奈は軽く頭を振ると、早足で一羽の元へと歩いていく。

　しかしその途中でこちらに顔を向け、

「ふんだ」

　口を『へ』の字に曲げると、また駆かけ出だした。

　なんだか、かなり機き嫌げんを損ねているみたいだけど、さっき佳奈はなんて言ったのだろう？

　そのことが気になったものの、どうにも聞き出せそうな感じではないみたいだ。

「……まあ、いっか」

　それほど大事なことでもないのだろう、と勝手な解かい釈しやくをして、僕も佳奈に続いて、足を進めるのだった。







　一いち羽はが向かった先は、近くにあるアミューズメントパークだった。

　スポーツアトラクションが多数設置された施設で、そこで僕たちは、色んなゲームを遊んだ。

　ボウリングやエアホッケー、バッティングマシン等々。

　勝敗を競うようなゲームも多かったんだけど、そのときの一羽は勝ち負けにこだわった様子が、まるでなかった。

　多分、彼女にとっての『勝負』とは、脱だつ衣い演えん舞ぶのことだけなのだろう。

　だから、その他のスポーツやらゲームやらは、ただ純じゆん粋すいに楽しむことができるんだと思う。

　一羽はちょっと変わったところのある女の子だけど、根っこの部分では、年相応の、ごく普ふ通つうの高校生なんだろうな。

　少なくとも、無む邪じや気きにはしゃぐ彼女を見ている限り、その姿は、戦いの世界に身を置く人間には見えなかったんだ。

「いただきまーす！」

　元気よく手を合わせてから、一羽はハンバーガーにかぶりつく。

　──一通り遊び尽くした後、僕たちはファストフード店で少し遅おそめの昼食を摂とっていた。

　時刻は午後二時になろうかという頃ころ合あいだ。

「……よく、食べられるわね」

　僕の隣となりの席に座った佳か奈なが、一羽を眺ながめながら、そんなセリフを口にする。

　その目はうつろで、表情は青ざめており、息も絶え絶えといった感じである。

　彼女が注文したのはオレンジジュースだけで、何もノドを通らないみたいだ。

　先程からのスポーツ三ざん昧まいに付き合わされた結果、食事をする気力すらなくなった、というわけである。

　僕はそれなりに身体からだを鍛きたえてるから、まだ平気だけど、佳奈は運動が苦手って言ってたもんな。そりゃあまあ、疲れるよな。

「それ、全部食べるの？」

　そんな佳奈に続くように、僕も疑問を口にする。

　一羽の食事内容に驚おどろいたのは、僕も同じなんだ。

　向かい合って座る彼女の前には、セットメニュー二人前が置かれているからだ。

「身体動かしたからね。お腹空いちゃってさ」

　あははー、と笑いながらも、一羽は次々と目の前の物を口に運んでいく。

　その豪ごう快かいな食べっぷりを見ている限り、食べ残す心配はしなくてもいいみたいだ。

　感心と呆あきれの混ざった感情を抱いだく僕に、一羽は言葉を続ける。

「それに、成長期だからね。いっぱい食べないと、大きくなれないよ」

「……大きく？」

　その一言に反応したのは、佳か奈なだった。

　彼女は瞳ひとみを光らせ、まっすぐに一いち羽はを見つめる。

「村むら雨さめさんは、いっぱい食べたから、大きくなったの？」

「ん？　そうだね。昔っから、食べる量は他の人より多かったんじゃないかな」

「そっか……」

　つぶやき、佳奈は自分の胸元に目を向ける。

　そしてゆっくり立ち上がると、

「わたし、追加注文してくる……！」

　そう言って、よろよろとした足取りで、レジへと向かっていった。

　だ、大だい丈じよう夫ぶかなあ……。

　まあでも、なんにも食べないよりはいいか。

　不安な気持ちのまま佳奈を見送る僕に、一羽が声をかけてくる。

「よし、じゃあ次は、進しん藤どうの番だな」

「えっ？　僕？」

「お互いに情報交こう換かんするんだろ？　あたしはあたしなりに、情報を提供したつもりだよ。今度は進藤が行きたい場所を、あたしに教えてくれよ」

　そう、だよな。そういう約束だったもんな。

　僕の提案に、一羽が誠意をもって応えてくれたんだ。僕もちゃんと考えるべきだよな。

「じゃあ、そうだな……」

　思案に頭をひねらせ、考えに考えた末、僕は口を開く。

「服を見に行きたいな」

「服？」

　その言葉に応えたのは、追加注文したセットメニューを抱かかえて戻ってきた佳奈だった。

「ああ、うん。恥ずかしながら、手元にある服が、ちょっと、少なくてさ」

　家出同然で実家を飛び出してきた僕には、衣服に関しても余よ裕ゆうがない。

　だから、当面の間着る服だけでも、揃そろえておきたいと思っていたんだ。

　お金の問題なら、ひとまずはどうにかなる。

　今日の事情を亜あ沙さ子こさんに説明して、交際費として立て替えてもらっているからだ。

　……まったくもって、自じ慢まんすることじゃないけどね、うん。

　何から何まで、ありがたい、本当に。

　早く、バイトを探さなきゃなあ。僕の転居先も、亜沙子さんに探してもらってるんだよな。

　頭が上がらないよ、まったく。

「そっか」

　そんな僕の事情を知らず、一羽は大きくうなずく。

「あたしらにとって、どんな衣服で戦うのかって、大事だもんな！」

　い、いや、そういうわけじゃないんだけどね。

「じゃあ、食べ終わったらショッピングの時間だね！」

　午後の予定が確定したことで満足したのか、一いち羽はは楽しそうに食事を再開させる。

　そんな一羽を眺ながめつつ、僕と佳か奈なは顔を見合わせ、同時にハンバーガーに口をつけるのだった。







　昼食を済ませた後、僕たちはファッション専門店に到とう着ちやくしていた。

　僕自身の用事はあっさり片付いた。

　見た目は度外視して、とにかく値段の安い服を三着ほど購こう入にゆうしたんだ。おしゃれに気を遣つかう余よ裕ゆうなんて、今の僕にはない。

　で、今は女性向けフロアで二人の買い物に付き合っている、という状態だったりする。

　二人の、というか、ほとんど佳奈の買い物、なんだけど。

「ねえ、進しん藤どう君。これ、可愛かわいいと思わない？」

　店内を歩き回っていた佳奈は、一着の服を自分の身体からだの前に当て、僕に見せてくる。

　彼女が持っているのは、フリフリとした飾り付けの多い、可愛らしい感じの上着だ。

「えっと……」

　僕が感想を言おうとして口を開くと、

「ああっ、これも可愛い！」

　言い終わる前に、彼女はまた別の服を手に取り、目を輝かがやかせる。

　──このやり取りを、もう何度繰くり返かえしただろうか。

　先程までの疲れた様子はどこへやら、相当なはしゃぎっぷりである。

　佳奈って、こういうお店が好きだったんだな。

　人間って、好きなことをしてるときは本当に元気が出るものなんだなあと、へんなところに感心してしまう。

　そんなに動き回って、後で倒れたりしないだろうかと、ちょっと心配になったりもするんだけど、まあ、本人が楽しんでるのなら、いっか。

　健全な男の子としては、こういう場所にいるのって結構恥ずかしかったりするので、出来れば早く店を出たいところではあるんだけどね。

　でも、服を見たいって言ったのは僕だし、最後まで付き合うさ。

「……ふう」

　と、僕の隣となりで、一羽が小さく息を吐はいた。

　居心地悪くそこらに視線をさまよわせているのは、彼女も同じみたいだ。

「一いち羽はは、何も買わなくていいのか？」

「えっ？　あ、あたしはいいよ。こういうふわふわした服って、趣しゆ味みじゃないし」

　尋たずねると、彼女は照れくさそうに頭をかき、苦笑いを浮かべる。

「むーらーさーめーさーん」

　そんな一羽の肩を、佳か奈なが背後から、がっしりと摑つかんだ。

「み、宮みや野の？」

「ダメよ、そんなんじゃ」

　佳奈の目は鋭するどく光っていて、その全身には有無を言わせぬ雰ふん囲い気きを纏まとっている。

「あ、あの、目が怖こわいんだけど……」

「ちょっと待っててね！」

　一羽の戸と惑まどいを余所よそに、佳奈は素早く店内を物色すると、いくつかの衣服を手に取る。

　そして一羽の腕を摑み、

「さあ、試着室に行きましょう！」

　強引に歩みを進めた。

「お、おい、宮野、いきなりなんだよ」

「いいから、ほら！」

　一羽の言い分も聞かず、佳奈は彼女を無理やり試着室に押し込む。

「着替え終わったら言ってね」

　そう伝えて、佳奈はカーテンを閉じた。

「……」

　唐とう突とつな出来事の連続に圧あつ倒とうされて、ぼんやりと眺ながめていると、佳奈は僕に、人差し指を突つき出した。

「覗のぞいちゃダメだからね！」

「そ、そんなことしないよ！」

　僕は慌あわてて試着室に背を向ける。あらぬ疑いをかけられては、たまったものではない。

「み、宮野。これ、着なきゃダメなのか？」

「ダメ」

　試着室の中からの一羽の声に、佳奈は即そく答とうする。

「で、でもさ、あたしは、こういうのって、あんまり──」

「絶対に、ダメ」

「……はあ」

　抵てい抗こうは無意味だと悟さとったのか、一羽はため息をつく。

　そしてすぐに、背後から衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきた。

　やがて、待つこと数分。

「こ、これで、いいのかな？」

　着替え終えた一いち羽はが、カーテンを開いたようだった。

　彼女の声を合図に、僕は振り返り、

「へえ……」

　思わず感かん嘆たんのため息を漏もらした。

　一羽が着ていたのは、真っ白なワンピースだった。

　サイズピッタリのその服は、均整の取れた身体からだのラインを適度に強調しており、ヒザ下まで伸びた長いスカートも、背の高い彼女によく似合っている。

「な、なんだよ。ジロジロ見るなって」

　僕の視線に気付いた一羽は、顔を赤らめ、目をそらす。

　その反応が初々しくて、なんだか僕も恥ずかしくなってくる。

「な、なんか、動きにくそうな服だよな。走ったり、跳とんだり、できるのか、これ？」

　彼女は自分の身体を見回しつつ、不満を口にする。

　だけどその表情は、なんだか嬉うれしそうだ。

　そんな彼女に、佳か奈なはにっこりと微笑ほほえんだ。

「村むら雨さめさん、スタイルいいんだから、もっと可愛かわいい格好した方がいいよ」

「そ、そう、なのか？」

「そうよ。絶対に、そう」

「そ、そっか。そこまで言われたら、まあ、あたしも悪い気はしないんだけどさ」

「だから、ほら、もっともっと、試してみようよ。村雨さんに似合いそうな服って、まだまだこんなにあるんだから、ね？」

　笑みを浮かべたまま、佳奈は手に持った服を一羽に差し出す。

「時間はたーっぷりあるし、色々試着してみようねー、村雨さん」

　その瞳ひとみの輝かがやきは、さっきよりもさらに増しているようだった。

「っ！」

　目の前に突き付けられた何着もの衣装を見て、一羽は大きく目を見開く。

　直後、

「か、勘かん弁べんしてくれ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　驚きよう愕がくと羞しゆう恥ちの入り混じったような叫びが、店内に響ひびき渡わたるのだった。







「はあ…………」

　夕暮れ時の駅前広場で、一羽は大きく息を吐はく。

　お昼までの元気な様子とは違い、今はずいぶんと疲れているようだ。

　まあ、それも当然と言えば当然か。あれからずっと、宮みや野の佳か奈なプロデュースのファッションショーに付きわされていたのだから。

　一羽の手には、大きな紙かみ袋ぶくろが握にぎられている。その中には、あのお店で佳奈の見み繕つくろった衣服が、大量に詰つめ込こまれていた。

　買った物は全すべて佳奈のおごりなので、一羽も『いらない』とは言えなかったみたいだ。

　それでも、本当に必要の無い物なら断っていたと思うし、内心ではそんなに嫌いやがってるわけじゃないんだろうな。

「なんだか、興きようが削そがれちゃったな」

　一羽はぐったりとした口調で口元に小さな笑みを浮かべる。

「勝負がどうとか、そういう気分じゃないよ、もう。せっかく進しん藤どうが乗り気になってくれたのに、悪いね」

「いや、僕は、別にいいけど」

　元々こっちは勝負をする気なんてなかったのだから、結果的には助かったことになるのかな。

「村むら雨さめさん」

　と、佳奈が一歩前に出て、顔を上げる。

「今日、楽しかった、かな？」

「えっ？」

　買い物を終えて冷静になり、さっきまでの行動を思い出したのか、佳奈は気まずそうな表情で一羽を見つめた。

「わたしは、楽しかったよ。自分の趣しゆ味みを勝手に押しつけたみたいで、そこは、ちょっと反省してるんだけど……。でも、村雨さんと、仲良くなれたと思うの」

　申し訳なさそうな口調で、佳奈は言葉を続ける。

「村雨さんにも楽しんでもらえたら、と思ってたんだけど、もしかして、迷めい惑わくだったかな？」

「……いや、そんなことないよ」

　一羽は佳奈をまっすぐに見つめ、微笑ほほえんだ。

「あたしも楽しかったよ。また、こうして一いつ緒しよに遊べるといいな」

　言ってから、彼女はすぐに、僕へ目を向ける。

「でも、進藤との勝負、諦あきらめたわけじゃないからな！」

　そう叫さけぶと、一羽は僕たちに背を向け、大きく手を振ふる。

「んじゃ、また学校で！」

　一方的に言い残して、彼女は広場を去っていった。

　人混みの中に消えていくその背中を見送ってから、僕は隣となりに目を向ける。

「僕たちも、帰ろうか」

「……うん」

　答える佳か奈なの顔には、満足げな笑みが浮かんでいた。







「進しん藤どう君」

　宮みや野の家への帰路の最中、佳奈が不意に口を開いた。

「進藤君は、今日、楽しかった？」

「ん、そうだね」

　問われて、僕は一日を振り返ってみる。

　思えば、朝から騒そう々ぞうしさの連続だった。

　そしてそれは今日だけじゃなく、入学初日から、ずっとだ。

　おそらく、ごく普ふ通つうの高校生活とやらとは、かけ離れた日々なんだと思う。

　だけど、こうも考えるんだ。

　こういう騒さわがしい毎日もまた、日常と呼べるひと時なんじゃないかなって。

　だから僕は、

「うん」

　と、短く答えた。

「……」

　でも、そのとき佳奈は、僕を見ていなかった。

　彼女の視線の先にあるのは、小さく見えてきた、宮野家の玄げん関かんだ。

　いや、正確に言うのならば、その玄関先に立っている、一人の女性、である。

　サングラスをかけ、黒いスーツを着たその人は、近づいてくる僕たちに気付くと、軽く頭を下げた。

「あの、どちら様でしょうか？」

　見知らぬ訪問客に、佳奈が声をかけると、その人は口を開く。

「宮野佳奈様、ですね？」

「あっ、はい、そうですけど」

　答えつつ、いぶかしげな表情を浮かべる佳奈に、その人は言葉を続ける。

「……えっ」

　その一言に、佳奈は大きく目を見開いた。

　それもそのはずだ。

　佳奈が今、置かれている状じよう況きようを考えれば、そんなことを聞いて、平然としていられるはずがないのだから。

　サングラスの女性は、こう言ったのだ。

「宮野優ゆう様から、お手紙が届いています」

　と。

　そのとき、突とつ然ぜん強い風が、横よこ殴なぐりに吹き付けてきた。

　反射的に、僕と佳か奈なは身を縮こまらせる。

　それはまるで、今までの日々に終わりを告げるかのような、強きよう烈れつな突とつ風ぷうだった。










　　　第四章
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　宮みや野の家のキッチンにて、黒スーツの女性と僕たちは、真正面から向き合っていた。

「改めて、申し上げます」

　その女性はサングラスをかけたまま、僕たちをまっすぐに見つめる。

「宮野優ゆう様の使いの者です。どうか、お見知りおきを」

　そう言って彼女は頭を下げる。

　年ねん齢れいは二十歳前後くらいだろうか。髪は長くも短くもなく、背の高さも平均的。どこにでもいそうな感じの、普ふ通つうの女性に見えるけど、それだけに摑つかみどころがなく、サングラスの奥おくにある瞳ひとみが、どのような色をたたえているのかも分からない。

「あの、佳か奈な」

　隣となりに座る佳奈に、僕は小声で尋たずねる。

「僕、ここにいていいのかな？　お姉さん絡がらみの用件で、話し合うんだろ？　部外者はいない方がいいんじゃ……」

「ううん、いいの。一いつ緒しよに話を聞いて」

　答えた佳奈の瞳には、不安の色が浮かんでいる。

　それはもしかしたら、この場に亜あ沙さ子こさんがいないから、なのかもしれない。

　僕たちが家に帰ってみると亜沙子さんの姿はなく、キッチンのテーブルには『夕飯を買いに行く』との書き置きがあったんだ。

「……分かった」

　隣にいることで、彼女の不安が少しでも拭ぬぐえるのなら。

　そんな思いを抱いだいて、僕は佳奈と共に、黒スーツの女性に目を向ける。

「それで、手紙ってなんですか？」

「はい。こちらをご覧になってください」

　黒スーツの女性は懐ふところから一通の封ふう筒とうを取り出すと、佳奈の前に差し出した。

「は、はあ」

　佳奈は恐おそる恐おそるといった感じでそれを受け取り、封を開け、中に入っていた便びん箋せんを広げる。

　そして、ぽつりとつぶやいた。

「招待状……？」

　そこに何が書かれているのかと気になっていると、

「進しん藤どう君、これ……」

　佳か奈なが自ら、僕にその便びん箋せんを手渡してきた。

「読んでいいの？」

「うん……」

　その声は細かく震ふるえていて、ただならぬ様子を感じつつ、それを受け取る。

　便箋の一番上には、『招待状』の文字があり、そこから下には、こんな文章が書かれていた。





『第一回・アンドレスデュエルを開かい催さいする。大会の詳しよう細さいなルールは、以下の通りだ』






「アンドレスデュエル？」

　聞き慣れない単語に首を傾かしげつつ、僕は文面を読み進める。

　そして、大会のルール説明に目を通したとき、

「なんだ、これ……」

　思わず、そんな言葉が漏もれていた。

「どうかなさいましたか？」

「い、いや、だって……」

　黒スーツの女性の問いに、僕は動どう揺ようしたまま、答える。

「だって、これ、脱だつ衣い演えん舞ぶじゃないか！」





『一対一で戦い、対戦相手を全ぜん裸らにさせれば勝ち』

『いかなる手段を用いても構わない』

『ただし、相手の身体からだを負傷させた場合、反則負けとする』






　ルール説明のところには、そのような内容が書かれているんだ。

　これは脱衣演舞以外の何物でもない。

　そんな大会を、おそらく『こっちの世界』に無関係であろう人たちが開催する？

　いったい何が起きてるんだ？

「詳くわしく説明してくれないか？」

　僕は黒スーツの女性に詰つめ寄るが、

「そこに書かれていることが全すべてです」

　しかし彼女は平然とした顔で、そう答えるだけだ。

「大会の詳細は、お手紙の中に書かれています。ご理解していただけるまで、ゆっくりとご覧になってください」

「そうじゃない。話が唐とう突とつすぎるって言ってるんだ。なぜ、佳奈のお姉さんが脱衣演舞のことを知っているのか。どんな意図があって、アンドレスデュエルという大会を開かい催さいするつもりなのか。そのあたりのことを、話してくれてもいいんじゃないのか？」

　僕は当たり前と言えば当たり前な疑問を声に出すが、しかしそれでも、彼女の表情は変わらない。

　その上、

「答える必要がありますか？」

　僕に対して、そんな問いを投げかけてくる。

「えっ？」

「失礼ながら、進しん藤どうマコト様のことは調べさせてもらいました」

「っ！」

　唐とう突とつに名指しで呼ばれ、僕の全身に緊きん張ちようが走る。

「入学式での一件、我々の耳にも入っております」

　相変わらず無表情なままで、黒スーツの女性はそんなことを言う。

　思わず佳か奈なに目を向けると、

「……お姉ちゃんなら、それくらい知ってても、おかしくないと思う」

　彼女は小さくうなずき、そう口にした。

　……なるほど、そこから僕の素性を調べたってことか。

　で、僕の素性から脱だつ衣い術じゆつに行きついた？　あるいは脱衣術を調べるうちに、僕のことも知ったとか？

　いずれにせよ、佳奈のお姉さんって、想像していた以上にとんでもない人なのかもしれないな。今、どこで何をしているのかは知らないけれど、母校で起きたちょっとした騒そう動どうを、もうすでに把は握あくしているのだから。

　その情報網の広さに驚おどろく僕の前で、黒スーツの女性は言葉を続けた。

「なんでも、進藤様は脱衣剣を捨て、実家を出られたとか。違いますか？」

「あ、うん、そ、そうだけど」

「だとしたら、我々が脱衣演舞を模した大会を開こうとしていたとしても、貴方あなた様には関係のないことではありませんか？」

「ん……」

　その問いに、僕は言葉を詰つまらせる。

　そう。僕はもう、脱衣剣とは無む縁えんの人生を送ろうとしているんだ。

　だから彼女の言う通り、僕には関係のないことなんだろうけど、でも、言葉にできないモヤモヤとした気持ちが、胸の奥おくから沸わき上がってくるのを、どうしても感じずにはいられないんだ。

「それにこの手紙は、佳奈様への招待状です。書かれていることをどう受け止め、どうお答えになるかは、佳か奈な様自身が決められること。進しん藤どう様が口を出すべき問題ではないかと思われますが、いかがでしょうか？」

「それは、その通り、だよな……」

　まったくの正論に、何も反論できない。

　ここは黙だまって様子を見ておくべきだろうか。

「……って、ちょっと待ってくれ」

　そのとき、僕はふとあることに思い至り、再び便びん箋せんに目を向ける。

「これって、招待状なんだよな？　ということは……」

「はい。宮みや野の優ゆう様は、佳奈様に、選手としての参加を望んでおられます」

「っ！」

　その言葉に、僕は戦せん慄りつを覚える。

　選手として、だって？

　ということは、なんだ？

　宮野優は、自分の妹に、脱だつ衣い演えん舞ぶをさせようと思っている、ということなのか？

　なんだ、それは？　本当に、何を考えてるんだ？

「今いま頃ごろはきっと、他の候補者の方のところにも、私と同じような使者が向かっているはずです」

　こちらの心情に構わず、黒スーツの女性は事務的に言葉を紡つむぐ。

　いや、待てよ。ちょっと待ってくれよ。

「もちろん、どうなさるかは、佳奈様のご自由です。ただ、優様は、佳奈様のご参加を楽しみにしておられます。そのことだけは、どうか心に留めておいてください」

　あくまでも『使者』としての態度を崩くずさず、彼女は佳奈に、そう告げる。

「……いきなり家を出ていったかと思えば、何してるのよ、もう」

　僕たちのやり取りを黙って聞いていた佳奈は、小さくため息をついた。

「あのですね、まずはお姉ちゃんに会わせてください。直接、話をしてみないことには、なんとも言えません。お姉ちゃんは、どこにいるんですか？」

　しかし、無情にもその願いは拒きよ絶ぜつされることになる。

「大会開始まで、主しゆ催さい者しやである宮野優様との接せつ触しよくは禁じられています。不正防止の配はい慮りよですので、どうかご了りよう承しようください」

「……」

　理り不ふ尽じんなその返事に、しかし佳奈は顔を伏ふせ、思考を巡めぐらせる。

　そしてすぐに頭を上げると、彼女は言った。

「つまり、大会に参加すれば、お姉ちゃんに会える、ということですか？」

「少なくとも、お顔を拝見することは可能だと思われます」

「分かりました。では、その大会に──」

「ちょ、ちょっと待ってくれ！」

　佳か奈なが続けようとした言葉を、僕は無理やり制する。

「も、もしかして、参加する気なのか？」

　まっすぐに佳奈を見つめ、そう尋たずねると、彼女は少したじろぎながらも、答えた。

「う、うん。だって、そうしないと、お姉ちゃんには会えないみたいだし」

「悪いことは言わない。この申し出は断った方がいい」

　僕の言葉に、佳奈は困こん惑わくの表情を浮かべる。

「どうして？」

「どうしてって……、分からないのか？」

　佳奈って無防備だなあと思うことがあるけど、もう少し、危機感を持つべきじゃないか。

　キョトンとする彼女に、僕は表情を引ひき締しめ、言葉を続ける。

「脱だつ衣い演えん舞ぶを、あまり舐なめてかからない方がいいってことだよ。素人しろうとが生なま半はん可かな気持ちで参加して、どうにかできる競技じゃないんだ」

「ん……」

　すると佳奈は、口を『へ』の字に曲げる。

「そ、それは分かってるわよ。で、でもね、話を聞く限りじゃ、そんなに危険じゃないみたいだし──」

「油断すると死ぬぞ！　社会的に！」

「っ！」

　佳奈の反論に対して、僕は思わず叫さけんでいた。

　危険じゃないだって？

　それはいくらなんでも、考えが甘すぎるぞ。

「勝負に負ければ、全ぜん裸らになるんだよ？　そして全裸になった姿を、周囲のみんなに見られることになるんだよ？」

　もちろん、勝てるのなら問題はない。

　他の候補者たちの人選がどうなっているのかは分からないから、参加者次第ではあるいは、という可能性も、現時点では確かにある。

　だけど、少なくとも佳奈は、脱衣術に関しては全くの素人なんだ。

　その上、自じ称しよう『運動ダメダメ』な彼女が、無事で済むなんて考えるのは、あまりにも楽観的すぎるだろう。

「あ、う……」

　僕の指し摘てきが心に届いたのか、佳奈はためらいの表情を作る。

　人前で裸はだかになることの危うさをようやく自覚したらしく、顔を赤らめ、うつむき、その最悪の状じよう況きようを頭の中に思い浮かべているみたいだ。

「……でも」

　しかし、それもわずかな間だけだった。

　彼女は顔を上げ、じっと僕を見つめる。

「それでも、お姉ちゃんに会えるのなら、参加するしかないじゃない」

　それは清らかで、彼女の決意が伝わってくる、澄すんだ瞳ひとみだった。

「佳か奈な……」

「わたしは、お姉ちゃんに会いたい。会いたいの」

　そのまっすぐな気持ちに、僕の心は揺ゆさぶられる。

　彼女は、本気だ。

　たとえどんな結果になろうとも、失しつ踪そうした姉に会うために、自ら戦いの場に身を乗り出そうとしているんだ。

　その想いを、僕にはとめることができない。

「……一つだけ、聞かせて欲しいんだ」

「何？」

「後こう悔かいはしない？」

「うん」

　彼女は迷うことなく即そく答とうした。

「──分かった」

　だとしたら、こちらとしても、覚かく悟ごを決めるしかないよな。

　僕は黒スーツの女性に顔を向け、宣言した。

「宮みや野の佳奈の代理人として、僕もアンドレスデュエルに参加する」

　と。

「し、進しん藤どう君？　代理人って……？」

　僕の言葉に、佳奈は首を傾かしげる。

「そうだ、代理人だ」

　手短に答えてから、僕は黒スーツの女性に向き直った。

　──脱だつ衣い演えん舞ぶには、『代理人制度』と呼ばれる特とく殊しゆなルールが存在する。





『参加者は自分の代わりに、勝負の場に立つ人物を用意することができる』






　というものである。

　脱衣演舞は自らの技を競い合う舞ぶ台たいだ。そんな場所でわざわざ代理を立てる人なんて、まずいない。

　だから、この『代理人制度』が使われることは、めったにない。なんらかの理由で、戦いが苦手な人が、脱だつ衣い演えん舞ぶに参加せざるを得ない状じよう況きように置かれた場合くらいだろうか。

　そう。たとえば、今の佳奈みたいな場合だ。

「ルール的には問題ないよな？」

「ええ、問題ありません」

　念を押すように尋たずねると、黒スーツの女性は無表情で答えた。

　そりゃあまあ、そうだよな。佳奈宛あての手紙には、小さくだけど代理人制度について書かれていたし、そもそも、脱衣演舞を模した大会を開こうとしているのなら、代理人制度も当然、ルールの中に組み込まれているはずなんだ。

「……どうして？」

　と、佳奈が僕をまっすぐに見つめてくる。

「進しん藤どう君、脱衣剣を捨てたって言ってたじゃない。それなのに、どうして……」

　困こん惑わくの表情を浮かべる彼女に、僕は小さな笑みを浮かべた。

「だって、僕は佳奈の、ボディーガードだから」

「えっ？」

「佳奈の身に危険が迫せまっているのなら、僕は守るよ」

「そんな、無理しなくても……。これはわたしの問題なんだから」

「違うよ。無理なんてしてない。僕はただ、恩を返したいだけなんだ」

「恩？」

「佳奈には命を助けてもらった。それに今だって、色々お世話になってるし、その恩を返したいんだよ」

「……」

「佳奈が大会に参加するのを、僕にはとめられない。だったら、君に勝利を捧ささげることが、僕のやるべきことだと思うんだ」

　そう。そのためなら、僕は再び、剣を手に取る。

　それが僕なりの、誠意と覚かく悟ごだ。

「……本当に」

　ゆっくりと、佳奈は口を開く。

「本当に、いいの？　わたしのわがままに、付き合ってくれるの？」

　彼女の問いに、僕は無言でうなずいた。

「……ありがとう」

　佳奈は微笑ほほえみ、黒スーツの女性と向き直る。

「アンドレスデュエルに、参加します。そして、進藤君をわたしの代理人に指名します」

「分かりました。優ゆう様には、そのようにお伝えしておきます」

　表情を変えず、黒スーツの女性は立ち上がる。

「詳しよう細さいはまた後日、お知らせします。本日はお忙いそがしい中、お時間を割さいていただいて、ありがとうございました」

　深く頭を下げると、彼女は踵きびすを返して、キッチンを出ていった。

　その後ろ姿を玄げん関かんまで見送り、家のドアが閉じられたとき、右腕にかすかな感かん触しよくを覚える。

　見ると、佳か奈なが僕の袖そでの部分を、ぎゅっと握にぎりしめていた。

「ごめんね」

「……どうして、謝るんだ？」

「だって……」
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「僕は僕自身の意思で、佳奈を助けたいと思っているんだよ。それは君にとって、迷めい惑わくなこと、かな？」

「…………迷惑なんかじゃ、ないよ」

　佳奈は頭を軽く振ると、口元を緩ゆるめる。

　そして強気な目でこちらを見つめ、言った。

「頼たよりにしてるからね」

「頼りにされます」

　僕と佳奈はお互いにお辞じ儀ぎをして、同時に笑みをこぼす。

　こうして、僕たちの戦いは幕を開けたのだった。







「──と、いうわけなの」

　再びキッチンにて、帰宅した亜あ沙さ子こさんを前にして、佳か奈なはさっきまでの出来事を説明した。

「無茶苦茶なことを言ってるって、分かってるよ？　でも、お姉ちゃんが今、何をしてるのか、知りたいの。お姉ちゃんに会って、文句の一つでも言ってやらなきゃ、気が済まないの」

「……」

　亜沙子さんは佳奈の言葉を黙だまって聞いていたが、

「──本当は、そんな危なそうなこと、やめさせたいところなんだけどね」

　ため息をついて、彼女は佳奈を見つめる。

「お父さんやお姉ちゃんが、自分の好きなことをしてるのに、佳奈にはダメって言うのは、不公平だもんね」

「じゃ、じゃあ──」

「それに、進しん藤どう君がついてるのなら、大だい丈じよう夫ぶなんでしょうね、きっと」

　亜沙子さんは肩をすくめると、僕に顔を向けた。

「安心して、いいのよね？」

「っ！」

　その瞬しゆん間かん、亜沙子さんの目が、大きく開かれたように見えた。

　心の奥おくまで見み透すかされそうな、冷たく光るその瞳ひとみに射い抜ぬかれ、胸の鼓こ動どうが跳はね上あがる。

　だけど軽く頭を振って見直してみると、彼女の目はさっきまでと同様、糸のように細いままだった。

　み、見間違い、かな？　まあ、よくあることだよな、うん……。

　無理やり自分を納得させつつ、僕は答える。

「ぜ、全力を尽くします」

「そう。それならオッケーよ」

　人差し指と親指で輪っかを作り、亜沙子さんはにっこりと微笑ほほえんだ。

「お母さん、あの……、ありがとう」

「いいから、いいから。それじゃ、そろそろご飯にしましょうか。お母さん、今から準備するから、その間に佳奈はお風ふ呂ろに入っておきなさい」

「はーい」

　亜沙子さんの言葉を受けて、佳奈はお風呂場へと向かっていった。

　彼女の姿が消え、僕と二人っきりになったところで、

「進藤君」

　亜あ沙さ子こさんは、まっすぐこちらを見つめた。

「家族の問題にあなたを巻まき込んでしまったみたいで、ごめんなさいね」

「いえ、そんな。僕なんかが佳か奈なの力になれるのなら、光栄です」

「……確認なんだけど、ケガをしたりとか、そういうことは、無いのよね？」

「それは、はい。よっぽどのことが無い限り、大だい丈じよう夫ぶです」

　何しろ、相手の身体からだに傷を付けたら、反則負けになるんだ。参加者は皆、相手にケガをさせないよう、細心の注意を払いながら戦うことになる。

　もちろん、脱だつ衣い術じゆつに慣れてない人は力加減を間違えたりするし、そういうときは不ふ慮りよの事故も起こり得るだろう。

　それでも、他の格かく闘とう技ぎなどに比べれば、負傷する可能性は低いんだ。

　それにそもそも、戦うのは僕だ。佳奈が直接的な危害を加えられる、といったことは、まず、無い。

　……まあ、代理人を指名した参加者本人にも、リスクが無いわけではないんだけど、それはこの場で考こう慮りよすべきことではないだろう。少なくとも、ケガの心配はしなくていいと思う。

「そっか」

　僕の言葉に、彼女は軽く息を吐はく。

「あの子、普ふ段だんはおとなしいけど、言い出したら聞かないから、心配なのよね。そういうところは、お姉ちゃんにそっくり」

　へえ、そうなんだ。話を聞く限りだと、佳奈とお姉さんって、全然性格が違うんだなっていう印象があるんだけど、実際はそういうわけでもないってことかな。

「まあ、姉妹なんだから似てて当たり前なのかもしれないけど……。佳奈はお姉ちゃんっ子で、小さい頃ころはいつも、優ゆうの真似をしたりしてたのよ」

「そうなんですか」

「遊びに勉強に運動に、なんでもお姉ちゃんと同じことばっかりしてたわ。……だけど、優にはできることでも、自分にはできないっていうことが多くて、そのことがコンプレックスになってるんでしょうね。いつからか、佳奈は優の真似をしなくなったわ」

　ゆっくりと、亜沙子さんは僕に語り続ける。

　その表情は、二人の娘を持つ母としての顔だった。

「もしかしたら、比ひ較かくされるのが嫌いやになったのかもしれないわね。それでも、自分にはできないことができる姉に、憧あこがれてる部分もあったんだと思う。……だから、突とつ然ぜんいなくなったことがショックだったんでしょう。あの子、口では強がりを言ってるけど、どうしても会いたいのよ。大好きなお姉ちゃんに」

　そう言って彼女は、柔やわらかな笑みを浮かべる。

「うちは放任主義なところがあるから、夫にも優にも、好きにさせてるわ。佳奈だって、もう十五歳。たとえどんなことでも、自分で決めたのなら好きなようにさせてあげたい。もちろん、親としては心配もあるけれど、でも、進しん藤どう君が側にいるのなら、ちょっとだけ安心なの」

　亜あ沙さ子こさんは糸のように細めた目で僕を見つめ、深く頭を下げた。

「佳か奈なと、そして優のことも、よろしくお願いします」

「は、はい！」

　僕も慌あわてて頭を下げ、胸の奥おくに抱いだいた決意を、さらに強くする。

　亜沙子さんの想いに応えるためにも、この大会、絶対に勝ってみせる。

　きっとそれが、僕に与えられた使命なんだ。




　　　２




　その日から数日後、黒スーツの女性は再び宮みや野の家を訪れ、日程やその他、細かいことを伝えてきた。

　佳奈宛あての招待状に書かれていたものと併あわせて把は握あくできた、アンドレスデュエルの基本的なルールは、以下の通り。


①試合はトーナメント方式で行われる

②方法を問わず、対戦相手を全ぜん裸らにさせれば勝利

③ただし、相手の身体に傷をつけたら反則負けとする

④外傷の有無に関わらず、反則の判定は審しん判ぱんの裁量次第とする

⑤審判の判断は絶対であり、反論は認められない



　とまあ、そんな感じだ。

　トーナメント方式という点、つまり優勝争いをすること以外は、基本的には脱だつ衣い演えん舞ぶとほとんど同じルールだと考えていいと思う。

　最終的な参加者は、八名に絞しぼられたとのこと。

　つまり、三回勝てば優勝できる。

　それなら、なんとかなるかもしれない。

　希望が見えてきた僕たちは、それでも落ち着きの無い日々を過ごして、試合当日を迎むかえていた。

「──着きましたよ」

　その言葉と同時に、目め隠かくしが外され、視界が戻る。

　車から降りて、辺りを見渡す。

　おそらく、地下にある建物の駐ちゆう車しや場じようなのだろう。四方は壁かべに囲まれ、薄暗い。

　僕に続いて佳奈も車から降り、不安げに目をさまよわせる。

「こちらです」

　黒スーツの女性がそう言って、先導するかのように先へと歩いていく。

「……行こうか」

「……うん」

　僕と佳か奈なはうなずき合うと、その人に続いて、足を進めた。

　──黒スーツの女性が来訪した、翌週の日曜日、僕たちは見知らぬ場所へと連れてこられていた。

　どうやらここが、大会の開かい催さい地ちであるらしい。

　目め隠かくしをされたまま車に乗せられて運ばれてきたため、いったいどこなのかは分からない。

　だけど、場所を特定されたくないって時点で、すでに怪あやしいわけで、アンドレスデュエルが決して真っ当な大会ではないのは間違いない。

　そりゃあ、まあ、対戦相手を裸はだかにする大会を開こうとしているんだから、あまりおおっぴらにはできなくて当然か。そもそも脱衣術だって、歴史の隅すみっこで、ひっそりと伝えられてきた技なわけだし。

　そんなことを考えながら、通用口らしき道を歩いていると、黒スーツの女性は足を止め、

「まずはここで、お好きな衣装にお着替えください」

　待合室らしき部屋のドアを開け、僕たちを中へと案内した。

「わあ……」

　部屋の中を見た途と端たん、佳奈が感かん嘆たんの声を上げる。

　それもそうだろう。この部屋には、様々な衣装と、物ぶつ騒そうな武器がいくつも並べられていたのだから。

「古今東西、ありとあらゆる武器防具を揃そろえました」

　僕たちの背後から、黒スーツの女性の言葉が聞こえる。

「外で待機しています。満足できる装備が整いましたら、声をかけてください。もちろん、ご自身で用意なされた武具を身に付けられても構いません」

　そう言って彼女は、静かにドアを閉めた。

　なるほど、ここで大会用の装備を選べってことか。

　まあ、相手を全ぜん裸らにする競技だからね。私服で戦ったりしたら、負けた方は勝負が終わった後、ものすごく困ることになるわけだし。そのあたりの配はい慮りよは、ちゃんとできてるってことか。

「進しん藤どう君、どうすればいいのかな？」

　大量の衣装を目にして、佳奈は戸と惑まどっているようだ。

　彼女は直接、戦いの場に立つわけじゃない。

　だけど、佳奈にも『リスク』があることは事前に説明しているから、彼女なりにどうすればいいのか、思考を巡めぐらせてるのだろう。

「気に入った服を選べばいいと思うよ。奥おくの方に更こう衣い室しつがあるみたいだから、そこで着替えてきたら？」

「う、うん、分かった」

　僕の言葉に佳か奈なはうなずき、部屋にある衣装へ目を向けた。

　それと同時に、僕も自分に合った物を探し始める。

　そう。大事なのは、僕がどんな装備を選ぶかだ。戦うのは僕なんだから。

　まずは武器。これはやっぱり、刀とう剣けんの類たぐいがいいだろうな。進しん藤どう流脱だつ衣い剣けん術じゆつを学んできた僕にとっては、最も馴な染じみのある武器なわけだし。

　部屋に並べられた武器を吟ぎん味みした末、僕は一本の木刀を手に取る。

　強度、長さ、重さ、どれも申し分の無い一品だ。

　もちろん、部屋には刃のある武器も多数用意されている。そういった装備の方が、服を切きり裂さきやすいのは誰だれにでも分かることだろう。

　だけどその分、相手を負傷させるリスクも高くなる。そうなると、反則負けの可能性も生まれるわけだ。

　絶対に負けられないこの大会で、無む謀ぼうな賭かけに挑いどむわけにはいかない。

　そんな苦く慮りよの末に選んだのが、この木刀なんだ。

　さあ、次は防具だ。

　こちらも武器と同様、頑がん丈じような装備を選べばいいというわけではない。

　強度の高い物を身に付ければ、敵の攻こう撃げきを受け切れる可能性は高くなるだろう。しかしそういう装備は大たい抵てい、重くて動きにくいんだ。

　その結果、自分の行動が制限されるようでは意味が無い。

　だから、まずは機動力を重視。

　そのことを踏ふまえた上で、僕は様々な衣装を吟味し、

「これにしよう」

　一着の服を手に取る。

　それは、体育の授業などで使われる、ごく普ふ通つうのジャージだった。

　防御力という点ではほとんど期待できないが、触ふれてみた感じだと生地そのものは丈じよう夫ぶで、動きやすそうだ。

「じゃあ、わたしはこれ」

　と、僕が自らの衣装を決めたと同時に、佳奈もそんな声を上げる。

　彼女は更こう衣い室しつに入ると、早速着替え始めたようだ。

　佳奈に合わせて、僕もその場で手早く着替える。

　そうして、ジャージの上下を身に付け終えたとき、

「お待たせ」

　佳奈も更衣室から出てきて、僕の前に姿を現した。

「えっ」

　その姿を見て、僕は身体からだを強張らせる。

　佳か奈なが着ていたのは、黒のカラーに緋ひ色いろのネクタイの、セーラー服だった。

「ほ、ほら、うちの高校って、ブレザーでしょ？　だから、その、一回くらいはセーラー服を着てみたいなって、思って、ね……」

　僕の表情を見て、佳奈はしどろもどろな口調で話す。

　その初うい々ういしい仕草に、僕は小さな笑みを浮かべた。

　そういや佳奈は、可愛かわいらしい服が好きなんだったな。だとしたらこの場所は彼女にとって、より取り見取りのファッションスペースってことなのかもしれない。

「うん、いいんじゃないかな。似合ってるよ」

「そ、そうかな？」

「うん。すごく、可愛いよ」

「えっ？」

「んっ？」

　自然と口から漏もれたその言葉に、僕たちはお互いに顔を見合わせる。

「あっ……、そ、その、つまりだね、この大会に出るには問題ない格好だってこと！　代理人の指名者として、相応ふさわしい衣装だなって、そういう意味だよ、うん！」

　僕はすぐにその発言の意味に気付き、慌あわてて付け加える。

「そ、そっか、なるほどねー」

　佳奈は納得したように応えつつも、うつむき、僕から目をそらした。

　その反応がなんだか恥ずかしくて、僕も目をそらし、二人同時に頰ほおを赤く染める。

　……いや、いかんいかん。今から僕たちは、戦いの場に赴おもむくんだろ？

　こんなふわふわとした気持ちになってる場合じゃないぞ。

　僕は軽く頭を振って、邪じや念ねんを吹き飛ばす。

「じゃ、じゃあ、そろそろ、行こうか？」

「う、うん」

　部屋のドアを開けると、黒スーツの女性の姿が目に映った。

「もう、よろしいのでしょうか？」

「ああ」

「では、こちらへ」

　うなずくと、彼女は先へと歩いていく。その後に続き、僕たちはまた、暗い通用口を進む。

　いよいよ、か。

　歩を進めながら、徐じよ々じよに集中力を高めていると、やがて視線の先に、光が見えてきた。

　出口とおぼしき、その光を抜ぬける。

『それでは、出場選手の入場です！』

　その瞬しゆん間かん、マイク越しの声と共に、大きな歓かん声せいが聞こえてきた。

　怒ど号ごうとも呼べる大声を一身に受けながら、僕は周囲に目を向け、

「なんだ、これは……」

　思わずそんな言葉を漏もらした。

　そこは、地下闘とう技ぎ場じようとでも呼ぶべき場所だった。

　ドーム状の、広々とした空間。その中央はぽっかりと開かれており、ど真ん中には司会役と思おぼしき女性がマイクを持ち、バニースーツ姿で立っている。

　周囲には金属の柵さくが円形に並べられていて、その向こう側には多数の観客席が設置されている。そしてその座席は全すべて、仮面を付けた観客によって埋うめ尽つくされていた。

　すでに開会式が始まっているのか、場内は異様な盛り上がりを見せており、観客の声によって、建物全体が震ふるえている。

　その光景に、僕は憤いきどおりを感じずにはいられなかった。

　これじゃあ、まるで見せ物じゃないか。

　脱だつ衣い演えん舞ぶは、お互いの技を高め合うための、誇ほこり高い戦いの場なんだ。本来なら、もっと、こう、静かで、厳おごそかで……。宮みや野の優ゆうもそのことを知っているからこそ、アンドレスデュエルという大会を開こうとしたんじゃないのか？

　それなのに、こんな騒そう々ぞうしい空間に仕立て上げるだなんて、いったい何を考えているんだ？

　自然と沸わき上がる、怒いかりにも似た気持ちに感情を支配されそうになり、

「……いや、待て」

　その想いを、僕は必死に振ふり払はらう。

　何を言ってるんだ、僕は。

　今はやむを得ない事情により、この場に立っているけど、僕は脱だつ衣い剣けんを捨てたはずだろ？

　だったら脱衣剣が、そして脱衣演舞がどうなろうと、関係ないじゃないか。

　少しの間、僕はそんな思案に頭を巡めぐらせていたが、

「それでは、会場の中央にお進みになってください」

　側に立つ黒スーツの女性に声をかけられ、小さくうなずく。

　ここまで来たら、なるようにしかならないか。

「……」

　しかし隣となりにいる佳か奈なは、僕のように気持ちを割り切れてないみたいだ。身体を硬こう直ちよくさせて、虚うつろな表情で視線をさまよわせている。

「佳奈？」

「はうっ！」

　そっと呼びかけると、彼女は肩を揺ゆらし、僕を見上げた。

「し、進しん藤どう君、な、なな、なんだか、思っていた以上に、おっきな大会、みたいね……」

「……」

　上ずった声で話す佳か奈なを見て、僕は彼女の手を、そっと握にぎる。

「あっ」

「大だい丈じよう夫ぶ。僕が側にいるから」

「…………うん」

　佳奈は顔を赤らめつつも、僕の手をぎゅっと握り返してきた。

　僕たちは手を握ったまま、会場の中央へと歩いていく。

　それとほぼ同時に、他の通用口からも、参加者たちが入場してくる。

「……あっ」

　その中の一人の姿を見て、僕は思わず、声を漏もらした。

　見覚えのある顔が、そこにあったからだ。

「進藤君、あれ……」

「ああ」

　僕と同じく、佳奈もその人物に気付いたようだ。

　二人して驚おどろきつつも、それでも足を止めなかったのは、決してあり得ないことじゃないと、心の中では感じていたからかもしれない。

「やっぱりね」

　会場の中央まで歩いてきたとき、参加者の中にいたその人物は、僕たちに笑顔を見せた。

「一いち羽は……」

　彼女を前にして、僕はその名を呼ぶ。

　そう。そこにいたのは、村むら雨さめ一羽だったんだ。

　彼女は緋ひ色いろの袴はかまと白い上着を着ており、その手に持っている武器は、彼女の身長からだよりも長く、大きな槍やりだ。

「信じてたよ、進藤も参加するって」

　こちらの驚きなど気にした様子もなく、彼女は不敵に微笑ほほえむ。

　……なるほど、そういうことか。

　この一週間というもの、一羽は学校で、全く僕に絡からんでこなかった。

　そのことに安あん堵どしつつも、なんだか不ふ審しんなものを感じていたんだけど、それはつまり、この大会で戦えると思っていたから、なんだな。

「村雨さん……」

　僕の隣となりで、佳奈は不安げに一羽を見上げる。

「宮野も来てたんだな。進藤の付き添いか？　それとも、宮野も参加するとか？　なんてな、ははっ」

　冗じよう談だんめかしてそんなセリフを言う一いち羽はに、佳か奈なはゆっくりと首を横に振った。

「参加、するよ」

「へっ？」

「わたし『が』、参加するの」

「ん、それって、どういう……」

　佳奈の返事に一羽は首を傾かしげたが、

「僕は佳奈の、代理人なんだ」

「……ああ、そういうことか」

　僕の『代理人』という言葉で自分なりに状じよう況きようを把は握あくしたのか、大きくうなずいた。

「まあ、なんでもいいや。進藤と戦えるのなら、あたしはそれで満足なんだし」

「一羽、あの──」

　一人で納得する彼女に、何か言葉をかけようとしたとき、

『それでは、今大会に出場する選手を、一人ずつ紹しよう介かいしていきたいと思いまーす！』

　司会の人がマイクを片手に、空いた手を僕たちに向けた。

　同時に、一羽にスポットライトが当たり、司会者は言葉を続ける。

『まずは一人目！　脱だつ衣い術じゆつの古こ豪ごう・村むら雨さめ家けを支える、若き後こう継けい者しやが来てくれた！　村雨流脱衣槍そう術じゆつの使い手、村雨一羽！』

　名を呼ばれた一羽は、観客に向かって手を振った。

　それに応えるようにして、観客席からも大きな歓かん声せいが沸わき上がる。

　……どうやら、これ以上は話を続けられる雰ふん囲い気きじゃないみたいだな。

　隣となりにいる佳奈と目が合うと、彼女も同じ結論に至ったのか、軽く肩をすくめた。

　様々な思いを脇わきに置いて、僕たちは流れに身を任せることにする。

『二人目！　その手に持った巨きよ大だいなハンマーで、いったい何を破は壊かいするつもりなのか！　謎なぞの甲かつ冑ちゆう戦士、クレイジーデストロイヤー！』

　次にスポットライトが当たったのは、全身を西洋風の甲冑に身を包んだ、顔すらも見えない選手だった。

　……匿とく名めいでの参加って、オッケーなんだ。

　だったら僕たちも……と、ちょっと考えたりしたけど、こうして顔を晒さらしてる時点で、あんまり意味は無いのかもしれないな。どうやら僕は、『こっち』の世界では有名人らしいし。

『続いて三人目！　様々な忍にん法ぽうを駆く使しする現代の脱衣ニンジャ、伊い賀が乃の八や雲くも！』

　三人目の参加者は、全身を黒の忍しのび装しよう束ぞくで包んだ少女だ。彼女もまた顔を覆ふく面めんで隠かくしていて、その表情は読み取ることができない。

『四人目！　その小さな身体からだには、驚おどろくべきパワーが秘められている！　謎のブシドー少女、ケンドーマスター！』

　次に紹しよう介かいされたのは、これまた匿とく名めいの参加者だ。

　剣道で使われる面や胴どう着ぎを身に付けた、小こ柄がらな女の子。彼女もまた、その素性は不明である。

『五人目！　裏社会に名を馳はせる脱だつ衣いフェンシングの名手、御み堂どう桜さくら子こ！』

　その次に名が挙がったのは、レイピアを手にしたショートヘアの女の子。

　この選手は顔を隠かくしておらず、名前も偽ぎ名めいなのかどうかは分からない。しかし、その表情を見る限り、やる気に満みち溢あふれているようだ。

『六人目！　鞭むちを振らせたらこの人の右に出る者はいない！　脱衣クイーン九ここの重え瑞みず穂ほ！　夜の世界でも絶賛営業中だ！』

　続いてスポットライトが当てられたのは、軍服風のボンテージ姿をした、赤い長髪のアダルトな女性である。

『さてさて、七人目の選手はこの人！　食材をさばくよりも、服を斬きる方が得意！　ベテランの脱衣料理長、坂さか上がみ鈴すず子こがついに参戦だ！』

　紹介と同時に、エプロン姿のふっくらとした女性が、笑みを浮かべて観客に手を振る。

　しかしその右手には大きな出で刃ば包ぼう丁ちようが握にぎられていて、笑顔とのギャップが異様に不気味だ。

『そして最後だ！　主催者の妹にして未知数の実力を秘めた、今大会のダークホース！　宮みや野の佳か奈な！　その実力は誰だれにも分からない！　いったいどうなる、どう転ぶ！』

　刹せつ那な、佳奈にスポットライトが当たり、観客席からはいくつものざわめきが聞こえてきた。

　おそらく、一人だけ明らかに素人しろうと丸出しな佳奈を見て、不安にかられているのだろう。

『これでは勝負にならないと思った皆様方、分かります！　そのお気持ちは、よーく分かりますよ！　でも、ちょっと待って欲しい！』

　だがそんな反応は見越していたのか、司会者の人はさらに言葉を付け足す。

『実は彼女には、代理人が付いているんです！』

　そう言って彼女は、僕を指差す。

　次の瞬しゆん間かん、スポットライトはこちらへと向けられた。

『謎なぞの失しつ踪そうから約一ヶ月！　我々は皆、君が帰ってくるのを待っていたぞ！　進しん藤どう流脱だつ衣い剣けん術じゆつ後こう継けい者しや、進藤マコト！』

　司会者が言い終わった直後、今までで一番大きな歓かん声せいが、会場に響ひびき渡わたった。

　観客は大いに盛り上がり、それどころか選手全員の視線も僕へと向けられている。

　あー、目立ってる、目立ってる。やめて、やめてくれ。

　選手はともかく、観客のみんなはどうして僕のことを知ってるんだよ。ここに来ているお客さんって、脱衣術に詳くわしい人ばかりなのか？

　この大会が原因で、実家に僕のことがバレたりしたら嫌いやだなあ……。

　そんな不安に心を支配されそうになっていると、司会者の人が言葉を付け足した。

『さてここで、ご観覧の皆様方に再度のご案内でーす。皆さん、録音、録画の類たぐいは厳重に禁止されていますよー。入場時の持ち物チェック、覚えてますよね？　ルール、ちゃんと守ってくださいね？　隠かくし撮どりとか、ダメですよ？　すぐにバレますからねー？』

　軽快な口調で告げつつも、彼女の目は笑っておらず、真しん剣けんそのものだ。

　辺りをよく見れば、会場のあちこちには黒スーツの女性が立っており、防犯カメラのような物もそこかしこに設置されている。

　警備は万全、ということか。

『お客様は完全会員制、身元も何もかも、こちらは全部まるっと全すべてお見通しでーす。ルールを破った人にはきっつーいお仕置きが待ってますので、どうかくれぐれも、くれぐれもご注意を。……まあそんなわけなので、参加者の皆様方は何も心配せず、勝負に専念してくださいな！　たとえ負けても、裸はだかを見られるのはこの場にいる人たちだけでーす！』

　なんだかとんでもないことをさらりと言いながら、彼女はさらに続ける。

『それでは最後に、主しゆ催さい者しやから開会のお言葉でーす！　宮みや野の優ゆう様、どうぞ！』

「っ！」

　その言葉と同時に、佳か奈なは全身を強張らせた。

　緊きん張ちようの眼まな差ざしで、周囲にキョロキョロと視線をさまよわせる。

　と、そのとき前方にある通用口から、一人の女性が姿を現した。

「あっ……」

　その瞬しゆん間かん、僕は息を飲んでその人を見つめる。

　全身を白のスーツで包んだ、ストレートの黒髪が印象的な女の人。

　その顔立ちが、佳奈とそっくりだったからだ。

　背せ丈たけや体格も、見たところではほぼ同じ。

　あれが、宮野優、か……。

「お姉ちゃん……」

　僕と同じように宮野優の登場を見守っていた佳奈が、ぽつりとつぶやく。

　そんな僕たちには目もくれず、彼女は会場の中央まで歩み寄ると、司会者からマイクを受け取り、にっこりと微笑ほほえんだ。

『ただいまより、第一回アンドレスデュエルを開かい催さいする！』

　その宣言と同時に、会場全体を大きな拍はく手しゆが包み込む。

『長々しい説明など不要だろう！　選手も、観客も、みんな楽しんでくれ！』

　それだけを伝えると、彼女は背を向け、手に持ったマイクを司会者に投げて渡す。

　そしてそのまま、元の通用口へと歩いていった。

「お姉ちゃん！」

　たまらず佳奈が叫さけぶが、優は振ふり向むかない。

　聞こえていないのか、あるいは聞こえた上で無視したのか。

　その真意は分からないけれど、いずれにせよ彼女は佳か奈なに目を向けることもなく、通用口の奥おくへと消えていった。

「佳奈……」

「……ん、大だい丈じよう夫ぶ。お姉ちゃんの性格、分かってるから」

　声をかけると、佳奈は苦笑して、肩をすくめた。

『それでは、これから参加選手の皆様をランダムに選んで、トーナメントの組み合わせを作成しまーす！　しばしの間、お待ちくださーい！』

　こちらの心情など気にした様子もなく、司会者は話を進める。

『なお、見事優勝された方には記念の楯たてを贈ぞう呈てい。副賞として、賞金百万円が授じゆ与よされまーす！』

「はっ？」

　その一言に、僕は目を見開く。

　賞金まで、出るのか？

　いやいや、待て待て。それはちょっと、違うだろ。

　脱だつ衣い演えん舞ぶっていうのは、ただ技を競い合うだけの、純じゆん粋すいな競技だ。

　そんなところに大金を持ち出して、参加者の気持ちを煽あおるようなことをしたら、それはもう、全く別の何かだ。

　……いや、だからこそ、脱衣演舞ではないからこそ、アンドレスデュエルと名乗っている、のか？

　宮みや野の優ゆうが何を考えているのか、分からない。

　混乱する僕の前で、司会者はなおも続ける。

『楯と賞金は、主しゆ催さい者しやである宮野優様から直々に手渡されるとのことです！　その際、労ねぎらいのお言葉も頂けるそうなので、選手の皆様は頑がん張ばってくださいね！』

「……やっぱり、ね」

　説明を聞いてすぐに、佳奈が言葉を漏もらした。

「佳奈、やっぱりって？」

　尋たずねると、彼女は腰に手を当て、眉まゆをひそめながら答える。

「話をしたかったら、勝ち上がってこい。そう言ってるのよ、お姉ちゃんは」

「……なるほど」

　姉妹ならではの以心伝心っぷりに、僕は驚きよう嘆たんの念を覚える。

「優勝するしかない、ということか」

　僕の言葉に、佳奈は無言で首を縦に振る。

「進しん藤どう君」

　と、彼女は拳こぶしを握にぎり締しめ、僕を見上げた。

「わたし、優勝したい。優勝して、お姉ちゃんに一言、言ってやりたい」

「──大だい丈じよう夫ぶ」

　そんな佳か奈なを、僕はまっすぐに見つめて、はっきりと言った。

「必ず、優勝してみせるよ。そのために、僕はここにいるんだから」

「……うん」

　その言葉に、佳奈はゆっくりとうなずく。







　こうしてアンドレスデュエルは、どことも知れぬ地下闘とう技ぎ場じようで、幕を上げた。

　そしてその結末がどうなるのか、僕たちはまだ、分かっていなかったんだ。
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　そんなわけで、対戦の組み合わせは以下の通りとなった。








第一試合

クレイジーデストロイヤー（謎なぞの甲かつ冑ちゆう戦士）

宮みや野の佳か奈な　[image: →]　代理人・進しん藤どうマコト（進藤流脱だつ衣い剣けん術じゆつ）




第二試合

村むら雨さめ一いち羽は（村雨流脱衣槍そう術じゆつ）

御み堂どう桜さくら子こ（脱衣フェンシング）




第三試合

九ここの重え瑞みず穂ほ（夜の脱衣クイーン）

伊い賀が乃の八や雲くも（脱衣ニンジャ）




第四試合

坂さか上がみ鈴すず子こ（脱衣料理長）

ケンドーマスター（謎のブシドー少女）









　……まあ、なんだ。

　僕はいきなり、第一試合から戦うことになったわけだ。

　試合開始までに、自分なりに気持ちは整えていたつもりだけど、やっぱり初しよっ端ぱなからって、緊きん張ちようするよな。

　僕と佳奈は、一度は控ひかえ室しつに帰ったものの、またすぐに呼び出されて、会場の入り口へと戻ってきていた。

「進藤君、いよいよ、だね」

「うん」

「も、盛り上がってるね」

「そ、そうだね」

「リラックス、リラックス、だよ」

「わ、分かってるって」

　二人とも硬かたい表情のまま、取り留めの無い会話を交わす。

『それでは、間もなく試合開始でーす！』

　と、そのとき司会者の人がマイク越しに大きな声を出し、それと同時に、会場の照明が一層強くなった。

『まずは、赤コーナー！　宮みや野の佳か奈な、および進しん藤どうマコト！』

　名前を呼ばれたのに合わせて、僕たちはぎこちなく入場する。

　会場の中央には審しん判ぱんらしき女性がいて、彼女は無表情にこちらを見つめていた。

　周囲からの歓声を受けつつ歩いていると、

『続いて、青コーナー！　クレイジーデストロイヤー！』

　司会者の紹介と共に、僕たちの真正面にある通用口から、一人の人物が出てくる。

　全身を西洋風の甲かつ冑ちゆうで固めた謎なぞの戦士、クレイジーデストロイヤーだ。

　その手に抱かかえた金属製のハンマーは、鈍にぶい輝かがやきを放っている。

「……」

　彼、あるいは彼女は僕に顔を向けると、静かな敵意をぶつけてきた。

　その気き迫はくを受けて、僕は心を引ひき締しめる。

　そう。戦いはもう、始まっているんだ。

　緊きん張ちようしてるだとか、そんなことを言ってる場合じゃない。

　僕たちと甲冑の戦士が間近まで迫せまったとき、司会者の人がまた口を開いた。

『ではここで、代理人制度について、改めて説明しましょーか！』

　彼女は僕と佳奈に片手を差し出してから、ぐるりと観客を見回す。

『大会に参加された方は、自分の代わりに戦ってくれる人を用意することができる。それが、代理人制度というシステムでーす。今回の場合ですと、宮野佳奈様の代わりに、進藤マコト様が戦う、ということですね。宮野様には、少し離れた場所で、お二人の戦いを見ていてもらうことになります』

　にっこりと笑い、司会者は言葉を続ける。

『ただ、これだけだと面白くないですよね？　他人に戦わせておいて、一人だけ安全なところで見ているだなんて、そんなのなんだか、ずるいずるいって思ってる人も、いるんじゃないでしょーか？』

　面白くないかどうかはともかく、代理人の指名者がノーリスクだと、納得できない人が出てくるのは当然だろう。

　だからこそ、代理人制度には、ある特とく殊しゆなルールが存在する。

『そこでご紹しよう介かいするのが、これ！』

　司会者の言葉と共に、通用口から一人の女性が現れた。

　その女性は他のスタッフと同様に、黒いスーツを着ている。

　異なる点は、二つ。

　一つは、その顔に真っ白な仮面を付けている、ということ。

　そしてもう一つは、左ひだり脇わきに長い刀を抱かかえていることだ。

『彼女こそ、代理人制度の要となる役割を担う人物、仮面の執しつ行こう者しやでーす！』

　──仮面の執行者。

　代理人による試合が行われる際に登場する、特別な役職である。

　その女性は僕たちから離れた位置で立ち止まると、無言でこちらに顔を向けた。

『宮みや野の佳か奈な様、どうぞ彼女のところへ』

　司会者が佳奈に、移動を促うながす。

「……はい」

　佳奈は小さな声で答えると、僕に視線を向ける。

「じゃあ、進しん藤どう君。がんばってね」

「ああ」

　僕がうなずいたのを見て、佳奈は足を進める。

　そして彼女が仮面の執行者の元まで来たとき、二人にスポットライトが当てられた。

『代理人が試合中にダメージを受けた場合、代だい理りを依頼した者も同じ個所にダメージを受けるものとする。それが、代理人制度のルールでーっす！』

　司会者が笑顔で観客席を見回す。

『代理人と依頼者の衣服がどのようなものであっても、依頼者は『代理人が受けたのと同等』と思われるだけの破損を受けなければなりません。で、ここで活かつ躍やくするのが、この仮面の執行者！』

　そう言って彼女は、執行者を指差す。

『代理人のダメージ確認と同時に、依頼者の衣服を切きり裂さく。それが、彼女の役割なのです！』

　言葉と同時に、執行者は脇わきに抱えた刀を抜き、周囲に見せびらかすように高く掲かかげた。

　その刃の輝かがやきは、まさに真しん剣けんそのもの。

　決してレプリカなんかじゃない。

『つまり今回の場合ですと、進藤様がダメージを受けたら、同じだけのダメージを、宮野様も受けなければならないということです！』

　そう。これが依頼者の負うべき『リスク』だ。

　依い頼らい者しやと代理人は一いち蓮れん托たく生しよう。高みの見物は許されない。

『この仮面の執しつ行こう者しや、脱だつ衣い術じゆつの腕前は確かですので、ケガなどの心配は一切必要ありません。ただし、下手に動かれるとどうなるか分かりませんので、執しつ行こうの際はどうかその場で、じっと立っていてくださいね。というか、執行者の振る舞いに抵てい抗こうした場合、反則負けとなりますので、逃げたりしてもダメですよー』

「は、はい」

　佳か奈なは緊きん張ちようの面持ちでうなずきつつも、このルールについては僕が事前に説明しているからか、驚いている様子はない。

『もう一つ付け加えさせてもらいますと、仮面の執行者は衣服を切きり裂さくだけでなく、依頼者を監かん視しし、また警護する役目も担っているってことです』

　佳奈の反応に満足したのか、司会者はさらに続ける。

『たとえばですね、宮みや野の様が対戦相手である、クレイジーデストロイヤー様に攻こう撃げきをなさった場合、これは反則負けとなります。二対一は卑ひ怯きようですもんね。逆にクレイジーデストロイヤー様が宮野様を攻撃なさった場合も、同じく反則負けとなります。そのような事態を防ぐためにも、執行者の存在は大事になってくる、というわけなんですねー』

　彼女はこの場にいる全員に聞かせるように、ゆっくりと、はっきりした声で説明した。

　もちろん、笑顔は絶やさない。

『以上の説明で、お分かりいただけましたでしょうか？　まだ何か分からないことはありますでしょうか？』

　司会者はそう言って辺りを見回すが、誰だれからも反論は無い。

　それどころか、「いいぞーっ！」だの、「さっさと始めろーっ！」だのと、すでに大きな盛り上がりを見せている人たちさえいる。

　やっぱり、ここにいる観客はみんな、女の子の裸はだかを見るために来ているんだな。

　──僕だけじゃなく、宮野佳奈も、裸になるかもしれない。

　そのことを理解できたのなら、そりゃあ、盛り上がって当然か。

　佳奈の肢し体たいを、みんなの前に晒さらさせたくない。

　その気持ちを一層強くして、僕は目の前の対戦相手を見つめた。

『それではお二方、準備はよろしいですか？』

「いつでも」

　短く答え、僕は腰に差していた木刀を構える。

「……」

　クレイジーデストロイヤーも今までの説明に異論が無いらしく、無言でうなずいた。

　そして巨きよ大だいなハンマーを両手で持つと、全身から強い殺気を放つ。

『ではでは、いっちゃいますよ！　待った無しの、一本勝負！』

　司会者は僕たちから離れながら、片手を上げて大きな声で宣言した。

『デュエルスタート！』

「おおおおおおっ！」

　その言葉と同時に、クレイジーデストロイヤーは雄叫おたけびを上げてこちらに駆かけてくる。

　甲かつ冑ちゆうの戦士は走りながらハンマーを振ふり上げると、渾こん身しんの力で振り下ろしてきた。

「っ！」

　その攻こう撃げきを、僕は寸前でかわす。

　ハンマーは地面にめり込み、土つち煙けむりが激しく巻き上がった。

　……今の一いち撃げき、当たっていれば大ケガどころじゃ済まなかっただろうな。

　ということは、やっぱり、そういうことなのか？

「その武器を見たときから、もしかしてって思ってたけど」

　対戦相手をにらみつつ、僕は口を開く。

「あんた、勝つ気がないのか？」

　相手を負傷させたら反則負け。そんなルールがある戦いで、この甲冑の戦士は、明らかに僕の肉体にダメージを与えるつもりで攻撃を仕掛けてきた。

　衣服をどうにかしようだなんて、全く考えていない。

　僕の指し摘てきに、クレイジーデストロイヤーはハンマーを構え直すと、兜かぶと越ごしに答えた。

「だとしたら、なんだ？」

「えっ」

　その返事に、僕は思わず驚おどろきの言葉を漏もらす。

　彼女の声に、聞き覚えがあったからだ。

「……桐きり山やま京きよう華か。どうしてあんたが、ここにいるんだ？」

　そう。彼女はかつて宮みや野の家に乱入し、入学式でも一ひと騒そう動どうを起こした、あの桐山京華なんだ。

　兜の中にある顔は見えないが、僕が名を呼んでも否定しないのが、何よりの証しよう拠こだ。

「一回戦で、貴様と戦えるよう手配させる。それが、この試合に参加するために出した条件だ」

「えっ？」

「貴様と同じだ。私も宮野優ゆうに招待されて、ここへ来たのだ」

　淡たん々たんと語る彼女の表情は、ここからでは分からない。

　しかし、兜の隙すき間まからわずかに見える瞳ひとみは、暗く、そして鈍にぶく光っている。

　それにしても、僕と戦えるように手配させる、だって？

　ということは、この試合はランダムに決められたのではなく、仕組まれていたってことか？

「奴やつがなぜ、私を招待したのかは分からない。元々、何を考えているのか分からぬ奴だしな。しかし理由など、どうでもいいのだ。ルールも知らぬ。試合の勝敗も関係ない。貴様を叩たたきのめすことだけが、私の目的なのだから」

「……あんた、それでいいのか？　宮みや野の優ゆうとの決着をつけたいって言ってただろ？」

　それなのに、あの人の手のひらの上で泳がされて、思いっきり利用されてるじゃないか。

　僕の疑問に、京きよう華かは頭を振って答える。

「今は宮野優よりも、貴様への復ふく讐しゆうの方が先だ。そこから後のことなど、そのときになってから考えればいいだけだろう」

「……相変わらず、無茶苦茶な人だな」

　あまりにも刹せつ那な的てきな返事に、僕は反論する気も起きなくなる。

　いずれにせよ、こうして勝負の場に立った以上は、戦うしかない。

「言っておくけど、僕も負けるわけにはいかないんだ。手加減なんて、できないぞ」

「ほざけ。私の、この姿が見えないのか」

　京華は鎧よろいの胸の部分を手で叩たたき、金属のこすれ合う音を鳴らせた。

「これなら、あの奇き妙みような技も通用せんだろう」

「……」

　すでに勝ったかのようなその口調に、僕は無言で木刀を構える。

「二度もの屈くつ辱じよく、ここで晴らさせてもらうぞ！」

　叫さけぶなり、彼女は再び僕へと向かってきた。

「はああっ！」

　京華は先程と同じく、力のこもった一いち撃げきを振ふり下ろし、

「──落ちたな」

　だがその攻こう撃げきを、僕はあっさりとかわした。

　京華は二撃、三撃と、続けて打だ撃げきを繰くり出してくるが、その全すべてを僕は避よけきる。

　僕は何も、特別な技術を使っているわけじゃない。

　そもそも、京華の動きが、遅おそい。

　というか、あんな装備で、素早く動けるはずがないのだ。

　あの西洋風の甲かつ冑ちゆうが、いったい何キロあるのかは分からないけど、全身を覆っていることを考えると、総重量はかなりのものだろう。

　その上、両手持ちのハンマーなんて重い物を振り回してるんだ。

　そんな状態で、満足な動きなど出来るわけがない。

　だから僕が、彼女の攻撃を避けられるのも、当たり前のことではあるんだ。

　……もしも京華が、彼女本来のスタイルでこの場に立っていたのなら、まだ勝機はあったのかもしれないのに。

「復讐に心をとらわれ、自分の流りゆう儀ぎを捨てた時点で、あんたの負けだ」

　僕が彼女の攻撃を食らう可能性は、皆かい無むに等しい。

「だ、だとしたら、なんだ！」

　そのことを悟さとった京きよう華かは、それでもなお、諦あきらめる気配はない。

「貴様とて、この鎧よろいを斬きることなど出来まい！」

　声に焦あせりの色を混ぜつつも、まだ自分の優位を信じている様子である。

　確かに、あの甲かつ冑ちゆうの強度はかなり高いだろうな。

　どんな材質で作られているのかは分からないけど、こちらの武器は木刀だ。

　普ふ通つうに考えれば、斬れるわけがない。

　だけど、それはあくまで、普通に考えれば、だ。

　そして、脱だつ衣い剣けんは普通の剣術ではない。

「──いくぞ」

　つぶやくと同時に、僕は足を踏み出し、素早く木刀を一いつ閃せん。

「っ！」

　京華がよける間もなく、その一いち撃げきは彼女の右腕に当たる。

　瞬しゆん間かん、その腕を覆っていたガントレットが弾はじけ飛とんだ。

「なっ!?」

　京華は驚きよう愕がくの声を漏もらし、自分の腕を見つめる。

　──確かに、彼女の身に付けている甲冑の強度は高い。

　でも、どんなに頑がん丈じような防具であっても、『継ぎ目』は存在するんだ。

　そこを狙ねらえば、硬かたさなど関係ない！

「はあっ！」

　続けざまに、今度は左腕のガントレットを弾き飛ばす。

　斬ったのは、内側にある紐ひもの部分だ。

「き、貴様……、まさか、狙ってやっているのか!?」

「……」

　彼女の問いには答えず、僕は斬ざん撃げきを繰り返した。

　肩、足首、太ももと、次々に撃うち込み、京華の身を包む鎧を、少しずつ剝はがしていく。

「こ、この！」

　京華も僕に向かってハンマーを振り回してくるが、僕はそれを難なくかわす。そして彼女が体勢を崩くずしたところに、

「せいっ！」

　気合の声と共に、連続した斬撃を胴どう体たいへと加えた。

　京華の鎧はバラバラに崩れ落ち、そこからさらに、僕は連れん撃げきをヒットさせる。

　鎧の下に着ていた衣服が切きり裂さかれ、布の切きれ端はしが吹き飛ぶ。

「あっ……」

　京きよう華かは呆ほうけた声を上げ、自分の身体からだを見下ろす。

　彼女が身に付けている防具は、兜かぶとだけになっていた。

　衣服は、真っ白な下着のみ。

「……降参しろ」

　呆ぼう然ぜんとする京華に、僕は言葉をかける。

「もう、勝負はついた。これ以上、続ける意味はない」

　その言葉に、京華はピクリと肩を揺ゆらし、両手を下げた。

「私を、哀あわれんでいるのか？」

「そうじゃない。あんたの下着までは、斬きりたくないって言ってるんだ」

「……それが、哀れみだというのだ」

　つぶやくと、彼女は片手を頭にかけ、ゆっくりと兜を脱ぬぐ。その中からは、まっすぐこちらをにらむ、京華の顔が現れた。

　彼女のショートヘアは汗あせに濡ぬれているが、息は上がっておらず、表情も冷静そのものといった感じだ。

「……ふん」

　何を思ったのか、彼女は兜を投げ捨てると、両手でハンマーを持ち、

「おおおおっ！」

　気合の声と共に、地面に叩たたきつけた。

「えっ!?」

　驚おどろく僕の目の前で、京華は何度も何度も、ハンマーを叩きつける。

　やがて鈍にぶい音がしたかと思うと、ハンマーの柄は、根元からぽっきりと折れていた。

「……」

　そのことを確認するなり、彼女は僕の方へと向き直る。

　京華の手の中にあるのは、もはや木の棒とでも言うべき代しろ物ものだ。

　その棒を両手で持つと、彼女は無言で中段に構える。

　その瞳ひとみには、武人としての闘とう志しが燃え上がっていた。

「……」

　そんな彼女を見て、何も言わずに僕も構える。

　今の僕たちに、言葉など必要ない。

　緊きん張ちようした空気が、二人の周囲を包み込む。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、

「えああああああっ！」

　京華が足を踏み出した。

　彼女は両腕を振り上げ、頭上から僕に打ちこもうとする。

　しかしその寸前で京きよう華かは軌き道どうを変え、横よこ薙なぎに僕の胴どう体たいを狙ねらう。

　そのフェイントを読んでいた僕は、木刀で彼女の攻こう撃げきを受け止め、返す刀で一いつ閃せん、二閃。

　次の瞬しゆん間かん、京華のブラとパンツが、同時に宙を舞まった。

　彼女の全すべてが露あらわとなり、白い双丘が揺れる。

「あ、ああっ！　んんっ！」

　刹せつ那な、京華は顔を真っ赤に染め、両手で秘所を隠かくすと、その場にへたり込んだ。

「勝負あり！」

　同時に、審しん判ぱんが声を上げ、僕を指差す。

「勝者、進しん藤どうマコト！」

　その途と端たん、観客席からは大きな歓かん声せいが沸わき上あがった。

「っ！」

　その歓声が、『見られている』という事実を今いま更さらのように思い出させたのだろう。京華は身を縮こまらせ、目の端には涙さえ浮かべている。

「ん、くぅ……」

　羞しゆう恥ちにうつむく彼女を直視できなくて、僕は顔を背ける。

　これが、脱だつ衣い演えん舞ぶ。いや、アンドレスデュエルなんだ。

　敗者には過か酷こくな仕打ちが待っている。そのことは僕も、そして彼女も、充じゆう分ぶんに分かっていたはずじゃないか。

　一歩間違えれば、正反対な結果が待っていたのかもしれないんだ。今更、対戦相手に同情することなんて、何もないはずだろ？

「……」

　自分で自分に言い聞かせつつも、しかし僕はジャージの上着を脱ぬぐと、彼女の肩に、そっとかけてあげた。

「あっ……」

　京華は驚おどろきの声を漏もらし、こちらを見上げるが、僕はすぐに背を向ける。
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　──はっきり言って、桐きり山やま京華は無茶苦茶な性格をしていると思う。

　僕よりも年上なはずなのに、大人らしい落ち着きも感じられず、気性は激しく、正直、あまり関わり合いになりたくないタイプの人だ。

　それでも、彼女だって一人の女の子なんだ。

　その裸はだかを、見知らぬ人たちの目に晒さらさせておきたくはない。

　僕はそのまま、佳か奈なの元へと向かう。

「あ、あの」

　その背中に、京華が声をかけてきた。

　振り向くと、彼女は僕から目をそらし、口をもごもごさせる。

「そ、その、お前、結構、優しいんだ、な」

「えっ？　なんて？」

「ん、な、なんでもない」

　よく聞こえなかったので問い返すと、京きよう華かはさらに顔を赤らめた。

「？」

　疑問に首を傾かしげていると、黒スーツの女性が京華に近づいてきて、そっと囁ささやきかけた。

「桐きり山やま様、どうかこちらへ」

「……分かった」

　促うながされるまま、京華は立ち上がる。

　ジャージの上着で身体からだを覆おおいつつ、彼女は通用口へと歩いていく。

　途中、彼女は一度だけ、僕にチラリと視線を向けた。

　しかし結局何も言わず、その姿は通用口の向こうへと消えていった。

『はーい、というわけで、第一試合は進しん藤どうマコト様の勝利となりましたーっ！』

　京華の姿が見えなくなるなり、司会者の人が会場の中央まで駆かけ寄よってくる。

『いやー、白熱の試合でしたねー。進藤様、感想があれば、一言お願いしまーす！』

　にっこりと笑い、彼女は僕にマイクを突き付けてくる。

「……っ」

　そのあからさまな作り笑いにカッとなって、僕はつい、

「くそくらえ！」

　と言いそうになり、慌あわててノドの奥に飲み込んだ。

　ここで感情のままに発言したら、宮みや野の優ゆうの思おも惑わく通りになる気がしたんだ。

「ふぅ……」

　僕は一度、大きく深呼吸してから、マイクに向かって言った。

『武人としての魂たましいを持った、強敵でした。心から尊敬しています』

　言い終えると、再び大きな歓かん声せい。

　僕は頭を振って、歩みを進める。

「進しん藤どう君、だ、大だい丈じよう夫ぶ？　ケガとか、してない？」

　佳か奈なも僕のところへ駆かけ寄よってきて、不安げな眼まな差ざしでこちらを見上げた。

「うん、平気だよ。というか、ケガしてたら、僕の勝ちなわけだし」

「それは、そうかもしれないけど……」

　眉まゆをひそめる佳奈に、僕は微笑ほほえみかけた。

「心配してくれて、ありがとう」

「えっ!?」

　すると彼女は、頰ほおを朱しゆ色いろに染めて、慌てて目をそらした。

「いや、その、そういうのじゃなくて、だから、そ、そう、次の試合に支障が出ないかなって、それだけで……」

「──次の試合、か」

　佳奈の言葉に、僕は気持ちを引ひき締しめる。

「あっ……」

　その反応で、彼女も思い出したのか、緊きん張ちようした面持ちで会場の中央に目をやった。

　僕は近くにいた黒スーツの女性に、声をかける。

「次の試合、ここで見ていっていいかな？」

「どうぞ、ご自由に。ただし、試合の邪じや魔まだけはなさらぬよう、お願いします」

「ああ」

　承しよう諾だくを得た僕は、佳奈に目配せして、会場の隅すみっこへと移動する。

「……」

「……」

　二人して無言のまま、しばしの時を待っていると、

『それでは、ただいまより第二回戦を行いまーす！』

　司会者の大きな声が、会場に響ひびき渡わたった。

『まずは赤コーナー！　村むら雨さめ一いち羽は！』

　同時に、通用口の一つから、僕たちの見知った顔が現れる。

「一いち羽は……」

　思わずつぶやいた声が聞こえたのかどうか、それは分からないが、一羽は僕の姿を見つけると、にっこりと微笑ほほえんだ。

『続いて、青コーナー！　御み堂どう桜さくら子こ！』

　一羽の反対側から現れたのは、レイピアを手にしたショートヘアの女の子だ。

　脱だつ衣いフェンシング、か。

　僕はその参加者のことを知らないけれど、脱衣術には色んな流派があるからな。

　自分の記き憶おくに無い流派の人が参加していたとしても、おかしなことではない。

　そもそも、僕は今まで、対戦相手がどんな人かなんて、考えたことがなかったからなあ。

　ただ、戦って、勝つ。

　本当に、それだけの人生を送ってきたわけだし。

『ではでは、いっちゃいますよ！　待った無しの、一本勝負！』

　そんなことを考えているうちに、試合はもう始まろうとしていた。

　思い出にふけっている場合じゃない。

　観戦に集中しようと、会場の中央に視線を移した、その瞬しゆん間かん、

『デュエルスタート！』

　司会者の宣言と共に、一羽が駆かけた。

　彼女は背中に背負っていた槍やりを手に持つと、御堂桜子の側まで一気に走り寄る。

「っ！」

　突とつ然ぜんのことに驚おどろきつつも、桜子はレイピアを抜き放ち、鋭するどい突つきを放つ。

　だが、その攻こう撃げきが届かないギリギリの距離で一羽は急ブレーキ。桜子のリーチの外から、槍を振り下ろす。

「はあっ！」

　一羽はさらに、横よこ薙なぎに一いつ閃せん。その上、とどめとばかりに斜ななめ下からの切り上げを繰くり出だした。

「きゃあっ！」

　その怒ど濤とうの連続攻撃に、たまらず桜子は尻しり餅もちを突く。

　彼女の身体は、すでにボロボロだった。

　衣服は無残に切きり裂さかれ、残っているのはブラとパンツ、そしてソックスのみ。

　それはまさに、一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　かつて、一羽が僕に言った言葉を思い出す。

　負けるつもりはない、か。

　どうやら、口だけじゃないみたいだな。

「……もう少しやれると思っていたのですが、これは、ダメ、ですね」

　彼ひ我がの力量差を感じたのか、桜さくら子こは立ち上がると肩をすくめ、苦笑いを浮かべる。

「降参します。勝てる気がしません」

　レイピアを捨て、両手を上げて、ギブアップをアピールしたところで、審しん判ぱんが一いち羽はを指差した。

「勝者、村むら雨さめ一羽！」

　歓かん声せいを受けながら、一羽は僕に顔を向ける。

　彼女は親指を突き出すと、にっこりと笑った。

　──次の試合、僕は一羽と戦うことが決まったってことか。

「進しん藤どう君……」

　佳か奈なが僕の服の袖そでを、そっと摑つかんでくる。

「ん、大だい丈じよう夫ぶ」

　短く答えて、僕は少しだけ笑う。

　そう。勝つしかないんだ、勝つしか……。

「ん？」

　と、僕が心の中で葛かつ藤とうしていると、会場に変化が起きた。

　四方にある通用口から、それぞれ一人ずつ、仮面の執しつ行こう者しやが現れたのだ。

　彼女たちは素早く会場の中央へと駆かけ寄よると、御み堂どう桜子を取り囲む。

　それを見て、司会者の人が笑顔で告げた。

『さてさて、ここで「執しつ行こう」のお時間でーす！』

「……執行？」

　そのセリフに、僕の口から声が漏もれる。

　いったい、なんの執行だ？　試合はもう、終わったはずだろ？

　疑問に首を傾かしげる僕の前で、彼女は続ける。

『降参した方は執行者の手により、全ぜん裸らになってもらいまーす！』

「──な、なんだ、それは!?」

　司会者の発した言葉に、僕は思わず叫さけんでいた。

『降参したらそれで終わりっていうんじゃ、面白くないですからねー』

　僕の声に応えたわけではないだろうけど、彼女は観客たちに説明するかのように、ぐるりと周囲を見回す。

『なので、罰ばつゲームってわけじゃないんですが、ちょっとした余よ興きようを用意させてもらいました。これがアンドレスデュエルならではのお楽しみってことで、ご理解いただければと思いまーす』

「……そんなこと、招待状のルール説明には書いてなかったじゃないか！」

『あれ、そうでしたっけ？　それはどうも、ごめんなさい。何かの手違いがあったってことで、許してくださーい。てへへー』

　司会者はわざとらしく舌を出して、軽く頭を下げる。

　その横では、御み堂どう桜さくら子こが青ざめた顔で、自分を囲む執しつ行こう者しやを見つめていた。

　言うまでもないことだが、脱だつ衣い演えん舞ぶでは、降参すればそこで終わりだ。戦う意志の無い者に鞭むちを加えるなんて非道な真似、僕が知る限りではあり得ない。

　そして、御堂桜子はもう、戦意を失っている。

　これ以上、彼女が過か酷こくな仕打ちを受ける意味なんて無いはずだ。

　僕は『執行』をやめさせようとして、一歩、足を踏ふみ出だした。

　そんな僕の前に、黒スーツの女性が立ちふさがる。

「おやめください」

「どいてくれ。このまま見過ごすわけにはいかない」

「大会の進行を妨ぼう害がいすれば、反則負けになります。それでもよろしいのですか？」

「ぐっ……」

　反則負け、という一言に、僕は身体を硬こう直ちよくさせる。

　その瞬しゆん間かん、四人の執行者は手に持った刀を一いつ斉せいに振り下ろした。

「いやーんっ！」

　桜子の叫びと共に、布の切きれ端はしが舞まい踊おどる。

　彼女を包む物は失われ、その全すべてが、この場にいる全員の目に飛び込んできた。

「も、もう、お嫁よめにいけないよう……」

　熱ねつ狂きようの声と視線に晒さらされながら、桜子は身を縮こまらせる。

　くそっ、間に合わなかったか！

　なんて、なんてひどいことをするんだ！

　宮みや野の優ゆうは、いったい何を考えている？

　彼女は、何がしたい？

　これじゃあ本当に、ただの見せ物だ。

　こんなの、こんなの脱衣演舞じゃない。

　歯ぎしりする僕の元に、一羽が近づいてくる。

　彼女は僕の側まで来ると、ゆっくりと口を開いた。

「負けた奴やつのことを気にする余よ裕ゆうなんてあるのかい？」

「っ！　お前、そんな言い方──」

「覚かく悟ごを決めなよ。進藤は、あたしと戦うんだ」

　それだけを言って、一いち羽はは通用口の奥おくへと消えていく。

　そしてそのまま、振り返ろうともしなかった。

「……進藤君」

　僕たちのやり取りを黙だまって見つめていた佳か奈なは、静かに口を開く。

「控室に戻ろう？　ここにずっといたら、進しん藤どう君の心が蝕むしばまれちゃうよ」

　その瞳ひとみには、確かな意思が宿っている。

　……もしかしたら、佳奈に気を遣つかわせちゃったのかもしれないな。

　ダメだな、こんなんじゃ。僕が佳奈を、守るべき立場なのに。

　僕は頰ほおを軽く叩たたくと、佳奈に向かって言った。

「そうだね、戻ろうか」

「うん」

　お互いにうなずき合うと、黒スーツの女性が僕たちに近づいてきた。

「それではしばしの間、控室でお待ちください。時間になれば、またお呼びします」

　彼女の言葉に、僕はうなずく。

　招待状に書かれていた内容によれば、一回戦の全試合が終わり次第、すぐに二回戦が始まるとのこと。そしてその後の決勝戦は、また一週間後の日曜日に行われる、というスケジュールらしい。

　脱だつ衣い演えん舞ぶは心身を極度に疲ひ弊へいさせる競技だから、日程を分けたのは妥だ当とうな判断だと思う。

　せっかくの決勝戦が、疲れたせいでうっかりミスって反則負け、なんて結末は、誰だれも見たくないだろうし。

　まあ、決勝戦のことはともかく、今はまず、目の前の試合に備えないと、な。

　僕と佳奈は、暗い通用口を無言で歩いていった。

　その足取りは重く、まるでぬかるみにはまったかのような感覚が、僕の心を支配し続けていた。
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　控室に戻った後も、僕たちは何も言葉を交わさなかった。

　備え付けのベンチに座り、落ち着きなく視線をさまよわせるばかりだ。

　と、そんな僕たちのいる控室のドアを、誰かがノックする音が聞こえてきた。

　いったい誰だろう？

　疑問に思いつつも、僕はそのドアをゆっくりと開け、

「っ！」

　途と端たん、警けい戒かいの気持ちを強くした。

「邪じや魔まするぞ」

　ドアの前にいたその人物、桐きり山やま京きよう華かは僕たちを見ると、ゆっくりと部屋の中へと入ってきた。

　さっきまで全裸だった京きよう華かはすでに私服へと着替えており、そんな彼女を前に、緊きん張ちよう感かんを高めながらも、僕は尋たずねる。

「……なんの用だ？」

　すると彼女は、首を横に振った。

「安心しろ。もう、お前たちに危害を加えるつもりはない」

「えっ？」

　その言葉に、佳か奈ながキョトンとした顔を浮かべる。

　おそらく、予想外な言葉に驚おどろいているのだろう。そしてそれは、僕も同じだった。

　危害を加えるつもりはない？

　困こん惑わくする僕たちの前で、彼女は目をそらしながら、口を開く。

「だから、その……、い、今までの、詫わびを言いにきたのだ」

　そう言って京華は自分の頰ほおをかき、しかしすぐに頭を振って、佳奈の方を真正面から見つめた。

　そして彼女は、深々と頭を下げる。

「もちろん、そう簡単に許してもらえるとは思っていない。だが、それでも謝らせて欲しい。色々と、迷めい惑わくをかけてすまなかった」

　その声の響ひびきに、裏があるようには聞こえない。

　どんな心境の変化なのかは知らないけど、どうやら京華は本当に、謝りに来たみたいだ。

「……分かりました。桐きり山やまさんのお気持ち、受け取りました」

　佳奈は戸と惑まどいの表情を見せていたが、すぐに姿勢を整え、彼女も京華に向かって頭を下げた。

「それと」

　顔を上げた京華は、僕に目を向けると、さらに言葉を付け足した。

「進しん藤どうにも、礼を言いたくて、な」

　まるでそちらが本題であるかのような、真しん剣けん味みを帯びた口調である。

　僕に、礼を言いたい？　なぜだ？

　僕はまた、京華を人前で裸はだかにしてしまったんだぞ。

　恨うらまれることはあったとしても、礼を言われる理由なんて無いはずだ。

　疑問の眼まな差ざしを向けていると、彼女は頰を朱しゆ色いろに染めて、瞳ひとみを揺ゆらめかせる。

「その、お前、私に上着を、かけてくれただろ？」

「ん？　ああ、うん、確かにそうだけど。もしかして、そのことで？　そんなの、気にしなくてもいいのに」

「お、お前は気にしなくても、私は気にするんだ！　人としての仁義は通す性質なんだよ！」

　……仁義、か。

　桐山京華は無茶苦茶な性格をしている人だけど、試合を通して、彼女にも武人としての心が宿っていることは理解できた。

　だから多分、その言葉に偽いつわりはないのだろう。

　僕は彼女の言動を、信じることにした。

「……だから、ありがとう。その言葉だけは、伝えたかったんだ」

「うん」

　うなずくと、京きよう華かは僕たちからじりじりと遠のきながら、こちらに人差し指を突つき付ける。

「よ、よし。これでもう、貸し借り無しだからな！　お互い、これまでのことは言いっこ無しだぞ！」

「分かってるよ」

「た、ただ、勘かん違ちがいするなよ、進しん藤どうマコト！　私はお前への復ふく讐しゆうを、諦あきらめたわけではないのだからな！　も、もちろん、宮野優との決着もだ！　私は自らの力を高めるため、さらなる鍛たん錬れんに励はげむことにする！　次に会ったときには、覚かく悟ごしておくことだな！」

　言うだけを言うと、京華は逃げるようにして、僕たちの前から走り去っていった。

　残された僕たちは、呆ぼう然ぜんと立ち尽くすのみ。

　だけど、僕の胸の奥おくでは、安あん堵どの気持ちが芽生えていた。

　一つの問題が、ひとまずは解決したであろうという、確かな実感があったからだ。

　もしかしたら桐きり山やま京華は、これから先もよく分からない難なん癖くせをつけてくるかもしれない。

　でもその気持ちには、まっすぐに応えてやりたいと、思わずにはいられなかった。

「……僕も、話しておくべきかもしれないな」

「進藤、君？」

　自然と漏もれたつぶやきに、佳か奈ながこちらを見上げてくる。

　僕は佳奈に向かって、はっきりとした口調で、言った。

「行ってみるよ、一いち羽はのところに。ちゃんと、話し合うために」







　そんなわけで、僕と佳奈は、一羽の控ひかえ室しつ前まで来ていた。

「再度、申し上げます。なんらかの不正行為に及およんだと当方が判断した場合、即そく座ざに反則負けとなりますので、くれぐれもご注意を」

　ここまで案内してくれた黒スーツの女性が、僕たちに向かってそんな言葉を口にする。

　一羽と話がしたいと彼女に伝えたときにも、同じことを言われたなあ。だけど、彼女自身は控室の中にまで入ってくるつもりはないらしい。

　多分、どの部屋も隠かくしカメラか何かで監かん視しされているんだろうな。こっちは不正なんてするつもりはないから、気にしなくてもいいんだろうけどさ。

「分かってるって。ちょっと話をするだけだよ」

　答えつつ、僕は大きく息を吐はき、部屋のドアをノックした。

「どうぞー、開いてるよー」

　すると、中からは軽快な声が返ってくる。

　僕は佳か奈なと顔を見合わせてから、ゆっくりとドアを開いた。

「おお、進しん藤どうと宮みや野のか。どうしたんだ？」

　備え付けの椅い子すに腰かけていた一羽は、僕たちの姿を見るなり、笑顔で手を振ってきた。

　どうしたんだ、じゃないよ、まったく。

　小さくため息を漏もらしつつ、僕は口を開く。

「一いち羽は、お前、分かってるのか？」

「分かってるって、何が？」

　僕の問いに、しかし彼女は、キョトンとした顔で尋たずね返してくる。

「とぼけるなよ。僕と一羽が、戦わなきゃいけないってことだよ」

「なんだ、そんなことか。そんなの当たり前じゃん。あたしも進藤も、共に勝ち上がったんだからさ」

「……分かっているのに、そんな平然としていられるのか」

「平然としてるつもりはないよ。ただ、今はまだ休きゆう憩けい中ちゆうだから、なるべくリラックスしておこうと思ってるだけさ。試合が始まれば、お互いに敵同士、だけどね」

「敵？　敵だって？」

　彼女の口から出てきた言葉に、僕は呆ぼう然ぜんとする。

　一羽はそんなふうに考えていたのか。

「…………先週の日曜日のこと、覚えてるか？」

　拳こぶしを握にぎり締しめながら、僕はノドの奥から、無理やり言葉を絞しぼり出だす。

　頭に浮かぶのは、僕と一羽と佳奈の三人で過ごした、慌あわただしい一日のことだ。

「うん、覚えてるけど、それがどうかしたの？」

「あの日、君と一いつ緒しよに遊び回って、僕は楽しかったんだ」

「うん、だから、何？」

「僕は君のことを、友達だと思っている。敵なんかじゃない、友達だ。……友達とは、戦いたくない」

　そう。一羽は敵なんかじゃない。僕にとっては、友達なんだ。

　そんな相手と戦うことになったんだ。躊躇ためらいを覚えて当然じゃないか。

「──そんな気持ちで、あたしに勝つつもりなのか？」

　一羽も僕と同じ感情を抱いだいている。そういった淡あわい期待にすがりたかったんだけれど、どうやらそれは、こちらの勝手な願望のようだった。

「言っただろ？　進藤と戦うことが、あたしの夢だったって」

　彼女は僕に、冷たい視線を向けてくる。

「あたしは絶対に、手を抜ぬかない。生半可な気持ちで、勝てるとは思わないことだね」

　その表情は真面目そのもので、一切の冗じよう談だんが通じそうにない様子である。

「……一いち羽ははあくまでも、脱だつ衣い剣けん士しとしての僕を求めているってことか」

　僕の問いに、彼女は無言で頷うなずく。

「だけど一羽、分かってるんだろ？　どうして僕が、失しつ踪そうしたのか。なぜ、実家を出て、ここにいるのか」

「……そんなの、分からないよ」

「僕はもう、本当なら誰だれにも剣を向けたくないんだ。ましてや友達と戦うなんて──」

「分からないよ！　分かりたくもない！」

　僕の言葉を遮さえぎり、一羽は叫ぶ。

　その目は固く閉じられ、感情を抑おさえ込こもうとしているかのようだ。

　突とつ然ぜんのことに驚おどろく僕の前で、彼女はゆっくりと、言葉を紡つむいだ。

「……進しん藤どうは、覚えてなくて当然だよな」

「えっ？」

「あたしは小さい頃ころに、進藤と会ったことがあるんだよ」

　──それは今から七年も前のこと。

　その頃の一羽はまだ本格的な脱衣術を学んでおらず、あくまでも見学として、脱衣演舞の場に参席していたらしい。

　そのときに彼女は、僕の戦う姿を見ていたのだそうだ。

「親の陰かげに隠かくれるようにして、観戦していたからね。進藤の記き憶おくに無くて当たり前と言えば、当たり前なんだ」

　一羽は肩をすくめ、寂さびしげな笑みを浮かべる。

「その日の脱衣演舞が終わり、家に帰ってから、進藤があたしと同い年だって知らされてね、心から驚いたよ。あの年ねん齢れいで勝負の場に立っている奴やつなんて、同年代では進藤くらいだったからさ。……それ以来、進藤はあたしの憧あこがれなんだよ」

「一羽……」

　ぽつぽつと語る彼女の言葉に、僕は何も言ってやれない。

「なんか、恥ずかしいな。こんなこと、話すつもりは無かったのに、あははっ」

　照れた笑みを浮かべながら、一羽は僕をまっすぐに見み据すえる。

「あたしにはあたしの、戦う理由がある。進藤にもあるんだろ？　あたしと同じように、戦う理由が」

「……ああ」

　彼女の問いに、僕は深く頷いた。

「じゃあやっぱり、これ以上話し合うことなんて無いじゃないか。お互いに、全力を尽つくす。それだけだろ？」

「ん……」

　笑顔で問われ、僕は返答に詰つまる。

　一いち羽はにかける言葉が、まるで思い浮かばなかったんだ。

「……また、後でな」

　僕はその一言をノドの奥から無理やり絞しぼり出だし、彼女に背を向ける。

「うん。試合、楽しみにしてるよ」

　背後からの声を受け、僕は控ひかえ室しつを後にした。

　楽しみにしてる、か。

　重い足取りで、僕は歩を進める。

「進しん藤どう君……」

　そんな僕の背中に、誰だれかが声をかけてくる。

　振り返ると、佳か奈なが不安げな顔でこちらを見つめていた。

　一羽とのやり取りを黙って見守っていた彼女は、僕の側まで駆かけ寄よってくると、何も言わずにこちらを見上げる。

「……大だい丈じよう夫ぶ。僕だって、負けるつもりはないよ」

　佳奈を安心させるため、僕は無理やり笑顔を作った。

　そう。僕はもう、戦うしかない。

　戦って、勝つしかないんだ。

「……うん」

　僕の気持ちが、どれくらい佳奈に伝わったのかは分からない。

　だけど、彼女は小さくうなずいて、服の袖そでをそっと握にぎった。

「わたしも、村むら雨さめさんのことは友達だと思ってるよ？　……でも、わたしも勝ちたい。勝って、お姉ちゃんと話し合いたい。だから……」

　言葉を詰まらせ、佳奈はうつむく。

　──彼女が抱いだいている気持ちを、わがままだと非難する人は、多分いると思う。

　その声を否定することは、誰にも出来ない。

　だけど、僕は佳奈のボディーガードだ。

　何があっても、僕だけは彼女の味方でなくちゃいけない。

　だから僕は、佳奈の手をそっと握にぎった。

　もしかしたらそれは、自分自身の不安な心を紛まぎらわすための行為だったのかもしれない。

「……」

　しかし佳奈は拒こばむことなく、僕の手を握り返してくれた。

　そのまましばらくの間、僕たちは廊ろう下かの隅すみで、じっと佇たたずんでいた。







　それから数刻の後、僕と佳か奈なは再び、暗い通用口を歩いていた。

　一回戦の試合が全すべて終了し、いよいよ二回戦が始まろうとしていたのだ。

　僕たちの服装はさっきまでと同じく、ジャージ姿にセーラー服という格好である。

「あの、さ……」

　会場へと向かう道すがら、僕は佳奈に声をかける。

「ん、何？」

「……なんでもない」

　だけど、何を言えばいいのか自分でも分からず、すぐに口を閉ざした。

　思考がまとまらない。

　まるで集中できていないまま、僕は会場の光を浴びる。

『さあ、皆様お待たせしました！　これよりアンドレスデュエルの、第二回戦を行いまーす！』

　その瞬しゆん間かん、司会者の声と、観客の歓かん声せいが同時に飛び込んできた。

『この試合に勝った選手は、決勝戦に進出となりまーす！　両名とも、全力を出して頑がん張ばってもらいたいものですねーっ！』

　軽快な口調で、彼女は僕に手を向ける。

『それでは、いってみましょうか！　赤コーナー、宮みや野の佳奈、及および進しん藤どうマコト！』

　その声と共に、僕にスポットライトが当たった。

　司会者はそのままぐるぐると腕を回すと、反対方向を指差し、さらに続ける。

『青コーナー、村むら雨さめ一いち羽は！』

　その先にいるのは、クラスメイトの村雨一羽だ。

　彼女も一回戦と同様、緋ひ袴ばかまと白い上着という格好をしており、長い槍やりを背中に抱えている。

　一羽はまっすぐに、僕を見つめていた。

　その表情は真しん剣けんそのもので、僕はその顔を正視できなくて、思わず目をそらす。

『ではでは、二人とも準備はいいですか？　いいですね？　始めちゃいますよ!?』

　僕たちが会場の中央まで歩み寄ったとき、司会者は元気いっぱいな声で、宣言した。

『デュエルスタート！』

　刹せつ那な、前方からすさまじい殺気を感じて、僕は目を見開く。

　真正面に視線を移したまさにそのとき、一羽の繰くり出だした槍が、僕の眼前まで迫せまっていた。

「くっ！」

　その一いち撃げきを、僕は寸前でかわすが、槍の穂ほ先さきは左肩をかすめる。ジャージの肩の部分が破れ、地面に舞い落ちた。

「ん、んんっ！」

　同時に、背後から苦く悶もんの声が響ひびく。

　反射的に振り向くと、仮面の執しつ行こう者しやが振り下ろした、刃のきらめきが目に飛び込んだ。

　その側では、佳か奈なの左肩が切きり裂さかれ、白い柔やわ肌はだがむき出しになっている。

　破れた衣服の隙すき間まからは、ブラの肩かた紐ひもが見え隠かくれしていて、彼女はその部分をかばうようにして、右手で肩を押さえた。

「少しは目が覚めたかい？」

「っ！」

　と、一いち羽はの低い声が耳に届き、僕は我に返る。

「本気で来いよ、進しん藤どう」

　彼女は冷れい徹てつな目で、こちらをにらんでいた。

　普ふ段だんの明るい笑顔とはまるで違う、戦う者としての表情だ。

「進藤君！」

　さらに背後からは、佳奈の叫びが聞こえてきた。

「わたしのことはいいから、試合に集中して！」

　──その声で、僕の意識は完全に覚かく醒せいする。

　そうだ、呆ほうけている場合じゃない。

　僕が敗北するということは、すなわち佳奈が全裸になるということなんだ。

　それなのに、佳奈にまで気を遣つかわせて、何をやってるんだ、僕は。

　一羽の実力は確かだ。気を抜ぬいたままで、勝てるわけがないじゃないか。

　僕は自分の頰ほおを叩たたき、頭を激しく横に振った。

　そして、木刀を両手で持ち、まっすぐに一羽を見み据すえる。

「そうだ、それでいい」

　そんな僕を見て、彼女はにやりと微笑ほほえみ、中段に槍やりを構えた。

「あたしをがっかりさせないでくれよ！」

　気合の言葉と共に、一羽は槍を突き出した。

　僕はその攻こう撃げきを大きくよけながら、右手を振り抜く。

　手に持っていた木刀は一羽の右腕に当たり、彼女の服の袖そでが大きく引ひき裂さかれた。

「……っ！」

　むき出しになった右腕を見て、一羽は驚おどろきつつも、

「……やるね。それでこそ、進藤マコトだ」

　そう言って彼女は、楽しげな笑みを浮かべる。

　……一羽は僕と戦うのが、夢だと言っていた。

　だったら、その願いに全力で応えてやるのが、今の僕にできる、最良の選せん択たくなのだろう。

　一いち羽はに向かって、僕は静かに口を開く。

「──恨うらむなよ」

「そっちこそ！」

　そのセリフを皮切りに、僕たちは激しく斬きり結むすんだ。

　一羽の攻こう撃げきは苛か烈れつだった。

　長いリーチを生かし、僕の間合いの外から、突きを繰くり返かえす。

　しかし、リーチが長いということは、それだけ得物が大きく、重いということも意味する。

　つまり、武器を振るう際には、どうしても隙すきが生じるわけだ。

　僕はその隙を突いて、一羽にコンパクトな斬ざん撃げきを加える。

　与えるダメージは少ないものの、僕は少しずつ、彼女の衣服を切り刻んでいった。

　もちろん、こっちだって無傷というわけにはいかない。

　一羽の攻撃は鋭するどく、そのいくつかは僕に当たり、その都度、衣服は弾はじけ飛とぶ。

「ひゃうっ！　ふぅんっ！」

　僕が攻撃を受けるたびに、背後からは佳か奈なの悲鳴が上がる。

　しかし、そのことに気を配る暇ひまなんてない。少しでも隙を見せれば、致ち命めい的てきな一いち撃げきをもらいかねないからだ。

「はあっ！」

　いくつもの攻こう防ぼうを繰り返した後、僕は一羽の胴どう体たいに斬撃を繰り出す。

「っ！」

　刹せつ那な、彼女のブラが切きり裂さかれ、ふわりと地面に落ちた。

　一羽は慌あわてて、自分の胸に片手を当てる。

　この時点で、僕たちはお互いに、上半身が裸はだかになっていた。

　当然、僕の背後にいる佳奈も、仮面の執しつ行こう者しやによる『執しつ行こう』を受けている。その白い肌はだを、見知らぬ人たちの前に晒さらされたまま、彼女は両手で胸を押さえ、静かにこちらを見守っていた。

　戦せん況きようはほぼ互角。ただ、現時点で不利なのは、どちらかというと一羽の方だった。

　下半身へのダメージが、僕以上に大きいからだ。

　彼女の足はすでに裸足はだしの状態で、裾すそもボロボロ。あとはその袴はかまをどうにかすれば、といった状じよう況きようである。

「……」

　その現状をどう受け止めたのかは分からないが、一羽は自分の胸元に目をやると、

「よし」

　おもむろに手を離し、両手で槍やりを握にぎり締しめた。

「なっ！」

　その行動に、僕は思わず声を漏もらす。

　一いち羽はのたわわな胸が露あらわになり、観客たちは大きな歓かん声せいと視線を彼女に注いだ。

　眼前に広がる光景に、僕の頰ほおは熱くなる。

「お、お前、ちょっとは隠かくせよ！」

　慌てて僕は叫さけぶが、一羽は開き直った表情で口を開いた。

「そんな余よ裕ゆうなんてないさ。今、目の前のいるのは、あの進しん藤どうマコトなんだから。片手で勝てる相手なんかじゃない」

「ん、く……」

　その返事に、僕はそれ以上の言葉を紡つむげず、彼女を直視する。

　できれば、目をそらしたい。そらしたいけど、でも、そんな隙すきを見せたら、一羽は即そく座ざに、僕に斬きりかかってくるだろう。

　改めて思い知らされる。これが、脱だつ衣い演えん舞ぶなんだ、と。

　対戦相手が肌はだをさらけ出していても、顔を背けることすらできないのだ。

　あまりにも過か酷こくすぎるその事実に、僕は戦せん慄りつせずにはいられなかった。

「……もう、終わらせよう」

　これ以上、佳か奈なと、そして一羽を、周囲の視線に晒さらさせておきたくはなかった。

　だから僕は、木刀を両手に持ち、彼女の元へ、一気に詰つめ寄よった。

　こちらの動きに合わせて、一羽も槍やりを突き出す。

　しかし、僕はその穂ほ先さきを弾はじき、がら空きになった胴どう体たいへ、木刀を一いつ閃せんさせた。

「せいっ！」

　それは、一いち撃げきで勝敗を決しようとする、強い斬ざん撃げき。

　当たりさえすれば、一羽の衣服は全すべて切きり裂さかれ、僕の勝利は確定していたんだと思う。

　だけど、今まで以上に気持ちを乗せて、強く力を込めていたせいだろう。

　その振ふり幅はばは、さっきまでよりも少しばかり、大きかったのかもしれない。

　その隙を、一羽は見逃さなかった。

「──んあああああっ！」

　それは、一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　彼女は叫びと共に、両腕を大きく開く。

　すると、彼女が持っていた槍は、二つに分断された。

　──あらゆる武道には、『奥おくの手て』が存在する。

　そしておそらく、村むら雨さめ流脱だつ衣い槍そう術じゆつにおける奥の手が、『それ』だったのだろう。

　一羽の槍は、折れたわけではない。

　彼女が左手に持つ、柄えだけとなった部分。その先には、細長く鋭するどい刃が生えていたのだから。

　つまり彼女が持つ槍は、元々二本に分かれる構造の、仕込み槍だったんだ。

「はあああっ！」

　彼女は叫さけぶと、僕の持つ木刀に向けて、両手の槍やりを交差させる。

　次の瞬しゆん間かん、木刀は真っ二つに切きり裂さかれていた。

　その切っ先は宙を舞まい、僕たちから遠く離れた地面へ転がり落ちる。

「っ!?」

　反射的に僕は大きく飛とび退のき、一いち羽はとの距離を取る。

「は、ははっ！　勝った、勝ったぞ！」

　その様子を見届けた一羽は、歓喜の声を上げた。

「さすがの進しん藤どうマコトも、武器がなければ何もできないだろ！」

　喜び勇み、彼女は口元を大きく緩ゆるめる。

「……」

　確かに彼女の言う通り、傍はたから見れば、勝敗はほとんど決したようなものだろう。

　武器を失った僕を、一羽が切り刻むだけ。それ以外の結末を思い浮かべるのは困難だ。

　しかし僕は、きわめて冷静に彼女を見つめた。

「……まだだ」

「──えっ？」

「僕はまだ、降参してないぞ」

　そしてそう告げて、ゆっくりと、折れた木刀を構える。

「……なるほど」

　そんな僕を見て、一羽は笑みを消し去り、まっすぐにこちらを見つめた。

「最後まで足搔あがくってわけか。いいよ、それでこそあたしが憧あこがれた、進藤マコトだよ」

　そう言って彼女は再び笑みを浮かべ、二本の槍を構えた。

「一羽」

　自信に満ちた表情の一羽に、僕は声をかける。

「君と戦えて、よかったよ」

「あたしもだよ」

　静せい寂じやくは一いつ瞬しゆん。

　僕たちは同時に足を踏み出し、

「せああっ！」

　先に攻こう撃げきを繰くり出したのは、一羽の方だった。

　彼女は二つに分けた槍を、交互に突き出してくる。

　まず迫せまってきたのは、左手の槍。

　僕はそれを、大きく避よける。

　続いて目の前まで近付いてきた右手の槍を、紙一重でかわし、

「えああっ！」

　折れた木刀で、無理やり打ち払った。

「えっ……!?」

　たまらず一いち羽はは右手の槍やりをその場に落とし、目を丸くする。

「ふんっ！」

　続けざまに、僕は木刀を彼女目がけて投げつけた。

　弧こを描いて飛んだそれは、一羽が左手に持つ槍へヒット。

　手を弾はじかれながら、彼女は左手の槍も取り落とす。

「あっ……」

　一羽はバンザイするような格好で、その両手は空になっていた。

　わずかにできたその隙すきを、僕は見逃さない。

　彼女を見み据すえ、右の手のひらを広げる。

　──村むら雨さめ一羽に『奥おくの手て』があるように、僕にだって、いざというときのための、切り札はあるんだ。

　進しん藤どう流脱だつ衣い剣けん術じゆつは、武器をなくしたらそれで終わりという、やわな流派ではない！

「うおおおおおおおおっ！」

　叫さけびと共に、僕は右手を突つき出だす。その指先は、まっすぐに揃そろえられている。

　武器が無いのなら、自らの腕を刃として扱あつかえばいいだけのこと。

　一羽の胴どう体たいを目がけて、右腕を一いつ閃せん。

　彼女とすれ違うようにして、その背後へと駆かけ抜ぬけた。

　一いつ瞬しゆん、まるで時間が止まったかのように、会場が静まり返る。

　その静けさの中、僕はゆっくりと振り返って、つぶやく。

「秘技・手しゆ刀とうの極きわみ」

　刹せつ那な、彼女を覆おおっていた緋ひ色いろの袴はかまが、盛大に弾はじけ飛とんだ。

　同時に、一羽にとって最後となる砦とりでも。

「……」

　一羽は呆ぼう然ぜんと、その場に立ち尽くす。視線は定まらず、何も見えていないかのようだ。

　と、僕の頭の上に、布切れの一部がヒラヒラと舞い落ちてきた。

　右手で摑つかみ、目の前に持ってくる。

　それは、彼女が履いていた、縞しま模も様ようのパンツだった。

「勝者、進藤マコト！」

　一羽が全ぜん裸らであることを確認した審しん判ぱんは、大きな声で宣言した。

「──っ」

　その声を聞いた瞬しゆん間かん、一羽は力なくヒザをつき、両手も地面につけた。

　周囲からは、盛大な拍はく手しゆと歓かん声せい。そして、いくつもの視線が彼女に注がれる。

「……すまない」

　なるべく一いち羽はの身体からだを見ないようにしながら、僕は口を開いた。

「せめて、パンツだけは残したかった。だけど、そんな加減をする余よ裕ゆうなんてなかったんだ。勝つためには、こうするしかなかった。許してくれ」

「……いいんだ」

　僕の言葉に、一羽は首を横に振る。

「加減できなかったってことは、あたしなんかに全力を出してくれたってことだろ？」

「ああ、それは、そうだけど」

「だったら、いいさ。これが、勝負の結果だよ」

　そう言って一羽は、寂さびしげな笑みを浮かべる。

「それに、パンツだけ残してどうすんのさ。あたしは降参なんてしないし、したとしても、敗者は『執しつ行こう』されるんだろ？」

「あんな罰ばつゲームみたいな仕打ち、無理やりにでもやめさせるつもりだったよ。もう、勝負はついたんだってな。だから、僕は……」

「もういい、いいんだって」

　なおも言葉を重ねようとする僕を、一羽は制止して、うつむく。

　その瞬しゆん間かん、彼女の目の端から一いつ滴てき、小さな雫しずくがこぼれた。

「くっ……」

　僕は思わず、拳こぶしを握にぎり締しめる。

　せめて、上着でもかけてやれればいいのだけど、僕は今、半はん裸らの状態だ。

　何もしてやれない。

　友達がつらい目に遭あっているときに、僕は何もしてやれないんだ。

「村むら雨さめさん……」

　そのとき、背後から佳か奈なが近づいてきた。

　彼女は両手で胸元を押さえたまま、不安そうな顔で一羽を見下ろす。

「っ！」

　佳奈の声に反応して、一羽は目元を手で拭ぬぐうと、顔を上げて口元をつり上げた。

「あ、あははっ。負けちゃった。決勝進出、おめでとう」

「……」

　それは、明らかに作り笑いで、佳奈は無理するなとばかりに、首を横に振る。

　そして目に決意の色を宿らせると、僕を見上げて、頰ほおを赤く染めた。

「進しん藤どう君、ちょっと、あっち向いてて」

「えっ、どうして？」

「いいから、あっち向いてて！」

「は、はい！」

　強い口調で言われ、僕は反射的に背筋を伸ばし、回れ右した。

「ん……」

　背後にいる佳か奈なが、ためらうような息を漏もらす。

「み、宮みや野の！」

　その直後、一いち羽はが驚おどろきの声を上げた。

　何かあったのかと、思わず振り向き、

「──っ！」

　声にならない声を上げ、目を見開く。

　佳奈が、パンツを脱ぬいでいたからだ。

　可愛かわいらしい猫の絵え柄がらがプリントされたそれを、彼女は一羽の前に差し出す。

「これ……、わたしのでよかったら、使って」

「宮野、お前……」

「わたしは、ほら、まだスカートがあるから、大だい丈じよう夫ぶ。だから、ね？」

「……ありがとう」

　一羽は柔やわらかい笑みを浮かべると、佳奈のパンツを受け取った。
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　彼女は立ち上がり、そのパンツを自分の足に通す。

「よし」

　パンツを履はき終えた一羽は、晴れやかな顔で僕たちを見た。

「優勝しろよな」

　その言葉に、僕が無言でうなずくと、彼女は背を向け、通用口へと向かう。

　一いち羽ははまっすぐに背を伸ばして、堂々と歩いていった。

　何も恥じることなんてないと語る、誇ほこりに満ちたその背中を、僕たちは静かに見守る。

　会場は、拍はく手しゆに包まれていた。

　それはまるで、僕たちの友情を称たたえる、祝福の嵐あらしみたいだった。







　感かん慨がいに耽ひたっていられる時間は、それほど長くはなかった。

　もう一つの試合が、すぐに始まろうとしていたからだ。

「宮みや野の様、進しん藤どう様、どうかあちらへ」

　黒スーツの人に、会場の隅すみへと移動するように言われ、僕たちは場所を移す。

『赤コーナー、伊い賀が乃の八や雲くも！』

　そうこうしているうちに、参加者の一人が名を呼ばれ、会場へと入ってきた。

　全身を忍しのび装しよう束ぞくで包んだ脱だつ衣いニンジャ、伊賀乃八雲。

　その姿を確認してから、僕は佳か奈なに声をかける。

「佳奈、僕はここで試合を観戦していくよ。勝った相手とは次に戦うわけだし。でも佳奈は、控ひかえ室しつに戻っておいた方がいいと思う。……その、佳奈の服、ボロボロだから」

「あっ……」

　僕の言葉に、佳奈は自分の身体からだに目をやり、顔を赤らめる。

　彼女は両手で胸元を隠かくしてはいるが、それでも上半身のほとんどが、衆しゆう目もくに晒さらされていることには変わりない。実際、周囲からはいくつもの視線がこちらに向けられているのをひしひしと感じる。

「ん……」

　佳奈はうつむき、瞳ひとみを揺ゆらせていたが、しかしすぐに首を横に振ふり、顔を上げた。

「わたしも、ここで見るよ」

「えっ、でも……」

「わたしだって、参加者だもん。この大会の参加者の一人として、一試合でも多く、目に焼き付けておきたいの。そうすることで、ここにいるみんなの想いに応えることになるんじゃないかなって、思うから」

「……そっか」

　そこまで言われたら、何も言い返せない。

　僕は黙だまって会場の中央へと視線を移した。

『青コーナー、ケンドーマスター！』

　伊い賀が乃の八や雲くもに続いて現れたのは、剣道の防具を身に付けた、小こ柄がらな女の子だ。

『それではお二方、準備はよろしいですか？　ではでは、いっちゃいますよ！　待った無しの、一本勝負！』

　脱だつ衣いニンジャと、謎なぞのブシドー少女が対たい峙じする中、司会者が軽快な口調で試合を進行させる。

『デュエルスタート！』

　試合開始の宣言と共に、両者の壮そう絶ぜつな戦いが始まった。

　一見すると、試合は伊賀乃八雲が優勢のようだった。

　彼女の武器は短刀だ。リーチは短いが、動作の一つひとつが機き敏びんで、手数の多さを生かして、ケンドーマスターを素早く攻せめ立てている。

　ケンドーマスターは防戦一方。傍はた目めには、そう映っていたことだろう。

　伊賀乃八雲は僕が一回戦でやったのと同じように、ケンドーマスターの防具の、『継つぎ目め』を狙ねらって攻こう撃げきを繰り返していた。

　しかしケンドーマスターは、八雲の攻撃が当たる寸前で身体からだをずらし、急所へのダメージをかわしているのだ。

　そのおかげか、防具の表面を傷つけられるだけで、まだ致命的な攻撃は受けていない。

　一方で、彼女は八雲のわずか隙すきを突つき、小さいながらも着実にダメージを与えていく。

「……」

　やがて、ケンドーマスターが無言で八雲の身体を切きり裂さき、

「ぐうっ！」

　苦く悶もんの声を漏もらし、彼女を包んでいた衣服が全すべて弾はじけ飛とび、勝敗は決した。

『勝者、ケンドーマスター！』

　審しん判ぱんの宣言と共に、観客席からは拍はく手しゆと歓かん声せいが巻き起こる。

『さてさて、ついに決勝戦の組み合わせが決まりましたねーっ！』

　会場全体が盛り上がる中、司会者が笑顔で中央へと歩み寄ってきた。

『ここで主しゆ催さい者しやである宮みや野の優ゆう様より、両選手に対して、何かお言葉があるそうでーす！』

　と、そのセリフに、隣となりにいる佳か奈ながわずかに肩を揺ゆらせる。

　宮野優が、ここに来るのか？

『ケンドーマスター様は、どうかこのままで。宮野佳奈様と、進しん藤どうマコト様は、どうかこちらへお越しくださいませーっ！』

「佳奈……」

「う、うん」

　名を呼ばれた僕たちはうなずき合い、中央へと歩を進める。

　決勝戦の対戦相手、ケンドーマスターと間近で向き合ったところで、司会者は言葉を続けた。

『ではでは、宮みや野の優ゆう様、どうぞーっ！』

　彼女は通用口の一つに向かって、手を差し出す。

　その先から、宮野優が姿を現した。

　彼女は口元に笑みを浮かべており、その足取りは軽い。

　おまけに観客席に手を振ったりなんかして、ずいぶんとご機き嫌げんな様子だ。

　宮野優は司会者からマイクを受け取ると、こちらに顔を向けた。

『両名とも、よく勝ち上がってきたな！　その健けん闘とうを、心から称たたえたい！』

　尊大に言い放つなり、彼女は僕に視線を送ってくる。

『決勝戦へ向けて、何か言いたいこともあるだろう。コメントでも述べてみたらどうだ？』

　そう言って宮野優は、僕にマイクを投げて寄こす。

「っと」

　放り投げられたマイクを空中で受け取ると、彼女はさらに笑みを大きくした。

　なんだよ、マイクパフォーマンスでもしろってか？

　宮野優に対してなら、言いたいことがたくさんあるんだけど、でも、今この場で求められているのは、そういうことじゃないんだろうな。

　僕は自分の気持ちを頭の隅すみっこに追いやって、ケンドーマスターを見つめた。

　改めて見てみると、その小こ柄がらな体格が目につく。

　背せ丈たけは佳か奈なよりも低いくらいで、そんな彼女に向かって、僕は口を開く。

『試合、見ていたよ。お世辞でもなんでもなく、君には脱だつ衣い術じゆつを扱あつかう、素質があると思う』

「……」

　ケンドーマスターは無言のまま、こちらをじっと見つめている。

『だけど、見ていれば分かるよ。君は、君が本来扱っている「型」を崩くずして、無理して戦っているだろ？』

　そう。それは僕が試合を観戦していて感じたことだ。

　彼女は無理をしている。

　きっと彼女本来の流派は、剣道の防具を着て戦うようなものではないのだろう。

　それなのに、慣れない装備で戦っているせいで、動作の端はし々ばしに、不自然な隙すきが生じているんだ。

　それでも試合に勝てるんだから、大したものだとは思うけど、そのやり方が僕にも通用すると考えているのなら、それは間違いだ。

『悪いが、そんな戦い方じゃ、僕には勝てないよ』

　僕の言葉に、観客は大きなため息を漏もらす。

　自信過か剰じような物言い。そう受け取られてもおかしくはない発言である。

　だけど、これは脱だつ衣い術じゆつに関わる一人の人間として、客観的に判断した、冷静な分ぶん析せきだ。

　このまま戦えば、まず間違いなく、彼女に勝利は訪れない。

　もちろん、それで僕が優勝できるのなら、儲もうけものなんだろう。

　でも、戦う以上はお互いに全力で、ぶつかり合いたい。それが、今の僕の心境だ。

　京きよう華かと、そして一いち羽はと戦った僕の、素直な気持ちなんだ。

　そんな思いを込めて、僕はケンドーマスターにマイクを手渡す。

「……」

　しかし彼女は、何かを考えるかのように無言でマイクを見つめると、

「分かってますわよ、そんなこと」

　言葉と共に、それを地面に放り投げた。

「なっ……」

　その瞬しゆん間かん、僕は驚おどろきに目を丸くする。

　マイクを投げ捨てたことに、驚いたんじゃない。

　ケンドーマスターが発した声に、聞き覚えがあったからだ。

「こうでもしなければ、すぐに正体がバレますものね」

　彼女は面に手をかけると、ゆっくりと脱ぬぎ、大きく頭を振った。

　面の下に隠かくれていた金色の長髪が、会場の照明を受けてキラキラと輝かがやく。

「たとえ本来の『型』で挑いどんだとしても、勝てるだなんて思っていませんけどね」

　白日のもとに晒さらしたその顔を見て、僕は思わず叫さけんだ。

「マイ！　どうして、こんなところに!?」

　その言葉に、彼女はにっこりと微笑ほほえんで、口を開く。

「お久しぶりですわね、お兄様」

　謎なぞのブシドー少女・ケンドーマスター。

　その正体は、僕の妹の、進しん藤どうマイだった。
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　予期せぬ再会に、僕は呆ぼう然ぜんと、目の前に立つ人物の姿を眺ながめる。

　進しん藤どうマイ。

　金色の長髪と、つり目がちな瞳ひとみが特とく徴ちよう的てきな、僕より一歳年下の女の子。

　僕と血のつながりがある、実の妹である。

「──君」

「えっ？」

　と、不意に聞こえてきた背後からの声に、顔を向ける。

「進藤君、大だい丈じよう夫ぶ？」

　見ると、佳か奈なが気き遣づかうような目で、僕を見上げていた。

「あ、ああ、大丈夫」

　そう答えてから、僕は軽く頭を振ふり、視線を元に戻す。

「……なぜだ」

　ノドの奥おくから声を振ふり絞しぼり、問いかけた。

「なぜ、こんなところに、マイがいるんだ？」

　その言葉に、マイは平然と言い放つ。

「なぜって、わたくしも大会参加者の一人だからに決まっているではありませんか」

　いや、聞きたいのは、そういうことじゃなくてだな。

　いったいどういう経けい緯いで？

　そもそも、なぜ参加しようと思ったんだ？

　様々な疑問が頭に浮かび、混乱してくる僕に向かって、マイは再び口を開く。

「お兄様、突とつ然ぜん家を出ていくだなんて、あんまりではありませんか？」

「えっ？」

「早く帰ってきてくださいませ。お母様も、お父様も、お兄様のお帰りを心待ちにしていますのよ」

　マイは僕を、まっすぐに見つめてくる。

　その瞳には、不安の色が浮かんでいる。

　そんな妹の顔を見て、僕は少しだけ、冷静さを取り戻した。

「あのな、それは今、話すことじゃないだろ」

　マイの心をなだめるように、頭の中で言葉を選んで、声に出す。

「それよりもまず、お前が大会に参加した理由をだな……」

「そんなの、お兄様を説得するために決まっているではありませんか！」

　だけどマイはさらに感情を高ぶらせ、僕に詰め寄ってきた。

「主しゆ催さい者しやである宮みや野の優ゆうさんが、教えてくれましたの。お兄様が、この大会に参加なさるって」

「へっ？　宮野優が？」

「ええ。優さんは言ってくださいましたわ。もし、お兄様とわたくしが、共に決勝戦まで勝ち上がってくることができたのなら、話し合う機会を作ってくださる、と。だからわたくしは、その約束を条件に、大会への参加を決めたのです」

「い、いや、ちょっと、待て。それって、組み合わせ次第では、途と中ちゆうで戦うことになっていたかもしれないじゃないか」

「そうならないように、手配してくださいましたの」

　……あー、そういえば桐きり山やま京きよう華かも、僕と一回戦で戦うのを条件に参加したって言ってたな。

　それと一いつ緒しよで、僕とマイは決勝戦まで勝ち進まないと対たい峙じできないように、仕組まれていたということか。

　そういうことなら理解はできるけど、てことは、なんだ。

　宮野優はこの状じよう況きようを、望んで作り上げたってことか？

　彼女がどこからどうやって脱だつ衣い術じゆつに関する情報を集めているのかは知らないが、その過程で、『こっちの世界』で有名であるらしい僕のことは、自然と耳に入ったのだろう。

　だとすれば、その妹であるマイのことも、すぐにかぎつけたはずだ。

　その上で、僕が宮野家にお世話になっているという現状を把は握あくしたのだとしたら、この状況をセッティングするのは、さほど難しいことではないのだろう。

　血を分けた兄と妹が、決勝戦で勝敗を争う。

　そんな劇的なクライマックスを演出し、会場を盛り上げるために、僕と、そしてマイは、彼女の手のひらの上で踊おどらされていたということなのだろうか？

　僕は真意を問とい質ただすため、宮野優に視線を移した。

　しかし彼女はにこにこと笑いながら、僕たちのやり取りを眺ながめるだけだ。

　──この状況を面白がっているのか、それとも、何か裏があるのか。

　それは分からないけれど、でもその表情を見て、確信する。

　宮野優にとってアンドレスデュエルは、技を競い合う武術大会なんかじゃなく、本当にただの見せ物でしかないのだ、ということを。

　そしてそんな見せ物のために、マイを巻き込み、自分の妹である佳か奈なさえも、舞ぶ台たいに上げたのだ。

　僕は怒いかりに拳こぶしを握にぎり締しめ、宮野優をにらむが、すぐに目の前へと視線を戻す。

「……父さんと母さんは、このことを知ってるのか？　つまり、僕やマイが、この大会に参加してるってことを」

「いいえ、内ない緒しよにしています。もしかしたら何か耳に入れているかもしれませんけど、大会に参加したのはわたくしの独断です」

「なんて無茶なことを。こんな危ないところに一人で来るなんて、父さんも母さんも、心配するだろ？」

「お兄様に言われたくありませんわ！　お兄様が家を出ていって以来、わたくしがどんな思いを抱いだいていたのか、考えたことがありますの？」

「ん……、それは、その」

　マイの叫さけびに、僕は言葉を詰つまらせる。

　僕だって、勝手に家を飛び出して、家族に迷めい惑わくをかけてるんだ。そんな僕がマイに説教する資格なんて、無い、よな。

「お兄様、どうか考え直してくださいな。今ならお母様もお父様も、きっと許してくださいますわ」

　懇こん願がんするような物言いに、しかし僕は、首を横に振る。

「僕はもう、脱だつ衣い剣けんを捨てると決めたんだ。今いま更さら、戻れないよ」

「そんな言葉、聞きたくありませんわ！」

　マイは悲痛な表情で、僕を見上げる。

「誰だれよりも華か麗れいに剣を振るい、美しく舞まい、どんな相手をも一いつ瞬しゆんのうちに裸はだかにする！　それがお兄様ではありませんか！　そんなお兄様が、脱衣剣を捨てるだなんて、許されることではありませんわ！」

「いや、許されるとか、そういう問題じゃなくてだな」

「もう一度、ちゃんとご自分の立場を考えてください！　お兄様には、脱衣剣士としての才能がありますのよ！」

「そ、そんな才能、いらないよ！」

　他人の衣服を切きり裂さいて、裸にするのが得意だなんて、なんの自じ慢まんにもならないじゃないか！

「まあ！　ご自分の才能を、否定なさるのですか!?　その両腕で、何人もの女性を裸にしてきたというのに！」

「ご、誤解を招くような言い方はするなあっ！」

　お前は実の兄のことをなんだと思っているんだ！

　そりゃあ、脱衣術の使い手には、なぜだか分からないけど、女性が多かったりするけどさ、でも、男の人と戦ったことだってあるぞ。

　……数えるほどだけど、うん。

「──そうですか」

　僕が気持ちを曲げないと悟さとったのか、マイは大きなため息をつくと、目を細めて、こちらを指差した。

「では、提案です。次の決勝戦、わたくしがお兄様に勝てましたら、家に戻ってきてくれませんか？」

「……はっ？」

　思わぬ言葉に、僕は変な声を漏もらす。

「この大会で優勝できないようでしたら、お兄様には脱だつ衣い剣けん士しとしての充じゆう分ぶんな実力が備わっていないということ。ならば一度、実家にお戻りになり、鍛きたえ直なおすのが良策ではありませんか？」

「い、いや、だから、僕はもうこれ以上、脱衣剣を続けるつもりなんてないって──」

「わたくしが負けた場合、もう何も言いませんわ。どうか、ご自由になさってくださいませ。そういう条件でなら、どうですか？」

「……お前、本気で言ってるのか？」

「本気も本気、ド本気ですわ」

　きわめて大真面目な表情で語るマイに、僕は戸と惑まどう。

　マイの実力は分かっている。

　僕よりも一歳年下だけど、彼女は脱衣剣士として、確かな力を備えている。

　マイは強い。それは充分に、理解している。

　それでも、マイが本来の戦い方で、僕に挑いどんだとしても、だ。

　僕とマイの、力の差は歴然としている。

　僕が負ける可能性は、皆かい無むに等しい。

　……けれど、それでも、だ。

　僕はマイと、戦えない。

　実の妹を裸はだかにするだなんて、そんなこと、できるわけがないじゃないか。

「お兄様の考えていること、分かってますわよ」

　狼ろう狽ばいする僕を見て、マイは嘆たん息そくを漏らす。

「だからわたくしは、代理人を用意しましたの」

「……代理人、だって？」

　予期せぬ単語に、僕は訝いぶかしげにマイを見つめる。

　代理人制度のことは、僕もマイも熟知している。

　だけど、いったい誰だれを代理に立てるつもりなんだ？

　疑問に頭をひねらせる僕の前で、彼女は視線を横に向けて、言った。

「わたくしは、宮みや野の優ゆうを代理人として指名します」

「はあっ!?」

「ふえっ!?」

　マイの発言に、僕と、今まで黙だまって成り行きを見守っていた佳か奈なが、同時に驚おどろきの声を上げる。

　宮みや野の優ゆうを、代理人にする、だって？

　お前は何を言ってるんだ？

　主しゆ催さい者しやを指名して、どうするんだ。そんなの、通るわけが──、

「よかろう、引き受けた！」

　しかし、僕たちの疑問や驚きに構わず、宮野優はあっさりと、承しよう諾だくの言葉を述べた。

「私でよければ、相手になってやろうではないか！」

「い、いや、待て。待ってくれ。それは、ダメだろう」

　快活な言葉を述べる優に、僕は両手を突き出して、彼女をいさめる。

「何が、どう、ダメなんだね？」

「だ、だって、主催者が代理人になるだなんて、聞いたことがないよ。それにそもそも、大会の途と中ちゆうで代理人を指名するなんて、アリなのか？」

「主催者を代理人に指名してはならない。代理人を大会の途中で指名してはならない。そんなルール、どこにも書いた覚えがないぞ？」
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　僕の問いに、彼女は平然と答えた。

　い、いや、そりゃあ、そうかもしれないけどさ、脱だつ衣い演えん舞ぶとアンドレスデュエルは別物だし、主しゆ催さい者しやである宮みや野の優ゆうが『いい』と言ってるのなら、それでいいのかもしれないけれど、でも、それって結局、僕からしたら、お世話になっている人の姉を、裸はだかにするってことだよな？

　そんなの、僕にできるわけないじゃないか。

　実際、佳か奈なは僕と優を交互に見て、なんだか恥ずかしそうに顔を赤らめているし、やっぱりそんなの、無理だよ。

　宮野優には言いたいことがたくさんあるけど、それはそれ、これはこれ、だ。

　というかそれ以前に、仮面の執しつ行こう者しやという存在がある以上、宮野優が被ひ害がいを受けたら、その結果がマイにも及およぶことも避さけられないわけだし、どっちにしろそんなの、ダメだろ。

　頭の中でそんな葛かつ藤とうを繰り返していると、

「まるで自分が勝つ前提の言動だな」

　僕の思考を読み取ったかのように、宮野優がそう言い放った。

「お前、私に勝てるつもりでいるのか？」

　あくまでも冷静な彼女の問いに、僕も心を落ち着けて、答える。

「……剣道の全国大会三連れん覇ぱ、だったっけ？　その偉い業ぎようを否定するつもりはないけど、剣道と脱衣術は、全然別物なんだ。筋肉も、神経も、扱うべき個所が、全く違う。剣道が上手いからって、脱衣術も上手うまく扱えるわけじゃないんだ」

　諭さとすように語る僕の言葉に、しかし優は、ますますノリノリな口調で言葉を紡つむいだ。

「なぁに、そんなに変わらんさ」

　そう言って彼女は、近くにいた仮面の執行者から、一本の刀を受け取る。

　そして僕に目を向けるなり、口元を大きく歪ゆがませた。

　その顔を見て、僕は身体からだを強こわ張ばらせる。

　言葉で表すことのできない、奇き妙みような感覚を抱いだいたんだ。

「──ふん」

　優ゆうは僕に向かって足を踏ふみ込み、何気なく腕を振り抜く。

　あまりにも自然な一連の動作に、僕は瞬まばたきをする暇ひまさえなかった。

「……えっ」

　呆ぼう然ぜんと声を漏もらす僕の前で、優は刀を鞘さやに納める。

　刹せつ那な、僕のジャージが、弾はじけ飛んだ。

　下半身を覆おおっていたジャージ服。その全すべてが、宮野優に切きり裂さかれたのだ。

　彼女の手により、トランクスだけの姿になった僕は、何も考えられずに視線をさまよわせる。

　恥ずかしさよりも、驚おどろきの方が大きかった。

　今、何が起きたんだ？

「余興としては、なかなか面白かっただろう？」

　僕は頭の中を真っ白にしていたが、優ゆうのセリフで我に返り、彼女を見つめる。

「だが、これが本番だったら、はたしてどうなっていただろうなあ？」

　口元に邪じや悪あくな笑みを浮かべると、優は観客席を見回し大おお仰ぎように両手を広げた。

「聞けい、皆の者よ！　決勝戦は一週間後の日曜日、再びこの地にて行われる！　試合は一戦のみ、ただの一戦のみだ！　ただしその内容は、熱く、激しいものとなるだろう！　この世紀の一戦をその目に焼き付けたいと思うのならば、次週も是ぜ非ひ、ここへ足を運んでもらいたい！　我々はあなた方の来訪を、心よりお待ち申し上げているぞ！」

　言い終えると、周囲からは熱ねつ狂きよう的てきな歓声と、盛大な拍はく手しゆが巻き起こる。

　その反応に満足したのか、彼女は大きくうなずくと、僕に背を向けた。

「進しん藤どうマコトよ、決勝戦、楽しみにしているぞ、はっはっはっはっはっ！」

　快活に笑い、優は通用口へと歩いていく。

「お兄様、わたくしとの約束、どうかお忘れにならないでくださいませ」

　優に続いて、マイも冷たくそう言い放ち、彼女の後に続く。

　その後ろ姿を、僕は静かに見送るしかなかった。

『はいはい、ということで、かなり盛り上がってきましたねーっ！　いよいよクライマックスですねーっ！　この結末は、いったいどうなるんでしょうかねーっ！』

　こちらの心境に構わず、大きく盛り上がる観客席に向かって、司会者の人は話を進める。

『それでは皆様、また来週、お会いしましょう！』

　こうしてアンドレスデュエルの第二回戦は、思わぬ波乱を巻き起こしたまま、終わりを迎むかえたのだった。







　会場から宮みや野の家に戻るまでの間、僕はずっと、さっきの出来事を考え続けていた。

　端たん的てきに言うならば、ショックを受けていた。

　それが、今の心境だ。

　脱だつ衣い剣けん士しとして、幼い頃ころから厳しい修行を受け、脱衣演舞の場に立ち続けてきたけど、宮野優のような人間に出会ったのは初めてだった。

　──怪かい物ぶつ。

　そう表現する以外にない。

　脱衣術は、一朝一夕で身に着くものじゃない。今まではそう思っていた。

　だけど、実際はどうだ。

　彼女がいつ、脱衣術のことを知り、アンドレスデュエルという大会を開こうと思ったのかは分からないけど、僕が脱衣剣と共に過ごしてきた時間に比べれば、確実に短いはずだ。

　それなのに、なんだ、この様ざまは。

　油断。気の緩ゆるみ。試合後の疲労。

　言い訳なら、いくらでも思いつく。

　だけど、そんなものに意味はない。

　宮みや野の優ゆうの攻こう撃げきに、全く反応できなかった。

　その事実が、何よりも大事なんだ。

　進しん藤どうマコトは、天才脱だつ衣い剣けん士し？　バカバカしい。

　真の天才とは、宮野優みたいな人のことを言うんだ。

　彼女は、只ただ者ものじゃない。

　宮野家に到とう着ちやくし、目め隠かくしを外されてからも、僕の頭には、彼女が最後に見せたあの笑みが、こびり付いて離れなかった。

　僕は、宮野優に勝てるのだろうか。







　苦く悩のうを抱かかえたまま、僕は一夜を過ごした。

　その次の日も、僕の心が晴れることはなかった。

　一日中ずっと、頭の中はモヤモヤしたまま。

　その日の夜、僕は夕食を終えてから自分の部屋に戻り、イスに座ると、大きなため息をついた。

　決戦の日は刻一刻と迫せまっているのに、悶もん々もんとした気持ちを振ふり払うことができない。

　しっかりしろ、進藤マコト。

　こんな精神状態じゃ、勝負以前の問題だぞ。

　──と、自分の頰ほおを叩たたいていると、不意にドアをノックする音が聞こえた。

「進藤君、今、いいかしら？」

　声の主は、亜あ沙さ子こさんだ。

「あっ、はい、どうぞ」

　答えると、彼女は静かに部屋の中へと入ってきた。

「少し、お話していい？」

「は、はい。なんでしょうか？」

　亜沙子さんがその場に腰を下ろしたので、僕も慌あわててイスから立ち上がり、畳たたみの上に正座する。

　僕をまっすぐに見つめると、亜沙子さんは口を開いた。

「佳か奈なから事情を聞きました。かなり、面めん倒どうなことになってるらしいわね」

「……はい」

　単刀直入なその言葉に、僕はただ、うなずくしかない。

　そう。今の状じよう況きようは、非常に面倒なことになっている。

　宮みや野の優ゆうは、僕が今まで戦ってきたどんな相手よりも手ごわい、強敵だと思う。

　だけど、そんなことよりもまず、大前提として、

『宮野優と戦わなければならない』

　という事実がある。

　お世話になった人の肉親を、僕は斬きらなければならないんだ。

　しかも、だ。

　僕が勝った場合、宮野優だけではなく、妹のマイまで、裸はだかになってしまう。

　かといって負ければ当然、佳か奈なが裸になるわけで、どちらの結果も受け入れがたく、だから頭の中が一向にすっきりしないんだ。

「……」

　うつむく僕を見て、亜あ沙さ子こさんは口を開く。

「ちょっと場所を変えましょうか。そうね、進しん藤どう君は、先に道場へ行っててもらえるかしら？」

「道場、ですか？」

「ええ。私はちょっと、探し物」

　それだけを伝えると、彼女はさっさと部屋を出て行った。

　僕としては、亜沙子さんの言葉に従うしかない。言われた通り、道場へと足を向ける。

「お待たせ」

　道場の中央で胡坐あぐらを組み、しばらく待っていると、亜沙子さんは小さく微笑ほほえみながら、こちらに近づいてきた。

　その手には、一振りの刀が握にぎられている。

「亜沙子さん、それは？」

「本物の刀じゃないわ。模造刀よ」

　尋たずねると、彼女は僕の側に腰を下ろし、手に持った刀を差し出してきた。

　受け取り、鞘さやから抜き出してみると、確かにその刀身には刃が付いておらず、殺傷力が皆かい無むであることが分かる。

　見た限りでは無む銘めい。だけど、細部まで丁てい寧ねいに作り込まれており、軽くて振りやすそうな、非常に良質な刀だと思う。

　その出来栄えに感心していると、亜沙子さんは言葉を続けた。

「それ、夫が残していった物なの」

「えっ」

　思わぬ一言に、僕は彼女へ視線を移す。

「自分の代わりだと思ってくれって、一方的に言い残して、ね」

　亜あ沙さ子こさんは軽く拳こぶしを握にぎり締しめると、口を『へ』の字に曲げて、僕に顔を近づけた。

「ねえ、進しん藤どう君。ひどい人だと思わない？」

「へっ？　そ、その、そう言われましても」

「こっちの気持ちなんて全然考えてないんだから。男の人って、みんな勝手よね？」

「い、いや、ですから、僕に聞かれても、ですね……」

　突とつ然ぜん詰つめ寄よられて、大いに戸と惑まどっていると、

「……ふふ」

　亜沙子さんは寂さびしげに微笑ほほえんだ。

「ごめんなさい。ちょっと、からかってみただけ」

　な、なんだ、そうだったのか。

　いきなりのことにびっくりしちゃったよ。

　僕の動どう揺ようが伝わったのかどうか、彼女は笑みを消して、口を開く。

「優ゆうは私の夫を……、自分のお父さんを、探してるんだと思う」

　その真しん剣けんな口調に、僕は浮ついた心を落ち着け、亜沙子さんを見つめた。

「お父さんを、探している？」

「ええ。優は昔から目立つことが好きな子だったけど、夫がいなくなってからは、その傾けい向こうが一層大きくなったわ。あの子、竹刀しないを触さわったことなんてなかったのに、高校生になって、いきなり剣道部に入って、どんどん上達していって。……多分、夫と同じ剣道の世界で活かつ躍やくすれば、いつか気付いてもらって、帰ってくるんじゃないかなって、そう考えていたんだと思うの。でも、どれだけ目立っても、あの人は帰ってこなかった。だから、表おもて舞ぶ台たいに見切りをつけて、『裏』の世界に足を踏ふみ入れたんじゃないかな、と私は考えてるのよ」

　亜沙子さんの言葉を、僕は黙だまって受け止める。

「親バカかもしれないけれど、優ゆうには色んなことを可能にする素質があるわ。そしてそのことを自分でも分かっている。だから多くの人が、あの子に惹ひかれて集まってくるんだと思うの。今回のことだって、決して悪気があるわけじゃないんでしょうね。自らの才能と人脈を最大限に生かして、あの子なりに一生懸命がんばってる。それだけのことなの」

　彼女は小さく息を漏もらすと、軽く頭を振った。

「あの子の気持ちは分かるわ。私だって、できることなら……。でも、今回のことはさすがにやり過ぎ。あまりにもたくさんの人を、巻き込み過ぎている。私はあの子を、止めてやりたい」

　そう言って彼女は、糸のように細めていた目を、ゆっくりと開いた。

「けれど、今度の決勝戦で優が負ければ、進藤君の妹さんもひどい目に遭あう。そしてあの子が勝てば、佳奈がひどい目に遭う。どっちに転んでも、母親としてはつらい結末よね」

「──あっ」

　その言葉に、僕は今いま更さらながら、亜あ沙さ子こさんの置かれた立場に気付いた。

　そう。苦しいのは僕だけじゃない。二人の母親である彼女も、心を痛めているんだ。

「だから私は、その刀を進しん藤どう君に託たくします」

　そんな苦しい立場なのに、亜沙子さんの瞳ひとみには曇くもり一つなく、声の響ひびきにも動どう揺ようは浮かんでいなかった。

「夫の分身であるその刀を、どう使うかは、進藤君にお任せします。あなた自身がどうすべきか、しっかり考えてから、答えを見つけてください」

　彼女は立ち上がり、僕に背を向ける。

「おやすみなさい、進藤君。どんな結果になろうと、私はそれを受け入れます」

　背中越しにそう言うと、静かな足取りで家屋の方へと戻っていった。

「……」

　残された僕は、ただじっと、手渡された刀を見つめるしかない。

　と、そのとき不意に物音がして、振り返ると視界の端はしに、人ひと影かげが映った。

　亜沙子さんが出て行ったのと反対側の出口にいたその人物は、慌あわてた様子で頭を引っ込める。

　そして扉とびらの裏側で、じっと息をひそめているみたいだった。

　誰だれだろう、なんて疑問は浮かばなかった。この家には、亜沙子さんと僕を除けば、一人しかいないのだから。

「佳か奈な」

「……」

　名を呼ぶと、彼女はゆっくりと顔を見せる。

　おそらく、お風ふ呂ろに入っていたのだろう。寝ね間ま着き姿のその全身からは、ほんのりとした湯気が立ち上っている。

　濡ぬれた髪の毛がなんだか艶つやっぽくて、僕は思わず、ノドを鳴らした。

　って、今はそんなことどうでもいい。大事なのは、佳奈がここにいるってことだ。

「もしかして、さっきの話、聞いてた？」

　僕の問いに、彼女はこちらへ近づいてきながら、無言で首を縦に動かす。

「……わたし、お姉ちゃんのこと、ずっと自分勝手な人だと思ってた。自分のやりたいことを、迷めい惑わくなんて考えずに、やりたいようにやる。そんなわがままな姉だって」

　僕の側まで来ると、彼女はこちらを見上げ、瞳を揺ゆらせた。

「でも、お母さんの話を聞いて、そんなことを考えてた自分が情けなくなったの。お父さんを探しているかもしれないなんて、想像したこともなかったから。もしかしたらお姉ちゃんは、本当にただ好き勝手やってるだけかもしれない。でも、そうじゃない可能性だって同じくらいあるんだよね。ちょっと考えたら、それくらい分かりそうなものなのに……。わたし、妹失格、だね」

　そう言って佳か奈なは、微笑ほほえみを浮かべる。

「わたし、どうすればいいのかな。いっそのこと、棄き権けんした方がいいのかも。そしたら、進しん藤どう君の妹さんは助かるし、お姉ちゃんだって、きっと……」

　その表情は、笑っているにも関わらず、今にも泣きそうで、

「佳奈！」

　だから僕は、思わず彼女を抱だきしめていた。

「あっ……」

「ごめん、いきなり。でも、このまま聞いて欲しい」

「……うん」

　突とつ然ぜんのことに佳奈は驚おどろいていたが、小さくうなずいてくれた。

「僕もずっと悩んでたんだ。自分にとって、何が正解なのか、そもそも勝てるのかどうかって。でも、分かったんだ。今、分かったんだ。どうすべきなのか、どうしたいのかが」

　そう。僕は今まさに、理解したんだ。

　それは理り屈くつじゃない。

　胸の奥おくから湧わき上がってきた、確かな感情。

「けれど、僕はあくまで佳奈の代理人だ。佳奈が出した結論になら、僕は喜んで従うよ」

　その言葉に、佳奈は顔を上げてこちらを見つめる。

「……進藤君は、それでいいの？」

「うん、いいよ」

「本当に？　後こう悔かいしない？」

「後悔しない。だから佳奈にも、自分自身が納得できる答えを見つけてもらいたいんだ。時間はまだある。しっかり考えて、結論を出して欲しい」

「進藤君……」

　僕の言葉を、どう受け止めたのかは分からない。

　佳奈はただ、僕の腰に手を回し、精せい一いつ杯ぱいの力を込めてきた。

　彼女のか細い腕は、細かく震ふるえている。

「……」

　僕は何も言わず、その震えを静かに受け止める。

　しばらくの間、僕たちはお互いに抱きしめ合っていた。

　強い決意と、それでも拭ぬぐいきれない不安を、胸に抱かかえたまま。




　　　２




　様々な想いと共に、僕たちは決勝戦当日を迎むかえた。

『さーてさて皆さん、いよいよ運命の瞬しゆん間かんがやってきました！』

　会場へと足を踏ふみ入れた途と端たん、司会者の大きな声が聞こえてきた。

『決勝戦、決勝戦ですよーっ！　泣いても笑っても、これが最後の真しん剣けん勝負です！』

　彼女は嬉き々きとした表情で周囲を見渡し、僕たちの方へ手を差し出す。

『それでは、ご紹しよう介かいします！　赤コーナー、宮みや野の佳か奈な、及および進しん藤どうマコト！』

　歓声と共に、僕たちは会場の中央へと歩いていく。

　僕の服装はこれまでと同じ、ジャージ姿だ。

　今いま更さら着る物を変えても調子を崩くずすだけだし、最後までこの格好で通すのがいいと思ったんだ。

　佳奈も同じくセーラー服姿だが、その表情は暗く、さっきからずっとうつむいたままだった。

　あれから佳奈とは、まともに言葉を交わしていない。

　気持ちの整理がついていないのか、家でも学校でも、ほとんど口を開こうとしないんだ。

　だけど、そのことを気に病む必要なんてない。

　僕はただ、自分の心を研とぎ澄すまし、目の前の相手に立ち向かうだけだ。

『続いて青コーナー、進藤マイ、及び宮野優ゆう！』

　と、司会者が僕たちの反対側を指差すと、より一層大きな歓声が、会場に響ひびき渡わたった。

　同時に、通用口から二人の人物が姿を現す。

　一人は、ストレートの黒髪を無造作に振り乱す、佳奈そっくりの女性。

　そしてもう一人は、僕にとってものすごく身近な、小こ柄がらな女の子だ。

　宮野優と、進藤マイ。

　その二人を見て、僕は気持ちを引ひき締しめる。

　もう引き返すことはできない。

　最後の戦いが、ついに始まるんだ。

「……」

　マイは間近まで来ると、無言で僕を見上げた。

　彼女は先日とは違い、紫むらさき色いろの和服を身に付けている。

　もう正体を隠かくす必要がなくなったからだろう。あいつが普ふ段だんから着ているような服装だ。

　そんな妹を、僕も黙だまって見つめる。

　今更話し合うことなんてない。そのことを、お互いに分かってるんだ。

　マイはそのまま踵きびすを返し、仮面の執しつ行こう者しやが待つ、会場の隅すみへと移動する。

　その後ろ姿を見送ってから、僕は視線を優へと移した。

　彼女も今までと同じ、白のスーツ姿をしており、その手には大おお振ぶりの日本刀を携たずさえている。

「ほう、いい表情をするようになったじゃないか」

「……」

　優ゆうは感心したような表情で声をかけてきたが、僕は彼女に対しても何も言わず、腰に差していた刀の鞘さやへ、そっと手を置く。

「──ふむ」

　亜あ沙さ子こさんから託たくされたその刀を見て、優はわずかに眉まゆをひそめた。

　しかしそのことに言げん及きゆうはせず、再び大きな笑みを浮かべる。

「さあ、宴を始めようか！　少しは楽しませてくれよ、進しん藤どうマコト！」

　彼女は刀を抜き放つと、鞘を遠くへ投げ捨てた。

『ではでは、いっちゃいますよ！　ホントのホントに、これが最後ですよ！　準備万端、万事オッケー、大だい丈じよう夫ぶですよねっ！』

　鞘が乾かわいた音を立てて地面へ落ちると、司会者は大きな声で宣言する。

『ラストデュエル、スタート！』

　その言葉と同時に、優は足を踏ふみ込んだ。

　そして無造作に、右手に持つ刀を振り下ろしてくる。

「くっ！」

　鋭するどく、素早いその斬ざん撃げきを、僕は鞘から刀身を抜きざまに受け止め、打ち払った。

　あと一いつ瞬しゆん、反応が遅おくれていたら、僕の上着は大きく切きり裂さかれていただろう。

　そんな戦せん慄りつに心を傾かたむける間もなく、優はさらに刃を光らせる。横よこ薙なぎ、切り上げ、突つきといった様々な攻こう撃げきを、息いき継つぎをする暇ひまもないくらいの勢いで次々と繰くり出し、その猛もう攻こうに、僕は防戦一方だった。

　剣を交えてみて、改めて宮みや野の優のすごさが伝わってくる。

　彼女の戦せん闘とうスタイルには、『型』というものが存在しない。

　ただ本能のままに武器を振り、目の前の相手をなぎ倒す。それだけだ。

　それだけだからこそ、強い。

　型が無い故ゆえに攻撃の軌き道どうを読みづらく、どうしても反応が遅れてしまうんだ。

　そこに、剣道三連れん覇ぱの面おも影かげは微み塵じんも無い。

　──剣道と脱だつ衣い剣けんは違う。

　そのことを理解しているからこそ、彼女は剣道家としての経験を捨て、まるで野や獣じゆうのように刀を振り回しているのだろう。

　もちろん、常人には彼女の真似なんて出来ない。

　圧あつ倒とう的てきな身体能力と類たぐいまれなセンスを持つ、宮野優だからこそ、可能な戦い方なんだ。

　彼女の攻撃は、暴力そのもの。その苛か烈れつな攻めの全すべてを受け切れるわけもなく、

「はあっ！」

　優ゆうの振り下ろした刀を、僕はかわそうとして、左肩にその一いち撃げきを食らってしまう。

「くうっ！」

　途と端たん、左腕の袖そでが弾はじけ飛とび、破れた布地が地面へと舞まい落ちる。

「きゃあっ！」

　同時に、背後から佳か奈なの悲鳴が聞こえてきた。

　振り向くと、彼女の左肩が露あらわになり、白い肌が照明を受けてまぶしく輝かがやいている。

　仮面の執しつ行こう者しやが機械のような正確さで、自らの仕事を果たしたのだ。

「余所よそ見みをしている暇があるのか？」

「っ！」

　と、僕が佳奈に気を取られたその隙すきに、優はさらに攻こう撃げきを繰くり出してきた。

　僕は直ちよく撃げきを避けたものの、右の太ももからバッサリと斬きられる。

　このままではまずい。

　そう思った僕は勢いのまま後方へと転がり、優との距離を取った。

「ひゃんっ！」

　そんな僕のすぐ側で、再び佳奈の悲鳴が聞こえる。

　彼女が受けたダメージを確かめるため、僕は慌あわてて顔を上げる。

「えっ？」

　すると、可愛かわいらしい犬の顔が、目に飛び込んできた。

　それは、佳奈のパンツにプリントされた、動物の絵え柄がらだ。

　執行者の手によって、佳奈のスカートが切きり裂さかれたのである。

「み、見ないで！」

　僕の視線に気付いた佳奈は、両手で布地を隠かくし、顔を赤らめる。

「ご、ごめん！」

　僕は咄とつ嗟さに目をそらすが、しかしすぐに頭を振って立ち上がった。

　そして彼女の前を通り過ぎると、静かに刀を構える。

「ほほう、まだ戦意は失っていないようだな」

　僕たちのやり取りを眺ながめていた優は、軽快な口調でそんな言葉をぶつけてきた。

「当然だろ」

　彼女の言葉に、僕は即そく答とうする。

　戦意を失う？

　ありえないな、そんなことは。

「僕は、あんたを倒すって決めたんだから」

「──っ」

　はっきり言い放ったそのセリフに、佳か奈ながわずかに肩を揺ゆらしたのが分かった。

「ほう、私を倒す、と言ったか？」

　僕を見つめたまま、優ゆうはニヤリと笑みを浮かべる。

「いいのか、それで？　私が負けたら、お前の妹である進しん藤どうマイもまた、全ぜん裸らになるのだぞ？」

　彼女の発言は、まるでマイを人質に取ったかのようだ。

　いや、実際のところそうだ。マイは自分の意思でこの大会に参加しているつもりなのかもしれないけど、結局は優の思おも惑わく通りに動かされているに過ぎないのだから。

　宮みや野の優を倒せば、マイも裸はだかになる。そのことは充じゆう分ぶんに理解している。

　だけど僕は、優をまっすぐに見据え、口を開いた。

「ああ、構わないよ」

　その返事に、マイと優は同じように目を見開いた。

「聞いてくれ、佳奈。僕は気付いたんだよ、自分の気持ちに」

　僕は背中を向けたまま、後ろにいる佳奈へ声をかける。

「自分の、気持ち？」

「ああ。僕がこの刀を託たくされたあの日、佳奈が泣きそうになっていたあのとき、自分にとって何が一番大切なのか、分かったんだ」

　──佳奈を守りたい。

　あのとき、僕の胸の中は、その想いでいっぱいだった。

「たとえ佳奈のお姉さんを、そして自分の妹を全裸にすることになったとしても、それでも、佳奈を守りたいって思ったんだ。だから僕は戦う。絶対に、君を裸になんかさせたりしない」

　それは、とても自分勝手な願いかもしれない。

　けれど、僕はその願いを否定しない。

　誰だれかを傷つけてでも、大切な人を守りたい。

　それが今、僕の抱いだいている、偽いつわらざる想いなのだから。

「僕は、君のパンツを守りたいんだ！」

　心からの叫さけびを口にし、僕は宮野優と向き合う。

「進藤君……」

　佳奈が名を呼ぶが、僕は振り返らず、足を前へと進める。

「そうだ、進藤！　そんな奴やつ、やっつけちゃえ！」

　と、そのとき観客席から、一ひと際きわ大きな歓かん声せいが聞こえてきた。

　見ると、観客の一人が僕に向かって、拳こぶしを突き出しているみたいだった。

　仮面をかぶっているから顔は分からないけど、その長いポニーテールには見覚えがある。

　そして、彼女の元気いっぱいな声にも。

「負けるなよ、進しん藤どうマコト！」

　また別の方向からも、聞き覚えのある声が響ひびいてくる。

「お前を倒すのは、この私なのだからな！」

　……二人とも、来てくれていたのか。

　彼女たちの声に呼応するかのように、他の観客たちの盛り上がりもヒートアップする。

　まるでその全すべての声が、僕を応おう援えんしているかのような雰ふん囲い気きだ。

「やれやれ、完全にアウェイ状態だな」

　周囲を見回しながら、優ゆうは肩をすくめる。

「だが、それがどうした？　声せい援えんの一つや二つで、この力量差は埋うまらぬぞ！」

　叫さけびと共に彼女は駆け、刀を振り下ろす。

　それは今まで以上に力任せで、無造作で、強きよう烈れつな斬ざん撃げき。

　僕はその攻こう撃げきを受けとめようとして、

「ぐっ！」

　刀ごと、腕を弾はじかれる。

　その隙すきを見み逃のがす優ではない。

　一撃、二撃と、彼女の追つい撃げきが、僕の胴どう体たいにクリーンヒットした。

　さらにもう一撃、とどめとばかりに優は腕を振り上げる。

　その脇わきを、僕はとっさに転がり抜けて、彼女の背後へと回った。

　そのまま彼女との距離を取り、すぐさま立ち上がる。

　反撃に転じる余よ裕ゆうなんてない。

　何しろ、もうこの時点で僕の衣服は、ジャージの左足側と、トランクスしか残されていないのだから。

　あの一いつ瞬しゆんの連撃で、ジャージのほとんどが切きり裂さかれたのだ。

　これが、宮みや野の優の本気か……。

　僕の心は驚おどろきと恐きよう怖ふに支配されそうになるが、しかしそんな暇ひまはない。

　優と立ち位置を入れ替わる形となったおかげで、視界に佳か奈なの姿が飛び込んできたのだ。

　彼女の身体へ、仮面の執しつ行こう者しやが刀を振り下ろす。

　幾いく太刀たちもの刃を受けて、佳奈のセーラー服はバラバラに切り裂かれた。

　残っているのは左足のソックスと、パンツ一枚。

「……っ」

　そんな状態なのに、佳奈は悲鳴も上げず、うつむいたまま、両腕で胸元を隠かくすだけだ。

　──もしかしたら、僕の決意を聞いて、精神的な負担を感じているのかもしれない。

　その想像に、胸の奥おくがチクリと痛んだ。

　僕は宮野優を倒すと決意した。

　だけど、もしも佳か奈なが、もうこの戦いをやめたいと思っているのなら。

　それが佳奈にとって、本当の願いならば。

　そのときは、彼女の意思を尊重するべきなのだろう。

「ふん、臆おくしたか」

　僕の瞳ひとみがわずかに揺れたのを見て、優ゆうは落らく胆たんのため息を漏もらす。

「せめて、私に一ひと太刀たちくらい浴びせてみよ。このままでは見せ物にすらならんぞ」

「──見せ物、だって？」

　彼女の放ったその言葉に、僕は拳こぶしを握にぎり締しめた。

「自分の妹が、あんな目に遭あってるっていうのに、出てきた言葉がそれか？　あんた、佳奈のことをなんだと思ってるんだ！」

「そのセリフ、そっくりそのまま返してやろう。貴様とて、自分の妹を犠ぎ牲せいにしようとしているのだからなあ？」

「ああ、そうさ。僕は兄としては失格だよ。そんなことは分かっているんだ。それでも、自分にとって大切なものを守ろうとしている、ただそれだけのことさ。で、逆に聞くけど、あんたにとって、大切なものってなんだ？」

「……何？」

「父親を探すことが、そんなにも大事なことなのか？　それは、自分の妹を傷つけてまですることなのか？」

　僕の言葉に、優の眉まゆがピクリと動いた。

　しかしその反応を打ち消すように、彼女は大きな笑みを浮かべる。

「父親探し？　なんのことだ？　私がアンドレスデュエルを開かい催さいしたのは、ただ楽しそうだと思ったからに過ぎない。退たい屈くつな表の世界に飽あき、刺激を求めて、裏の世界に足を踏ふみ入れる。よくあることだろう？」

「……本気で言ってるのか？」

「本気も本気さ。全すべては私自身の快楽のため。そのためなら、妹だろうとなんだろうと利用する。それがこの私、宮みや野の優なのさ！」

　自らの力を誇こ示じするかのように、彼女は両手を高く掲かかげた。

　その姿は、まるで自分を中心に世界が回っていると、本気で信じているかのようだ。

「お、お姉ちゃん……」

　と、そのとき優の背後で、佳奈が小さなつぶやきを漏らした。

「お姉ちゃんの……」

　彼女はうつむかせていた顔を上げ、口を震ふるえさせる。

　そして、

「お姉ちゃんの、バカ────────ッ！」

　会場中に響ひびき渡わたるような、大声を上げた。

「か、佳か奈な……？」

　突とつ然ぜんのことに目を丸くしていると、佳奈は僕へと顔を向ける。

「進しん藤どう君！」

　瞳ひとみに強い光を宿らせ、彼女は、はっきりと言った。

「勝って！」

「──っ！」

　その一言に、僕の全身を電でん撃げきが駆かけ廻まわった。

　強く、まっすぐな気持ちが、伝わってきたんだ。

「……それでいい」

　優ゆうは後ろを向かず、軽く目を伏せて、何かをつぶやいた。

　その表情は、優しく微笑ほほえんでいるようにも見える。

　しかしそれもつかの間、彼女は再び僕に、敵意の眼まな差ざしを向けてきた。

「さあ、続けようか！　もはや言葉など必要あるまい！」

「ああ」

　ゆっくりうなずくと、優は瞬しゆん時じに間合いを詰つめ、横よこ薙なぎに刀を振った。

　本気になった彼女の、その強きよう烈れつな斬ざん撃げきを、しかし僕は紙一重でかわす。
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　続けざまに繰くり出してきた袈け裟さ斬ぎりも、ギリギリで飛とび退のいて避よけきる。

　見える。優ゆうの攻こう撃げきが、今は見えるぞ！

　さらに彼女は斬りかかってくるが、僕はその攻撃を刀で受け流す。

　そしてそのまま刃を返し、一いつ閃せん。

「！」

　優は驚おどろきに目を見開き、その斬ざん撃げきをかわす。

　しかし彼女の左ひだり袖そでには、小さく切きり裂さかれた跡あとが残っていた。

　それはダメージとさえ呼べないような、わずかな綻ほころび。

　だけど、ようやくこちらの攻撃が、優に当たったんだ。

　その事実に、僕は確かな手応えを感じていた。

　身体からだが軽い。

　全身に力が沸わき上がってくるのが、実感できる。

　みんなから声せい援えんを受けたときとは全く別の、高こう揚よう感かん。

　ただ一人の、たった一言が、こんなにも力を与えてくれるなんて、思いもしなかった。

「……」

　左袖に目を向けた優の顔から、笑みが消える。

　直後、その背中から殺気が膨ふくれ上あがった。

　ゆらり、と優の身体が揺れたかと思うと、彼女はヒザを曲げ、全身を沈しずませる。

　刹せつ那な、彼女は足に溜めた力を爆ばく発はつさせ、一気に加速した。

　優はすさまじいスピードで僕に迫せまり、刀を振ふり抜ぬく。

　目で追い切れないほどのその斬撃を、僕は寸前で見切り、受け止める。

　もちろん、彼女の攻撃はそこで終わらない。息をつく間もなく、刃の波が次々と襲おそいかかってくる。

　その猛もう攻こうを、僕はかわし、あるいは受け流し、さらに隙を見つけては反はん撃げきを繰り出す。

　僕と優は、激しい攻防を繰り返した。

　一いつ瞬しゆんでも気を抜けば、一気に勝敗が決する。そんな緊きん張ちよう感かんに満ちた、厳しい戦い。

　それなのに、ぼくの心は、充じゆう実じつした気持ちで満たされていた。

「ああ、それでこそお兄様ですわ！」

　僕たちの戦いを静かに見守っていたマイが、うっとりとした声を漏らす。

「ついに、ついに、帰ってきましたわ！　天才脱だつ衣い剣けん士しと呼ばれていた、あの頃ころのお兄様が！」

　また、あいつは勝手なことを……。

　と、その発言を否定しようとして、しかし僕は思おもい留とどまる。

　幼い頃からずっと、脱衣剣と共に生きてきた。

　それはほとんど義務のようなもので、ある日を境にその生活に疑問を抱き、逃げ出したことは確かだ。

　だけど、その日々は辛つらいものばかりだっただろうか。

　厳しい鍛たん錬れんの末に、新たな技を身に付けたときの達成感。

　脱だつ衣い演えん舞ぶの場に立ち、試合に勝ったときの喜び。

　そんな気持ちがなかったとは、言えないのではないか。

　もしかしたら僕は、脱衣剣を拒こばむあまり、無意識のうちに自分の力を制せい御ぎよして戦っていたのかもしれない。

　だけど、今は違う。

　そう。僕はこの戦いを、心から楽しんでいるんだ。

　そしてそれ故に、宮みや野の優ゆうとは互ご角かくに渡り合えている。

　だとしたら、この『楽しい』という気持ちは、きっと否定しちゃいけないものなのだろう。

「──そっか」

　優と刀を交えながら、小さくつぶやく。

　もう認めるしかない。

　僕は、脱衣剣が好きなんだ。

　苛か烈れつなせめぎ合いの末、鍔つば迫ぜり合あいの状態になったとき、僕は優に問いを投げかけてみた。

「一つ、聞いてもいいかな？」

「なんだ？」

「僕は、脱衣剣を捨てなくてもいいのかな？」

「知るか。自分で考えな」

「……だよな」

　当然すぎるその返事に、僕は微笑ほほえむ。

　彼女の言う通り、答えは自分で見つけるしかない。

「宮野優、決着をつけようか」

「うむ、望むところよ」

　僕たちはお互いに笑い合うと、一度大きく距離を取る。

　そして極限まで精神を集中させ、全身に力をみなぎらせた。

　次のやり取りで、勝負は決まる。いや、決めるしかない。

　宮野優の衣服には、まだダメージらしきものがなく、一方こちらは、左足のジャージとトランクスを残すのみだ。

　この圧あつ倒とう的てきに不利な状じよう況きようを覆くつがえすには、一発逆転の大技を決めるしかないんだ。

　すでに心は定まっている。迷いはない。

　僕と優は、共に視線を交わし、

「ふんっ！」

「はあっ！」

　同時に足を踏ふみ出だした。

　優ゆうの放つ暴風のごとき刃が、僕の左足へと振り下ろされる。

　その必殺の一いち撃げきを、僕は宙へと跳とんで回かい避ひした。

「何っ!?」

　驚きよう愕がくの声を漏もらす優へ、狙ねらいを定める。

　──それは、僕にとって最後の切り札。

　身体からだへの負担が大きいため、今の僕には一日に一度しか使えず、外せば大きな隙すきの出来る、とっておきの技だ。

「せええええいっ！」

　裂れつ帛ぱくの声を上げ、僕は刀を躍おどらせた。

　合計七太刀たちもの、連続攻こう撃げき。

　それら全すべてを、宮みや野の優の身体に叩たたき込む。

　その煌きらめきは彼女の目に、夜空に舞まう流星のごとく映ったのかもしれない。

　腕を振り切った後、僕はその場に着地し、ヒザをついた。

　進しん藤どう流脱だつ衣い剣けん術じゆつ奥おう義ぎ・七なな星ほしの舞まい。

　その激しい斬ざん撃げきを受けて、優は表情を固まらせていた。

　彼女の脳裏に、どのような心境が浮かんでいたのかは分からない。

「──ふっ」

　しかし優はすぐに笑みを浮かべると、手に持っていた刀を投げ捨て、マイのいる方へと顔を向けた。

「迷めい惑わくをかけたな」

「そんな、迷惑だなんて。あなたには感謝していますの。あなたのおかげで、こうしてお兄様と再会できたのですから」

「……そうか」

　マイの言葉に、優は寂さみしげな笑みを浮かべると、その視線を仮面の執しつ行こう者しやへと移す。

「──やれ」

　彼女の合図と共に、執行者はうなずき、その刃をマイに向かって振り下ろした。

　と、優は僕の方へと目を向けると、にっこりと笑う。

　それは、心から喜びを感じているかのような、爽さわやかな笑顔だった。

「進藤マコト、楽しい宴うたげだったぞ」

　刹せつ那な、彼女の白スーツと、マイの和服が、同時に弾け飛ぶ。

　二人を包んでいた衣装は全て切り裂かれ、ひらひらと宙を舞っていた。

　優ゆうの身体からだは、佳か奈なとほとんど変わらないであろうスレンダーな体つきをしており、マイはそれよりも小さく、ほっそりとした体格をしている。

　そんな二人の裸ら体たいが、僕たちの前に晒さらされていた。

　その現状を、僕はただただ眺ながめる。

　奥おう義ぎを放ち、全すべての力を出し切ったせいで、思考がまとまらない。

　何が、どうなったんだ？

　と、呆ぼう然ぜんとする僕を審しん判ぱんは指差し、大きな声で宣言した。

「勝者、進しん藤どうマコト！」

　……勝者？

　僕が、勝者？

「進しん藤どう君……」

　そのとき、背後から僕を呼ぶ声が聞こえてきた。

　見ると、佳奈がこちらに近づいてきているところだった。

　彼女は瞳ひとみを潤うるませながら、口を開く。

「勝った……。わたしたち、勝ったよ！」

　──その言葉で、ようやく意識が覚かく醒せいし、目を見開く。

　そっか……。僕は、宮みや野の優を、倒したんだ。

　その事実を認識した途と端たん、様々な思いが心の中に染しみ渡わたり、僕は思わず立ち上がっていた。

　戦いで酷こく使しした肉体が一いつ斉せいに悲鳴を上げるが、そんなものには構わず佳奈の方へと向き直り、感情のままに両腕を広げる。

「佳奈！」

「進藤君！」

　僕たちはお互いの名を呼び合い、固い抱ほう擁ようを交わす。
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　だけど、僕はすぐに気付いた。

　胸元に当たる、温かくて、小さいながらも確かな弾だん力りよくに。

　そう。当たり前だけど、僕たちは今、ほとんど全ぜん裸らに近い状態だったのだ。

「わ、うわっ！」

「きゃっ！」

　そのことに思い至ったのは彼女も同じだったらしく、僕たちは驚おどろきの声を上げて、背中を向ける。

「か、佳奈……」

「進藤、君……」

　僕たちは二人して顔を赤らめ、恐おそる恐おそるといった感じで見つめ合う。

「進藤マコトよ、まだやるべきことが残っているだろう？」

　そのやり取りを呆あきれたように見ていた優ゆうが、僕に声をかけてくる。

　そう、だな。

　勝者に残された、最後の仕事をやり遂とげるため、僕は深くうなずいた。

　そして右手の拳こぶしを固く握にぎり締しめると、その腕を高く掲かかげる。

　途と端たん、割れんばかりの大だい歓かん声せいが、会場全体に響ひびき渡った。

　波乱に満ちたアンドレスデュエルが、終わりを迎むかえた瞬しゆん間かんだった。







『それでは、ただいまより閉会式を行いまーす！』

　司会者が軽やかに口を開き、にっこりと笑う。

　僕たちは普ふ段だん着ぎに着替えた後、再び会場の中央へと集まっていた。

　試合が終われば、もう裸はだかでいる必要なんてない。

　僕と佳か奈なは並んで立ち、少し離れて、マイがいる。

　マイは朱色の和服を着ており、ついさっき裸を晒さらしたばかりだというのに、平然とした顔でこちらに目を向けていた。

　あいつはああいうところが、ちょっと他の人とは、ずれてる気がするんだよな。

　羞しゆう恥ち心しんが欠けているというよりも、脱だつ衣い演えん舞ぶの場で裸になることに対して、恥じらいがないんだ。

　まるで、『戦いで受けた傷は勲くん章しようみたいなもの』とでも思っているかのようで、兄としてはその感覚が、ちょっと心配だったりする。

　と、そんな僕たちの前に、宮みや野の優ゆうが遅おくれて姿を現した。

　彼女は予備の白スーツを着ていて、その顔には不満げな表情が浮かんでいる。

　聞いたところによると、優は全ぜん裸らのまま式を進めようとしていたらしく、他のスタッフに慌あわてて止められて、無理やり服を着せられていたとのことだ。

　この人も、色々ずれてるよな、うん。

『さてさて、それでは記念の楯たてと、賞金の授じゆ与よを行っちゃいましょうか！』

　優が僕たちの前に立ったとき、司会者が言葉を続けた。

『優勝、宮野佳か奈な、及および進しん藤どうマコト！』

　観客席から大きな拍はく手しゆが巻き起こり、僕たちは同時に一歩進み出て、宮野優と向き合う。

　優の手から小さな楯と、『百万円』と書かれた大きな看板が、佳奈に渡された。

「佳奈、それ、持っておくよ」

「あ、うん」

　佳奈から荷物を預かり、僕は二人と、少し距離を開ける。

　ようやく、ちゃんと話し合える機会が訪れたんだ。僕が出る幕なんてないさ。

「やあ、我が妹よ。少しは楽しんでもらえたかな？」

「……」

　軽快な口調で話す優を前にして、佳奈は何も言わず、じっと彼女の顔を見つめていた。

「また何か面白いことを思いついたら、佳奈にも協力してもらおうか。アンドレスデュエルの優勝者が参加するとなれば、宣伝効果は抜ばつ群ぐんだ。もっともっと、たくさんの人が集まってくれるだろうな、はっはっは！」

　両手を腰に当て、優は高らかに笑う。

　そんな彼女に向かって、佳奈は言った。

「お姉ちゃんの、うそつき」

「……」

　そのセリフに、優は口を閉じ、佳奈をまっすぐに見つめる。

「お父さんのこと、何か分かったらちゃんと教えてよね」

　優はまた何も答えず、微笑ほほえむのみだ。

「というか、時々でいいから家に帰ってきてよね！　勝手に出ていって、なんにも連絡しないで、お母さん、心配してるんだから！　そ、その、わ、わたしだって……」

「分かった、分かったって。考えておくよ」

　佳奈の勢いにたまらず屈くつした、という感じで、優は吹き出す。

「佳か奈なは昔っから怒おこりっぽいなあ。そういうところは、全然変わらないねえ」

「お、お姉ちゃんに言われたくないわよ！」

「──でも、強くなった」

　そう言って優ゆうは口元を緩ゆるめ、佳奈の頭をなでる。

「もっともっと、強くなりな。ちゃんと前を向いて歩いていけるように、な」

「……うん」

　くすぐったそうにしつつも、佳奈は柔やわらかな笑みを浮かべた。

「進しん藤どうマコト」

　と、優は僕へ顔を向けると、真しん剣けんな眼まな差ざしでこちらを見み据すえた。

「佳奈のこと、よろしく頼たよむ。支えてやってくれ」

「ああ」

　僕は即そく答とうし、大きくうなずく。

　もとより、そのつもりさ。

「お兄様、やはり、帰ってくる気はありませんのね」

　僕たちのやり取りを見守っていたマイが、眉まゆをひそめてそんなセリフを口にした。

　その瞳ひとみには、寂さびしげな色が浮かんでいる。

「……マイ。お兄ちゃんな、思い出したんだよ。脱だつ衣い剣けんが、好きなんだってこと」

　僕はマイを諭さとすように、ゆっくりと言葉を紡つむぐ。

「だからこそ、この力で、大切な人を守りたいと思ったんだ。いつか必ず家には戻る。父さんたちにも、ちゃんと話す。でも、しばらくの間は、好きなようにさせてくれないか？」

「……」

　マイはじっと僕の話を聞いていたが、その視線を佳奈へと向け、彼女の側まで近付いた。

「宮みや野の佳奈さん」

「えっ、あ、はい」

「悔くやしいですけど、あなたにならお兄様のことを、お任せしてもいいのかもしれませんわね」

　そう言ってマイは、深々と頭を下げた。

「どうかお兄様のことを、よろしくお願いします」

「あ、こ、こちらこそ、お願いされます！」

　つられるようにして、佳奈も慌あわてて頭を下げる。

　そんな微笑ほほえましい光景に、観客席からは拍はく手しゆと歓かん声せいが降り注ぐ。

「うむ、見事なまでのハッピーエンドだな！　ここまで全すべて、私の筋書き通り！」

　と、優は僕たちをぐるりと見回すと、臆おく面めんもなくそんなセリフを言い放った。

　そして悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべると、ゆっくり右手を上げる。

「では、これにてアンドレスデュエルを閉会とする！　諸君、また会おう！」

　彼女が指を鳴らした途と端たん、一いつ瞬しゆんにして、全すべての照明が消えた。

「なっ！」

　周囲が闇やみに包まれ、ざわめきが広がる。

　しかしそれもほんのわずかな時間のこと。

　照明はすぐに再点灯し、しかしそのとき、宮みや野の優ゆうの姿は、どこにもなかった。

　そのことに気付いた観客たちが、またざわざわと騒さわぎ出すが、見たところ黒スーツの人たちや司会者などの大会関係者は、誰だれもが平然としたままである。

　……なるほど。これも、演出の一いつ環かんってことか。

「まったく、お姉ちゃんったら……」

　佳か奈なも優の意図を悟さとったのか、呆あきれたようなため息を漏もらす。

　しかしその顔には、満足げな笑みが浮かんでいた。

「最後まで騒がしい人だったね」

「うん。でも、わたしにとっては自じ慢まんのお姉ちゃん、だよ」

「ああ」

　こうして、騒そう動どうの張本人である宮野優はまた人知れず、どこかへと姿を消したのだった。










　　　終章




　僕の転居先が見つかったのは、あの激げき闘とうから数日後のことだった。

　亜あ沙さ子こさんはずっと、僕のために空き物件を探してくれていたらしい。その亜沙子さんの話によると、なんでも、ここから近くのアパートに、空いている部屋があることが分かったんだそうだ。

　いずれにせよ直接見てから決めた方がいいってことで、次の休日、僕は亜沙子さんと一いつ緒しよに不動産屋へと出向くことになったんだ。

　そして、その当日。

「進しん藤どう君！」

　宮みや野の家の玄げん関かんを出た僕に、背後から佳か奈なが声をかけてきた。

「あら、どうかしたの？」

　僕の前を歩いていた亜沙子さんが振ふり返り、佳奈にそう尋たずねる。

「えっ、いや、その……、今から、出かけるん、だよね？」

　確か佳奈は今日、留守番をすることになっていたはずなんだけど、彼女は何か言いたげに、視線をさまよわせている。

　そんな佳奈を見て、亜沙子さんはにっこりと笑う。

「佳奈、お店の場所は分かる？　吉よし田ださんのところの不動産屋」

「う、うん、分かるよ」

「それじゃあ、佳奈がそこまで、進藤君を案内してくれるかしら？」

「へっ？　で、でも……」

「何か話したいことがあるんでしょ？　じゃあ、お母さん先に行ってるから」

　言うだけを言うと、亜沙子さんは僕たちを残し、さっさと歩いていった。

　その顔はなんだか楽しげで、全すべてを見み透すかしているかのような、そんな表情である。

「もう、お母さんったら……」

　佳奈は不満そうな顔で亜沙子さんの後ろ姿を見送っていたが、すぐに頭を振り、僕へと向き直る。

「進藤君、アパート、見に行くんだよね？」

「うん」

「そのお部屋、気に入ると思う？」

「それは分からないけど、よっぽどのことが無い限りは、そこに決めるつもりだよ」

「……どうしても？」

　彼女の問いに、僕は無言でうなずく。

　最初からそういう条件で、ここに住まわせてもらっていたんだ。

　僕に拒きよ否ひ権けんなんて無いし、贅ぜい沢たくだって言えるわけがない。

「離れ離れになっちゃうね」

「ここから近くにあるらしいし、それに、学校でも会えるよ。同じクラスなんだし」

「うん……」

　佳奈はうつむき、拳こぶしを固く握にぎり締しめた。

　そしてそのまま、その場に立ち尽くす。

　無言の重圧に耐たえかねて、僕が口を開こうとしたとき、

「あのね、進しん藤どう君！　お願いがあるの！」

　大きな声で、佳奈が僕に詰つめ寄よった。

「な、何？」

　突とつ然ぜんのことに驚おどろいていると、彼女はさらに言葉を続ける。

「あ、あのね、わたし、わたしね……」

「う、うん」

　間近で見上げられ、僕の動どう悸きは自然と速くなる。

　佳奈は、何を言うつもりなんだ？

　思わずノドを鳴らした僕に向かって、彼女は言った。

「わ、わたしに……、わたしに、脱だつ衣い剣けんを教えて欲しいの！」

「…………はっ？」

　そのセリフに、僕はキョトンとなり、ぼんやりと佳奈を見つめる。

「脱衣剣を、教える？」

「だ、だってさ、よく考えたら、また面めん倒どうなことに巻き込まれる可能性って、あるわけでしょ？　たとえばお姉ちゃんに関わりのある人が、この前みたいにいきなり家に押し掛けてくることって、絶対にあると思うの。あるよね？」

「う、うん、その可能性は、否定できない、かな」

「そのときに、自分で自分の身くらいは守れるようになっていた方がいいんじゃないかなって、そう思ったのよ」

　それは確かに、もっともな意見だ。

　脱衣剣は護身術。身に付けておいて、損はない。

「でも、はっきり言って、難しいよ？　それに、僕は確かに脱衣剣を扱あつかえるけど、人に教えるとなると、また全然違ってくるわけだし、ちゃんと伝えられるかどうかは、自信がないよ」

「わ、分かってるわよ、難しいってことくらい！　それに、タダで教えてもらうつもりだってないんだから！」

「へっ？」

　タダじゃない？　それって、どういうことだろうか？

　疑問に頭をひねらせる僕の前で、彼女は両手を腰に当てて、言った。

「三食昼寝付き、お小こ遣づかいもあり。これで、どう？」

　……はい？　三食？　昼寝？

「えっと、宮みや野の佳か奈なさん？　あなたは何を──」

「だ、だから、わたしに脱だつ衣い剣けんを教える代わりに、この家に住みなさいって言ってるの！」

「…………あっ」

　佳奈が頰ほおを膨ふくらませながら口にした、その言葉で、僕はようやく理解した。

　つまり彼女は、出ていかないで、と言っているのだ。

　自分の頰が、熱くなるのを感じる。

「お母さんはわたしが説得するし、きっと納得してくれると思う。だから、お願い」

　佳奈は一度、大きく息を吸うと、まっすぐに僕を見つめて、言った。

「わたしの先生に、なってください」

　──僕は佳奈の願いを断る理由を、頭の中から探そうとして、すぐにやめた。

　そんなもの、あるわけがないからだ。

　宮野佳奈は僕にとって、命の恩人であり、全力で守りたいと思っている、大切な人だ。

　そんな彼女がいる宮野家を、出ていかなくてもいい。

　そう考えただけで、心の中が晴れやかになるのが、自分でも分かる。

　僕は顔を赤くしつつ、そっと右手を差し出す。

「こちらこそ、僕なんかでよければ、よろしくお願いします」

　その言葉に、佳奈は目を見開き、口元を両手で覆おおう。

　そしてすぐに頰を朱色に染めて、僕の手をゆっくりと握にぎった。

　彼女は柔やわらかな笑みを浮かべると、

「うん！」

　と、元気よくうなずく。

　その笑顔をこれからも守り続けようと、僕は胸の中で誓ちかった。

　いつまでもずっと、彼女のすぐ側で。










　　　あとがき




　脱だつ衣い剣けんは特別な訓練を受けた人だけが扱あつかえる、たいへん危険な技です。

　よい子のみんなは真似まねしないでね。




　というわけで、はじめましての方も、そうでない方も、こんにちは、こんばんは。

　このたびは『きみのぱんつを守りたい！』をお買い上げいただき、ありがとうございます。

　前作から九ヶ月、また皆様の前に新しい作品をお届けすることができました。

　全すべては応おう援えんしてくださっている皆様のおかげです。ありがとうございます。

　今作を読んでくださった方に、少しでも楽しんでもらえたのなら、幸いです。




　時代劇なんかに出てくる、いわゆる用心棒キャラが好きで、「先生、お願いします！」「うむ、任せろ」みたいなやり取りが特にかっこいいなあ、と常々思っています。

　ああいうポジションの人って、大たい抵ていが悪役だったりするんですけど、でも、もしもそういうキャラが主人公だったら、ちょっと面白いかもしれない。

　という、そんな想いから、今作は生まれました。

　当初の構想からは大おお幅はばな変へん更こうを施ほどこした個所も多数ありますが、結果的には登場人物がみんな自由に動き回ってくれて、賑にぎやかな作品になったんじゃないかな、と思います。




　執筆にあたり、多くの方のお世話になりました。

　担当の和わ田だ様、三み木き様、ありがとうございます。まだまだこれからも、頑がん張ばります。頑張りますよ、ええ、はい。

　イラストのネムネム様、ありがとうございます。前作に引き続き、素敵なイラストを描いてくださって、感謝、感謝の嵐あらしです。

　その他、この本の製作に携たずさわってくださった方々。

　そして、お買い上げいただいた読者の皆様方にも、改めて感謝を。

　本当に、本当にありがとうございました。




　それでは、またいつかどこかでお会いしましょう。

　ぱんつ！








麻あさ宮みや　楓かえで









[image: ]







麻あさ宮みや 楓かえで

大阪在住の世捨て人。今作はデビューしてから七冊目となる作品です。『７』という数字が好きなので、自分にとっては一つの区切りとも言える、感慨深い一冊となりました。もちろん、まだまだこれからも書き続けていこうと思っていますので、皆様、応援よろしくお願いします。ぱんつ！
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イラスト／ネムネム

高知出身の女の子とオトコノコをこよなく愛する漫画家兼イラストレーター。好物は麵類と寿司。
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